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第一章　「ＳＪ４が始まるまでの色々な出来事」









　２０２６年８月20日（木曜日）　昼




「俺がスクワッド・ジャムに参加した理由？　いや……、そんなのフツーにチームバトルロイヤルが面白そうだったからだけど？　というか、他にあるの？」

　サラリとイケメン笑顔で言い返されて、

「…………」

　緑髪のシャーリーは、言葉に詰まりました。

　実銃の射撃練習のために始めたＧＧＯ。本当は〝人〟など撃ちたくなかったのに、チームの仲間の誘いを断り切れずにＳＪ２から参加。嫌々プレイしていた中で、なんの運命の悪戯いたずらか、凄すご腕うでスナイパーになってしまった自分。

　過去を一瞬で思い出してから、シャーリーは隣にいる〝相棒〟に、宝塚の男役のようなキャラクターのクラレンスに、努めて素っ気なく答えるのです。

「いや、ないな」




　二人の女性ガンゲイル・オンライン（ＧＧＯ）プレイヤーは、潜んでいました。

　そこは、ＧＧＯでは珍しい方に入る〝草原フィールド〟。大気組成が狂った赤い空の下、人の膝の高さほどの草が生い茂っています。

　草は、緑の絵の具に茶色を適量混ぜ込んだような鈍いもの。どんなにお腹なかがすいていても、絶対に食べる気が起きないでしょう。

　ほとんど平らな大地に、草はびっしりと生え、気持ち悪い絨じゆう毯たんのように広がっていました。

　周囲に見えるのは、不気味な緑色と、ところどころに転がっている、かつてこの場所に人の生活があったことを窺うかがわせるコンクリートの欠片かけら達たちだけ。

　このフィールドで、二人は潜んでいました。

　ほんの少しだけ大地が窪くぼんでいる場所にコンクリートの欠片かけらを積み上げ、さらに薄く穴を掘って、その上から草と同じ色の大きな布を、そしてさらにちぎった草をかぶせた、即席の陣地です。

　縦横２メートルほどの広さで、単純でシンプルな造りですが、二人がうつぶせで隠れるには十分です。よほど近くから注意深く見ない限り、見破ることは不可能でしょう。

　シャーリーは、愛銃であるボルト・アクション式狙撃銃《Ｒ９３タクティカル２》をバイポッドで据えて、伏せて構えていました。

　その黒い銃口は、石と石の隙間ギリギリの位置にあります。

　服装は、木々を描いたいつもの森林迷彩ジャケット。頭には同じ迷彩のベースボールキャップを後ろ前に被かぶり、彼女のアバターが持つ、鮮やかな緑色の髪をほとんど隠していました。

　クラレンスは、彼女と添い寝をするように左横に伏せて、双眼鏡を覗のぞいていました。

　イケメン顔に、黒い短い髪。低めの声で発せられる一人称はいつも〝俺〟。

　ＧＧＯ内での名刺とも言えるキャラクターＩＤを見せられなければ、クラレンスが女性だと気付く人は少ないでしょう。

　服装はいつも着ている、警察の特殊部隊のような黒い戦闘服の上下。マガジンポーチなどを付けた装備ベストも、黒一色。

　しかしそれでは草原では目立つので、彼女は今、緑一色のポンチョを体に纏まとっていました。

　伏せた目の前には、主武装である特殊なアサルト・ライフル《ＡＲ─５７》が置いてあります。右みぎ腿ももには、同じ弾薬を使う拳銃、《ファイブセブン》がホルスターの中に。背中には、大きめのミカンほどの大きさのプラズマ・グレネードが、ちょっとお洒落しやれなアクセサリーのようにぶら下がっていました。




　二人は、プレイヤーキラーでした。

　それは文字通り、ゲームを遊んでいるプレイヤーを殺すことを主目的としたプレイヤーのこと。ＰＫをする人。

　普通のプレイのように、モンスターや殺人ロボットを倒して、あるいはイベントをクリアして経験値を上げるのではなく、フィールドにいる〝人間〟を積極的に襲って殺すことを楽しんでいる連中です。

　そして、それを悪いことだなんて、これっぽっちも思っていません。ＧＧＯというゲームにおいては、敵はモンスターだけではないのです。

　だからこうして今日も、広いフィールドの真ん中で、狙撃陣地を作って待ち構えているのです。

「うーん、なかなか獲物が出ないねー」

　双眼鏡を覗のぞきながら、クラレンスが言いました。ぼやきました。

　彼かの女じよ達たちがフィールドをテクテクと歩いたあと、具合のいいここに陣取ってから今に至るまで、実に２時間以上が経過していました。ゲーム世界でも現実世界でも、流れる時間は一緒です。

　これだけの長い間、一つのところでじっとしているなど、普通のプレイではまずあり得ません。その前に、たいていのプレイヤーは飽きてしまいます。二人の忍耐力はなかなかのものです。

　その間、運悪く、まだ誰も通りかかっていませんでした。

　いや、撃たれる相手にしてみれば、運がよかったのかもしれません。

　シャーリーの持つ狙撃銃は高精度で、しかも命中すれば体内で爆発し、ほとんどの場合一発即死をもたらす炸さく裂れつ弾だんを装備しています。

　さらにリアルでもエゾシカを撃つハンターでもある彼女は、射撃の名手でもあります。

　弾丸の落差を自分で計算し狙いを定められるので、ＧＧＯならではの攻撃的システム・アシスト──、弾が飛ぶ場所が分かるバレット・サークルに頼る必要がありません。

　それはすなわち、同時に発生する守備的システム・アシストであるバレット・ラインを、相手に見せることがないということ。

　シャーリーが人間を撃って、ほぼ確実に当てられる最大射程は、およそ８００メートル。肉眼では、人がいるかどうかすら分からない距離です。

　もし誰かがシャーリーの〝キルゾーン〟に入れば、どこから撃たれたかも分からぬまま、炸さく裂れつ弾だんの連続攻撃で次々に死んでいくことでしょう。

「別に、落ちてもいいんだぞ？」

　目を休めるためにスコープからずらしながら、シャーリーは素っ気なく答えました。〝落ちる〟とは、ログアウトして現実に戻ること。

「なあに、どうせ今日も明日も暇だから問題ないよ。ＧＧＯ世界は、ただその中にいるだけでとても楽しいしね。それに──」

　クラレンスはイケメン笑顔を見せながら答えました。シャーリーが聞きます。

「それに？」

「俺がいなかったら、誰が君の後ろを見張るのさ？」

「……まあな」

　笑顔を見せずに、シャーリーは肯定しました。

　ＳＪ２で、人を愛銃でぶっ殺す──、もとい、狙撃の面白さに目覚めたシャーリーは、それ以後徹底的に狙撃や狙撃手について勉強しました。歴史や狙撃の本を読んだり、スナイパーを描いた映像を見たり、またはネットで検索したり。

　そして知ったのですが、現実の狙撃手は、映画や漫画のように、たった一人で行動することはまずないのです。

　狙撃手は必ず観測手、あるいは英語で〝スポッター〟と呼ばれる相棒と行動を共にします。これは凶悪犯を狙う警察の狙撃手も、敵を狙う軍隊の狙撃兵も同じ。

　スポッターには色々な役目があります。より広い視界で周囲を見張る、ターゲットまでの距離や風力を測る、無線連絡をするなど。そして、アサルト・ライフルでスナイパーを守るのも、その一つ。

　シャーリーは、１発撃つごとに装塡動作が必要なボルト・アクション式の狙撃銃と、長いナイフである剣けん鉈なたしか持っていません。そんな中で自動連射式の火器を持っているプレイヤーや、複数で攻撃してくるモンスターに襲われたら、ひとたまりもありません。

　クラレンスがＡＲ─５７と拳銃、グレネードなどを持って護衛に付いているというのは、なんだかんだいってとても助かるのです。シャーリーが、己の求める狙撃だけに集中するには。

　もぞもぞ。

　１分に一回、必ず周囲の草原を見渡しているクラレンスが、双眼鏡を手に伏せたまま動き、左右と後ろを確認しました。

　その際、寝転がっているシャーリーのお尻の上に自分のお腹なかを載せて、十字に重なり合いましたが、シャーリーからの文句はもちろんありませんし、性的接触で発生するハラスメント警告も出ませんでした。

　陣地を覆う布の下から、周囲で見える範囲を全て調べ終えて、キャラクター、モンスター問わず〝動くもの〟の姿はありませんでした。草原には、風も吹いていませんでした。

「〝異常なし〟っと」

　ぐるりと体を一周させて再び前に向き直ったクラレンスは、再び獲物が来ないか、広い荒野を双眼鏡で眺めました。

　そして、そのままの体勢で、つまりシャーリーの顔を見ずに話しかけるのです。

「そういや、さっきの話だけどさ──」

「どの話だ？」

　スコープを右目で覗のぞきながら、左目も開いたままで、シャーリーは質問で答えました。

　ＧＧＯ内において、〝話すときに相手の顔を見ない〟ことは、決してエチケット違反ではありません。それよりも、周囲の警戒監視に目を使うべきだからです。

　ＧＧＯにどっぷりハマったプレイヤーの中には、リアルワールドでも常に周囲を警戒するようになって、実生活に影響が出てしまった人もいます。

　クラレンスが、質問に答えます。

「ＳＪに参加する理由うんぬん、ってやつさー。いやさ、俺はひとまず自分のスコードロンからＳＪ２に参加したんだけど、ＳＪ３はさ、みんな出てくれなかったんだわー」

「ふーん」

　素っ気なく答えたシャーリーですが、獲物がいない暇な状況では、クラレンスの話を聞くしかありません。

　なので、それに気付きました。スコープを覗のぞきながら言います。

「ちょっと待て。お前はＳＪ３、出ていたじゃないか」

「出てたよー。何を今さら」

　この二人は、ＳＪ３で一対一の、壮絶な死闘を演じたことで知り合いましたので、それは当然です。

「話には続きがあってさ、予選だけは〝お願いして〟六人出てくれたんだけど、本戦は俺とサムの二人だけだったのさ」

「ああ、そうだったな」

　シャーリーは知りません。クラレンスが、チームメイトを脅したことを。

　結果、クラレンスはサムという名のチームメイトと二人で出たのですが、その彼は、シャーリーが炸さく裂れつ弾だんで即死させていました。

「あのときは、お前を先に撃つべきだった」

　シャーリーは不機嫌そうに言いましたが、あの状況ではそれは仕方がありません。

　というのも、クラレンスよりサムの方が後ろに立っていました。前の人が狙撃されれば、後ろの人はすぐに伏せることができます。しかし後ろが撃たれると、前の人はどうしても振り向いてしまい、隙が生まれます。シャーリーの戦法は正しかったのです。

　実際にクラレンスも振り向いたのですが、シャーリーの２発目がやや遅れたので、伏せて避ける時間を与えてしまいました。そのことを思い出しながら、シャーリーはしみじみと言います。

「まったく、ＧＧＯ人生最大の後悔だよ」

「それって、先に立たないヤツだね」

「けっ」

「さてさて、そのサムだけどさ、俺の〝スーパー裏切り大作戦〟が全然お気に召さなかったみたいでさ──」

　クラレンスが、不満そうに唇を尖とがらせました。

　あのとき、徒党を組んで強敵に立ち向かうという作戦の裏をかいて、連合チームの仲間を後ろから撃っていったクラレンス、とそれに嫌々従うしかなかったサムです。

　もっともＳＪ３自体、その後の〝特別ルール〟のおかげで、選ばれた人は強制的に裏切り者を務めなければならないという、現場からはかなりブーイングのあるルールでした。クラレンスもシャーリーも、その前に相打ちになったので影響はありませんでしたが。

「可哀かわい想そうな俺はとうとう、そのスコードロンから外されちゃった。いわゆるひとつの除名ってやつ。今フレンド登録しているのは、おおシャーリー、麗しの君だけだよ」

「まあ、無理もないな、そのイカれた性格ではな。除名だけで済むなんて、とても優しい連中だったんだな。お礼はちゃんとしたか？」

「うわわ、相変わらずキッツいなあ。ビブラートって知ってる？」

「知っているよ。音を震わせることだろ」

「オウ？　──ああ、オブラートの間違いだぜ！　シャーリー、君はもっと言葉を柔らかくした方がいいぜ？」

「お前が言うか。でも、勘違いするなよ。私は別に、お前のイカれた行動を非難はしていない」

「そうなの？」

「そうだよ。これはゲームだからな。ゲームの中の自分と、リアルの自分、違っていて……、然しかるべきだ」

「〝[image: 叱]るべき〟？　怒られるの？」

　クラレンスが素で聞き返して、シャーリーは眉根を寄せました。

「お前、義務教育受けているか？」

「記憶にございません」

「………。〝違っていて当然だ〟ってことだ」

「そこだよ！」

「どこだよ？」

「俺がシャーリーと組んでいる理由さ！　リアルだったら、こんな危なくてデンジャーラスな人と一緒に行動はしていないよ！」

「けっ！」

　短い言葉で返したシャーリーでしたが、口元には笑みが浮かんでいました。双眼鏡を覗のぞいているクラレンスには、見えませんでしたが。

　シャーリーは、狙撃銃を抱きながら、独り言のように漏らします。

「これはゲームだ。狙撃による殺人も、剣けん鉈なたによる刺殺も、ゲームの中だからやっていることだ。リアルでは、絶対にそんなことはしない。死んでもそんなことはしない。しようと思うこともない」

　シャーリーのリアルは、霧きり島しま舞まいという二十四歳の女性です。北ほつ海かい道どう在住。

　ネイチャーガイド兼猟師で生計を立て、日本の法律に則のつとって猟銃の所持許可を取り、本物のライフルを持っている彼女が言うと、とても重い言葉です。

　ゲームを一度もしたことがないのに、『ゲームを遊ぶと、現実との区別が付かなくなる』などという《〝ゲーム脳〟脳》の偉い人に聞かせてあげたいものです。

　クラレンスも、双眼鏡の下でにっこりと笑いました。

「俺もさー、リアルでは聖人君子だよ。あっちの世界で人を撃ち殺したことは、記憶が正しければ一度もないよ」

「その記憶が正しいことを願うばかりだ」

「俺、まだボケる歳としじゃないよ」

　フランクに話す二人ですが、フルダイブＶＲにしろそうでなくても、アバターという〝偽名〟を使うオンラインゲームでリアルの話を振るのはマナー違反です。

　しかし、自ら語るのなら問題はなく、そしてそれは、二人がそれなりに仲良くなった証拠でもあります。

　そうやってこまめに情報を出し合っていき、そのうちに〝どうせそこまで知っているのだから〟と、実際に会ってみるのは、オンラインゲーム世界でよくあるパターン。

「だからさー」

　クラレンスが、双眼鏡から視線を外しました。

「ん？」

　シャーリーが、見られていることを認識して、左隣へと目を向けました。そして見たのは、イケメンが何かを期待している、笑顔。

「リアルで会おうぜ！　俺、会いに行くよ！」

「またそれか……」

　シャーリーは、少しだけ眉をひそめてから、それでも、しつこい相棒に、少しだけ情報を与えるのです。

「私が住んでいるのは日本の外れだぞ。来られるのか？」

「遠い？　東京から、遠い？　バスじゃお金かかる？」

「お前は東京だったか」

「な、なんで分かった……？　ひょっとして、超能力者……？」

「だとしたら、確かに遠いな。現実世界のバスじゃ、海を越えられないからな」

「えー？　外国に住んでるの？」

　大仰に驚いたクラレンスに、シャーリーは先ほどと同じ言葉でツッコミ返します。

「お前、義務教育受けているか？」

「記憶にございません」

「日本サーバーでＧＧＯを遊んでいるんだから、日本在住に決まっているだろうが。日本の端っこの方だよ。本州とは、別の島だ」

「そっかー、遠いのかー。そりゃちょっと厳しいかなー」

　クラレンスにしては、かなり沈んだ口調で言ったので、

「…………」

　シャーリーは少し戸惑いました。そして、

「ま、無理すんなってことだ。別にここで会えればいいだろうに」

　そう言って慰めました。

「むー……」

　口を尖とがらせながら双眼鏡に目を戻したクラレンスです。このとき彼女は、１分に一回、必ず行うはずの、周囲の警戒を失念していました。

「それより、話は変わるがな──」

　そう話を振ったシャーリーも、それを指摘できませんでした。

「あに？」

「またＳＪがあったら、出るか？」

「出るさー！」

　クラレンスが、食いつきの良さを見せました。

「こないだのテストプレイみたいに一緒に出ようぜ！　広いフィールドで、たくさんの敵を相手に二人で大暴れだひゃっほう！」

　伏せながら子供のようにジタバタしたクラレンスに、

「狭い場所で暴れるな。まあ、それはいいんだが……」

　シャーリーが、言葉尻を濁しました。クラレンスはジタバタするのをピタリと止めて、その理由を察します。彼女にしては、真面目な顔を作りました。

「うん、まあ、分かる。予選がキツイよねえ……」

「そういうことだ」

　二人がしんみりと同意したのは、ＳＪの予選のことです。

　出場したいチームが増えてきた最近のＳＪでは、優勝から四位経験者のチーム、いわゆる〝シード枠〟以外は、予選を勝ち抜かなければなりません。

　これは一チームｖｓ一チームの、縦に長く幅の狭いフィールドでの真っ向勝負。通常は六人で出てくるＳＪにおいて、二人だけの、しかも狙撃が主体のチームで予選を勝ち抜くのはかなり厳しいです。

　実際ＳＪ３では、シャーリーは自分のチームである〝ＫＫＨＣ〟、正式名《北の国ハンターズクラブ》の面々と予選を突破していますし、クラレンスはチームメイトを脅して、予選だけは六人で出させています。

　今回は、同じ作戦は使えません。

　ＫＫＨＣはシャーリーの闘魂に恐れをなしてＧＧＯ内では距離を置くようになり、クラレンスのチームメイトはみんな逃げました。

「どうするか」

「どうするか」

　二人が息を揃そろえた直後でした。

「いいアイデアがあるわよ！」

　天からの声が聞こえました。

「うわあ！」「うひょ！」

　二人は仰天して、伏せた状態から漫画のように飛び跳ねました。体を回転させて、陣地を覆う布が視界に入ったとき、それがはぎ取られて、赤い空が見えました。そして、逆光の中、自じ分ぶん達たちにアサルト・ライフルの銃口を突きつけている、緑色でモコモコしたウェアを着た女の姿も。

「くそっ──」

　絶対に間に合わないと分かっていても、シャーリーはＲ９３タクティカル２を持ち上げながら身を捻ひねって、〝敵〟へと銃口を向けようとして、

　しゅぱん！

　肩を射貫かれました。







「やーっと見つけた！　いやー、会うの苦労したわー！」

　狙撃陣地の布をはぎ取ったピトフーイは、先日のテストプレイでも使った、サプレッサー付きの短縮アサルト・ライフル《ＨＫ４１６Ｃ》を片手に、そしてその狙いを、自分を睨にらむシャーリーの額につけながら言いました。

　全身緑のモコモコというその格好は、まるで森の妖精さんでした。着込んだ《ギリースーツ》のおかげです。これは細い布などを纏まとった迷彩偽装服で、同じ色の草の中に隠れると、動かない限り全く分からなくなります。

　ピトフーイは顔にまで迷彩ペイントを施していて、ご自慢のタトゥーが塗りつぶされていました。銃も緑色です。

「くそったれめ！」

　シャーリーが、今日一番の汚い言葉を返しました。

　彼女の右肩では派手な赤いポリゴンの光が、ＧＧＯ特有の被弾エフェクトが煌きらめいていて、胸の中央には、バレット・ラインが綺き麗れいに照射されていました。

「なんとー！」

　クラレンスはまずそんな驚きの言葉をするりと吐き出した後、

「あ、ちょっとシャーリー？　念のために聞いておくけど、今さっきの〝くそったれめ！〟は俺のことじゃないよね？　確かに見張りサボっちゃった気がするけど、それは君との会話に夢中になっていたからだし、君も忘れていたよね！　そして教えてくれなかったよね！」

「うっせえ！　ってそれより撃てよ！　今すぐ反撃しろよ！」

「イヤだよ！　今俺が撃ったら、シャーリーが撃たれて死ぬし」

「…………。そんなの気にするなよ！」

「全然気にしてないよ！　で、その後で俺も撃たれて死ぬじゃん！　それヤじゃん！」

「そっちかよ！」

「うん！」

　二人のコントの後、ピトフーイがクラレンスに視線を向けました。もちろん、ＨＫ４１６Ｃの引き金には指がかかったままです。

「とても賢明ね、宝塚ちゃん。ちゃんと話すのは初めてよね。マイネームイズピトフーイ。ナイストゥミーチュー」

「おっと、褒められた。初めまして、ＳＪ２とか３とかで暴れ回った、頭のおかしいポニーテールとタトゥーのお姉さん。俺はクラレンス。ところで、最後のは何語？」

「〝英語〟ってヤツよ。知らないの？」

「あ、英語！　知ってる！　英語の先生が喋しやべれないやつだ！」

「面白いわね、クラちゃん」

　ノリのいい会話を続ける二人に、

「いい加減にしろお前ら！」

　シャーリーが少しキレました。

　ピトフーイに銃を突きつけられている状況ですが、〝口撃〟は返します。

「ピトフーイ！　よくも撃ちやがったな！　いつか殺す！　覚えてろ！　忘れるな！」

　シャーリーが今のシャーリーになるきっかけは、ＳＪ２でのピトフーイです。

　ゲームはゲームなので個人的な恨みはありませんが、だからこそ戦場で相あい見まみえたら、絶対に撃ってやろうと、がっつり倒してやろうと思っていました。

　それがあっさりと先手を取られて、しかも手も足も出ずに制圧されているとは。悔しいにも程があります。それは汚い言葉も出てしまうというもの。

　するとピトフーイは、微笑ほほえみつつも真剣な顔で答えます。

「まあ怖い。アンタは、ＳＪ２で私に一撃食らわせてくれたからね。あれが炸さく裂れつ弾だんだったら死んでいたからね、気をつけるわ」

「けっ！」

「今日はそんな話をしたくて来たわけじゃないから、本題に移っていい？」

「いいよ！」

　クラレンスが即答して、

「待て！　ってなんだ本題って！　なんだ〝話をしたくて来た〟って！　私わたし達たちを殺しに来たんじゃないのか？」

　シャーリーは本気で驚きました。

　ＧＧＯはプレイヤー同士がお互いに殺し合うことを推奨しているとてもフレンドリーなゲームです。そんな中で、偶然にフィールドで見つかって襲われたのかと思っていましたが、違うというのでしょうか。

「ノンノンノン！　話よ！　トーク！　言っていい？」

　しばし呆ぼう然ぜんとしたシャーリーですが、やがて大きく息を吐きました。肩の力を抜きました。

「言ってみろ……」

「オッケー！　私はね、あなた達たちを、この前のテストプレイ以後ずっと捜していたのよ。でも、町じゃ全然見つからないから、とうとうこうしてフィールドで追いかけることにしたの！　３時間前くらいにやっと見つけてね！　今日はラッキーデイ！」

「なんだそりゃ……」

　シャーリーの顔から、怒りが消えて、呆あきれが浮かびました。信じられないバカを見る目をしました。

　そして、

「じゃあ、私わたし達たちが狙撃陣地を造ってからずっと、コッソリと近づいてきていたってのか？」

「そーよ」

「どうやって？」

　シャーリーが心底疑問に思って聞いて、

「そうだよ！　さっきまでは、俺がずっとちゃんと周囲を見張っていたのに！」

　これには、クラレンスも質問をかぶせてきました。

「そんなん、匍ほ匐ふく前進に決まってるじゃない。１キロくらい前からかな？　ずーっと匍ほ匐ふく前進。でも、そっちのクラちゃんが１分に一回周囲監視するのは分かっていたから──」

　ピトフーイが、左手の指で耳を軽く叩たたきました。通話アイテムを使っているというジェスチャーです。そして、その指で空を指しました。

「もっと遠くにいる仲間に、鳥の目になって覗のぞいてもらっていたの」

　つまり遠くにはエムがいて、この前のテストプレイから使い始めたドローンで、遙はるか上空から偵察、ピトフーイに指示を送っていたのです。

　シャーリーもクラレンスも、

「なんてこった……」

「うわあ、すっごい」

　素直に驚き、あるいは呆あきれ、もしくはその両方を声に出しました。

　バックアップがあるとはいえ、１０００メートルをひたすらに匍ほ匐ふく前進、しかも２時間。見つからないために、ゆっくりと動き、時々じっと止まって、また動き出して……。

　近づく方もそれに指示を出す方も、シャーリーとクラレンスが陣地で待っていた以上の、超忍耐プレイです。

　実際の戦争ならともかく、ＶＲゲームの中で、そこまでやる人はまずいません。

「でね、これ以上近づいたら、もう動きをごまかしきれない、って距離まで来てね、そこからが難しくてね──、かなり待ったけどようやくチャンスが来たので、私も来たってワケよ」

「いやあ、凄すごいねえ！」

　ぱちぱちぱちぱちぱち。

　武器を手にするどころか、拍手まで始めてしまったクラレンスを、

「…………」

　シャーリーはちらりと見ただけで、何も言いませんでした。

「じゃ、本題に戻るね、私は散々苦労して、あなた達たち二人を誘いに来ました！　何に？　分かってるよね？　分かってるはずよね？　分かんなきゃ、おかしいわよね？」

「…………」

　シャーリーはすぐに分かりましたが、答えませんでした。

「分かった！」

　クラレンスが一拍遅れてから気付きました。

「次のスクワッド・ジャムだ！　おねーさんのチームは、山みたいにでかい男と──」

「エムね」

「ピンクでちっこいのと──」

「レンちゃんね」

「グレネーダーのちっこいの！」

「フカ次じ郎ろうちゃんね」

「合計で四人しかいないから、俺おれ達たち二人を入れて、ちょうどいい！」

「はいご名答！」

　ピトフーイが、にんまりと笑いました。緑の顔に邪悪そうな微笑ほほえみは、こんな悪魔がいそうだなと思わせるに十分でした。

　シャーリーは、その悪魔に答えます。

「お前……、何考えてんだ……？　私はお前を死ぬほどぶっ殺してやりたいってのに……」

「それはさっき聞いた。だからってチーム組んじゃダメなのかな？」

「…………」

　シャーリーは、言葉を継げませんでした。

「そうだよシャーリー！　組んだっていいじゃないか！　そしたら予選免除だよ！　本番が始まったら、すぐに背中から撃って殺せばいい話じゃん！」

　クラレンスは、今日もクラレンスでした。

　ピトフーイは、

「まあ、私はそれでもいいけれどー？　なんなら、ＳＪ開始直後に二人だけで好き勝手行動してもいいけどー？」

「マジ？　やったー！　出る出る出る！　ねーさん、フレンド登録しよう！」

「はいよー！　お一人様、ごあんなーい！」

「…………」

　盛り上がる二人を見ながら、しばし本気で呆あきれていたシャーリーですが、やがて腹をくくりました。今の段階でＳＪに出るには、これ以上の方法が見つからなかったからです。

　地獄の底から捻ひねり出だすような声で、まだ銃口を突きつけているピトフーイに言うのです。

「いいだろう。次はお前まえ達たちと一緒に参加してやる。そして──」

「そして？」

「はなっから好き勝手に行動させてもらう。機会あらば、絶対にお前を撃ってやる！」

「まあ楽しみ！　──ほんじゃそういうことで！」

　ピトフーイが、ＨＫ４１６Ｃの銃口をずらしました。

　シャーリーとクラレンスが、ずっと横たえていた体を起こして立ち上がります。ヴァーチャル世界では肩が凝ったり体が固まったりはしないのですが、心理的な影響は残ります。ゆっくりと手足を動かして、体を馴な染じませました。

　クラレンスとピトフーイが、空中で腕を振ったり手を動かしたりしています。ステータス画面を出して、フレンド登録しているのでしょう。

　笑顔の二人を睨にらんでいたシャーリーは、それが終わった後にぽつりと言います。

「ところで、だ。ピトフーイ」

「なーにー？　シャーリー」

　お互いが、素直に名前を呼び合いました。

「お前、情報を流しただろう？」

　クラレンスがきょとんとする脇で、ピトフーイが聞き返します。

「どんなー？」

「〝このフィールドには今、ＰＫ狙いで待ち伏せしているヤツがいる〟、というネタだ。どうりで獲物が来ないはずだ！」

　ピトフーイはにんまり笑っただけで何も言いませんでしたが、それが肯定の答えみたいなものでした。
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『メンバー二人ゲット！　これで六人で出ちゃうぜ！』

　スマートフォンの画面に浮かんだ文字を読みながら、

　うっしゃあああああああ！

　篠しの原はら美み優ゆは、上体を激しく後ろにそらし、両腕を高々と空に掲げ、サッカー選手がゴールを決めたようなガッツポーズをしました。心の中で。

　実際にしなかったのは、列車の中にいたからです。

　ＪＲ北ほつ海かい道どうの《スーパーおおぞら》は、青く塗られた車体を大きく傾けながら、緑の山の中を駆け抜けていました。札さつ幌ぽろを出発して、美み優ゆの住む帯おび広ひろを経由して、釧くし路ろまで向かう特急列車です。

　美み優ゆが座っているのは、普通車の一番後ろの窓側。

　座席を回転させてできたボックス席の一角で、美み優ゆの周囲では私服姿の女子高生が三人座っています。昨日から札さつ幌ぽろで遊んでいた美み優ゆとは逆に、札さつ幌ぽろから釧くし路ろ方面に向かっているようです。

　彼かの女じよ達たちは楽しそうに、もうすぐ始まる新学期の話から、来きたる大学受験の話から、昨日のネット番組の話から、友達にできたという噂うわさの彼氏の話から、話題を小刻みに切り替えては盛り上がっていました。

　窓の外では、短い夏が終わりつつある地元北ほつ海かい道どうの景色が、素早く流れています。もうすぐ秋が来て、零下数十度になる長い冬が来るのでしょう。

　女子高生達たちに囲まれて、美み優ゆは目の前のスマホで返事を入力しました。凄すさまじい速度で、指が動きました。

『オウイエース！　マジ最高！　ステキ！　神！』

　すぐに〝既読〟のマークがつきました。

『よせやい、知ってるわ』

『いや、知らないほど神！』

『ま、それはいいから、そっちはそっちでよろしくね。肝心のレンちゃんを引っ張り出せなかったら、許さないよ？　殺すよ？　ゲームの中だけど』

『神のお怒りに触れぬよう、頑張りますぜ』

　美み優ゆが送信したそのとき、目の前の女子高生達たちが話題をまた変えて、

「神かん崎ざきエルザの新曲、ほんと素敵だね」

「うん。本人も最高。細い体でギター持って歌うの超かっこいい」

「あー、あんなふうに綺き麗れいでおしとやかな人になりたい」

　心の底からそんなことを言っていました。

『ほんじゃよろ。わたしゃ今夜の仕事の準備するわー。大手出版社の重鎮とかいうクソデブバーコードセクハラハゲ加齢臭ヤロウとの食事会っていう、リアリーファックユーな仕事にね』

　そのやたらに長いメッセージを確認してから、

　おお、頑張ってくださいませ。

　美み優ゆは心の中で返信しながら、アプリの画面をそっと閉じました。

　一瞬だけ見えた相手の名前欄には、〝神様〟と書いてありました。
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　美み優ゆが大ファンの歌手とメッセージを直接やりとりしていた頃、

「末娘の香か蓮れんになります」

　小こ比ひ類るい巻まき香か蓮れんは、父親から紹介されていました。

　今日の香か蓮れんの服装は、いつものシンプルかつ色気のないパンツルックではなく、ましてやＧＧＯ内のような戦闘服でもなく、薄いブルーのエレガントなパーティードレスでした。

　昨日の今頃、駅前のデパートで買う際に、

「お客様、モデルさんですよねー！　どんなのでも似合うと思いますので、たくさん持ってきますね！」

　店員をひどく興奮させた一着で、そのとき香か蓮れんは、今すぐ店からダッシュで逃げたくなりました。

　目の前にいる還暦過ぎの、つまり父親と同世代の男性が、

「おおっ！　香か蓮れんちゃんですか！　幼い頃に北ほつ海かい道どうでお見かけして以来ですな。その……、とても、大きく──、なられた」

　遠慮がちにそう反応するのを見なければいけない今も、全力で逃げたくなりました。




　ここは、都内の某高級有名ホテルの、豪ごう華か絢けん爛らんなレセプションルーム。芸能人が結婚披露宴をやるような、格式も伝統もある空間です。

　香か蓮れんの父親は会社を経営しているのですが、日本中の同業者が、交流のために年に一回集まるパーティーがあります。日付は固定ではないのですが、今年は今日、８月20日が開催日で、ここがその会場です。

　父親は毎年参加していて、その都度、上京しています。

　そして通常なら香か蓮れんの母が一緒で、彼女もまた、年に一度の東京旅行を楽しみにしていました。しかし今年は、タチの悪い夏風邪でダウンという憂うき目めに。

　そんな場合、二人いる姉のどちらかが、〝代理のエスコートされ役〟として来るのが通例だったのですが、よりによって今年は二人とも、どうしても外せない用事が入っていました。

　すると、もう香か蓮れんしかありません。

　里帰りから東京に戻りのんびりしていた香か蓮れんに、昨日の朝、突然白羽の矢が唸うなりを上げて飛んできました。

　そんなの男だけで行けばいいじゃん！

　しばし荒れ狂った香か蓮れんですが、理解不可能な世界に文句を言っても仕方がありません。

　少なくとも嫌いではない父親を格好悪くさせないために、実家の仕事に協力するという意味で、泣く泣く一肌脱ぐことにしたのです。

　そして──、覚悟はしていましたが、とても目立っていました。

　身長１８３センチの日本人女性は、まずほとんどいません。

　年配の男性やその配偶者の女性に交じって、ハリウッド女優ばりの高身長とスリムなスタイル、姉から強制的に指導されてよそ行きメイクもバッチリの香か蓮れんは、ワイングラス片手に談笑をしているオッサン共の会話をピタリと中止させるくらいの威力がありました。

「いやあ、香か蓮れんと一緒に来られて、お父さん嬉うれしいなあ」

　親バカ親父おやじは、可愛かわいい末娘が注目されて、終始ニコニコ顔です。

「来年からはずっと、香か蓮れんにお願いしようかなあ？」

　父親が恐ろしいことを笑顔で言ったので、ピトフーイやボスに立ち向かっていった香か蓮れんのファイティングスピリッツが刺激されました。

「いいけど、お母さんにそれを言うから、お父さん、来年まで生きていられるか、分からないよ？」

「言うようになったね……、香か蓮れん……」

　父親をビビらせるのはそれくらいにして、香か蓮れんはもう、色々諦めて時間だけが過ぎるのを待っていました。

　幸いにも、親バカですが仕事バカでもある父親は、ある程度の挨拶が終わると香か蓮れんを放り出して、久しぶりに会う同業者との本気の会話へと去ってしまいました。

　香か蓮れんは、二十歳にはなりましたがお酒は飲まないので葡ぶ萄どうジュースをもらい、〝さすがに高級ホテルのジュースは美味うまいなあ〟などと思いながら、レセプションルームの不思議な模様の壁にへばり付くことにしました。

　姉から借りた、触ったら壊れそうなほど細い腕時計を見ると、パーティーの時間は小一時間ほど残っていました。

　香か蓮れんはふと、ＧＧＯでレンとしてつけている、タフネス腕時計が懐なつかしくなりました。アミュスフィアが眼鏡みたいに小さくなって、今ここで、ヴァーチャル世界にダイブできればいいのになと本気で思いました。

　腕時計を見たことをきっかけに、香か蓮れんの心はＧＧＯに飛んだような気がしました。着慣れないドレスを着たウドの大木から、小さくて活発で明るくて元気なレンへ。もう一人の自分へ。

　最後にプレイしたのは、前の日曜日である16日。テストプレイのとき。

　美み優ゆの家から、借り物のアミュスフィアで参加して、強いＡＩキャラクターと戦いまくって、色々と失敗もしましたけど、総じて評価すれば、とても楽しい一日でした。

　終えたあと、エムさんやピトさんやフカ次じ郎ろうと、酒場で宴会もしました。

　そういえば、スクワッド・ジャムの四回目がそろそろ開催発表、出場者募集されるかもしれないと、そのときにピトフーイが話していました。

　いろいろあったＳＪも、２０２６年、まだ今年の出来事なんだなあと、香か蓮れんは記憶を蘇よみがえらせます。

　ＳＪは初回が２月１日。

　ピトフーイからエムを紹介されて一緒に戦い、プロチームやＭＭＴＭを倒し、最後はちょっとしたトラブルはありましたが、強敵ＳＨＩＮＣに打ち勝つことができました。

　それまで暗殺のようなコッソリＰＫという、姑こ息そくな対人戦闘しかしてこなかったレンにとって、貴重な経験を積ませてもらいました。あの戦いが、その後の自信になったのは、間違いありません。附属高校新体操部のみんなという、年下の友達もできましたし。

　ＳＪ２が４月４日。

　ピトフーイを殺すことで助けるというエムの懇願の下、心強い相棒であるフカ次じ郎ろうと一緒に出場。存分に暴れまくり、ゴリゴリと邪魔者を倒し、最後は魔王ピトフーイと壮絶な死闘を演じ──、そして楽しみました。

　その後、彼女のリアルと、ずっと大ファンだった神かん崎ざきエルザと会えたのも、一生忘れることができない思い出です。キスのことは、もう忘れた。

　前回ＳＪ３が７月５日。

　このときは、初めてピトフーイと組めて出場できたというのに、宿命のライバルＳＨＩＮＣと本気で戦いたかったのに。

　途中でチームから裏切り者が発生しなければならないという、独自のルールを採用させたあの忌いま々いましいクソ作家──、いえ、言葉が汚いので言い直しましょう、度どし難がたい性格ゲス作家のおかげで酷ひどい目に遭いました。

　まあ、終わりよければなんとやら。共に裏切り者になったボスとの共闘も、今となれば楽しい経験でした。

　さて、ＳＪ４はどうなるのでしょう？

　ＳＪ３までがそこそこの成功を収めているのと、主催者である例の作家の訃報はまだないので、開催されるのは間違いないことでしょう。

　早ければ来月頭、ひょっとしたら今月末くらいにはあるのではないかと、ピトフーイもエムも言っていました。

　そして当たり前のように、その際はチーム編成をどうするかの話になりました。ＳＪ３みたいに、また四人で《ＬＰＦＭ》として出るのか。それともあと二人、どこかで見つけてくるのか。

　全日本マシンガンラバーズ、《ＺＥＭＡＬ》をはじめとして、ＳＪ常連の敵チームは、どんどんと強くなっています。新体操部チーム、《ＳＨＩＮＣ》やメメント・モリ、《ＭＭＴＭ》など、雪辱を果たさんと牙を磨いている連中がいます。

　四人での参加は、ちょっと不安になってきました。それに、相手だって、フルメンバーでの出場を望んでいるでしょう。

　しかし、あと二人、この変人だらけの──、アクの強いメンツに加わってくれる、そして加わるに足る実力のあるプレイヤーがいるでしょうか？　そのときのレンは、思いつきませんでした。

　そういえば、ピトフーイがなにか企たくらんでいるような顔をしていましたが、まああの人はいつもなにか企たくらんでいるような顔をしていますし、実際企たくらんでいます。香か蓮れんは、そこを深く考えるのはやめました。




「お暇そう、ですね？」

　頭がＧＧＯ世界に行っていた香か蓮れんですが、話しかけられて戻ってきました。

　声がした右側へ首を振ると、そこには誰もいませんでした。パーティー会場の景色が、さっきと同じように広がっているだけ。

　はてな？　確かに男の人の声がしたのだけど。

　香か蓮れんが幻聴を疑ったそのとき、

「そのまま下を見て」

　再び男の声が、すぐ近くから聞こえて、

「っ？」

　香か蓮れんの顔が下を向いて、視界が動きました。

　そして、やっと男を見つけることができました。

　男は、すぐ目の前にいたのです。いたのですが、

「いやー、ちっこいでしょう、俺」

　彼の言うとおり、身長が低くて、分からなかったのです。

　男は、１５０センチあるかないか、ＧＧＯ世界のレンもかくやという小柄でした。さらには横にもデップリと広いので、ころんと丸い、卵みたいな体格をしていました。

　年齢は、二十代にも四十代にも見えないので、消去法で三十代でしょうか。ここにいる全ての男と同じく高そうなスーツ姿で、短い髪をびっちりと後ろに油で固めていました。

　体に合わせて丸い顔で、男はにっこりと微笑ほほえむと、

「昔からチビで丸っこいのがコンプレックスだったんだ。ずっとずっと笑われてきて、なんでこんなにチビでデブに生まれたんだろう、ってずいぶん嘆いた」

　突然香か蓮れんに、フランクにそんなことを言って、

「あなたも、俺を笑う？」

　畳みかけるように聞いてきました。口調は優しげでしたが、目は本気でした。

「いいえ」

　香か蓮れんは即答しました。

「わたしは、ずっと高身長を笑われてきましたので、自分ではどうしようもできない体格を嘲ることは、決してしません」

　揺るぎない本心でした。

　自分がいかに周囲から笑われ、蔑まれ、嘲られてきたかよく覚えているからこそ、忘れられないからこそ、他人に同じことは絶対にしまいと決めた香か蓮れんです。この誓いは、死ぬまで破られることはないでしょう。

　男は再びにっこり。

「あなたに話しかけてよかった。初めまして。俺の名前は、〝ニシヤマダ、ファイヤ〟」

「は？」

　名前らしからぬ音を聞いて、香か蓮れんの頭が少しフリーズしました。

　男はそんな香か蓮れんの反応を予想して、そして楽しんでいる様子で、笑顔を崩しませんでした。

「漢字で書くと、西の山の田んぼに、炎。それで、〝ふぁいや〟って読むんだ。すっごい名前でしょ？　学校でも会社でも、最初から正しく読んでくれた人は、まあいなかったね！」

　そりゃそーだろう。

　香か蓮れんは呆あきれつつも、ひとまずこの、西にし山やま田だという男と会話を続けていることへの抵抗感はなくなっていて、

「わたしは、小こ比ひ類るい巻まき香か蓮れんです。〝小さく、比べる、類いに、巻いて、香る蓮はす〟で香か蓮れんです。わたしは、苗みよう字じが珍しいと、よく言われました」

　素直に名乗っていました。〝小さく～〟のフレーズは、子供の頃から繰り返してきた、自分の氏名の漢字を伝える常じよう套とう句くです。美み優ゆからは、アイドルの自己紹介みたいで格好いい、と言われています。

　初めて会った男はとにかくまず警戒するのが、香か蓮れんのみならず若い女性の常ですが、ここは身分のちゃんとしている、父親の同業者達たちが集まるパーティー。名前を教えても、いきなり悪用されることもないでしょう。

「小こ比ひ類るい巻まきというと、青森県の三み沢さわ市に多い名前だね。出身はそっち？」

「はい。父がそうです。わたしは、北ほつ海かい道どうの帯おび広ひろで生まれ育ちました」

「北ほつ海かい道どうの帯おび広ひろかー！　何度か行ったことがあるよ！　豚丼が有名だけど、俺はご当地チェーンのカレーが好きだね！　香か蓮れんさんは？」

「はい。高校時代、友達とよく行きました」

「よく行ったんだ。あれを毎日食べられるのは、いいね。あと、帯おび広ひろ駅前にある大きな温度計がさ──」

　おっとこの西にし山やま田だという男、なかなかの話術ですよ。知識も豊富な様子。香か蓮れんの知っている北ほつ海かい道どうの話題を次々に振って、会話を途切れさせません。

　会話を続ける二人は、他の人から見たら、

「まあ仲のいい凸凹カップル！」

　などと思われたに違いありません。なにせ身長差は30センチ以上。母と息子くらいのギャップがあります。

　結局、15分は話をしていたでしょうか。

　話題は実に大したことではなく、終わってみると何を話したかちゃんと思い出せないくらいなのですが、香か蓮れんにとっては、いい暇つぶしにはなりました。

　しかし、家族親戚以外の若い男の人と二人っきりで話す経験など、ＳＪ２前に豪ごう志しと話したときくらいです。

　ひょっとしてこれ、ナンパのスタートだったらどうしよう？　しつこく連絡先とか聞かれたらどうしよう？

　改めて思い至り、思わず身構えた香か蓮れんですが、西にし山やま田だは、

「おっと、そろそろ他の人にも挨拶に行かなくちゃ。ごめんね」

　しつこさを見せずに、さらりと自分から引き下がります。

　いや、そう言っておいて、最後に連絡先を聞いてくるのでは？

　しつこく身構えた香か蓮れんですが、

「それじゃ。楽しかったよ」

　ファイヤという名前の小柄で丸い男は、するりと身を翻ひるがえして、去って行きました。パーティー会場の他の男達たちに紛れて、あっという間に見えなくなりました。

　ふう、ナンパされずに済んだ。

　香か蓮れんは、胸をなで下ろしたのですが──。







「あー、そいつは……、注意が必要だね」

　その日の夜、美み優ゆと電話でのお喋しやべりの最中のこと。

　スマートフォンから聞こえる美み優ゆの声が響いて聞こえるのは、彼女が自宅のお風ふ呂ろに入っているから。美容と健康のために長湯をする美み優ゆは、その間が暇だからと香か蓮れんによく電話をかけてきます。

　絶対に送れと言われていたドレス姿の写真についての話題のあと、香か蓮れんが西にし山やま田だの話をすると、美み優ゆはそんなことを言ってきたのです。

「注意……？　どういうこと？」

「いやだから、目を付けられたに違いないよコヒーは。お前さんは、お前が思うよりずっと魅力的な女だから仕方がないんだぜ？　〝私わたし達たち〟、モテる女の宿命だ、諦めな」

　美み優ゆが、自分も含むことを強調してきましたが、香か蓮れんにはそれを拾う余裕はありませんでした。

「いやいやいや。普通に暇つぶしの話をしただけだよ？　それに、連絡先も一切聞かれなかったよ」

　香か蓮れんは、首を小さく横に振りながら答えました。ちなみにスマートフォンは、うつぶせに寝転がっているベッド脇に、充電スタンドで置いてあります。

「油断は禁物。ファイヤー君だっけ？　そいつ、外堀から埋めてくるね。お前も、〝大おお坂さか夏なつの陣じん〟のことは覚えているだろう？　そう……、蒸し暑い日じゃった……」

「現場にいたように言わないでよ。どゆこと？」

「連絡先を聞かなかったのは、いくらでも知りようがあったからだよ。親父おやじさんの同業者なんだろ？　〝帯おび広ひろの小こ比ひ類るい巻まきさんのところ〟って言えばすぐに分かるっしょ」

「うっ……」

　そりゃそうでした。あそこにいる人ひと達たちは全員住所も連絡先も登録してある人たちです。

　でも、まさか、こんな長身女に興味がある男性がいるんでしょうか？　香か蓮れんがやっぱり可能性の低さに思いを馳はせていると、美み優ゆは、

「まあ、でもよ、男から求められるってのも、悪くないぜ？」

　そんな意味深な台詞せりふ。

「いやいや。どうしてそうなるの？」

「コヒーも、そろそろ誰かと付き合ってみるのもいいかもなー」

「え？　どうしてそうなるの？」

「意外とお似合いかもしれないぜ？　そのファイヤー君」

「だーかーらー」

「結婚式には呼んでおくれ。デートの作法が分からない場合も、レクチャーしてやるぜ？」

「あーのーねー」

「ところでよ、ＳＪ４があったら、またみんなで出るか？」

「え？　まあ、そりゃあ、うん」

　突然別のことを聞かれて、香か蓮れんはサクッと素直に勢いで答えてしまいました。肯定でした。

「よっしゃ！　今の会話、録音しておいたからね！　ピトさんにデータ送んなきゃ！」

「おーい、目的はそれだったのか……」

　香か蓮れんは呆あきれました。西にし山やま田だのことなんて、美み優ゆは全然真剣には考えていなかったようです。

「そうよ。ピトさんに、次のＳＪにレンを引っ張り出さないと殺す！　カッコＧＧＯの中でカッコ閉じ、って脅されて仕方なく……。私だって……、ほら……、命は惜しいから……。まだ若くて、こんなに可愛かわいいし……」

「どーせ、ノリノリで受け持ったくせに」

「そうかお前がエスパーだな」

　香か蓮れんもまた、西にし山やま田だのことなんてすっかり思考の外に放り出して、心はＧＧＯのフィールドに飛びました。

「次のスクワッド・ジャムか……。今度こそ、本当に今度こそ……、咲さきちゃん達たち新体操部との決着をつけるんだ……」

　目をつむった香か蓮れんの瞼まぶたの裏に、逞たくましいＳＨＩＮＣのメンバーの姿が浮かびました。

　その中央にいる、恐怖の消音狙撃銃《ＶＳＳヴィントレス》を持つ三つ編みのゴリラが、子供が逃げそうな笑顔を作りました。

「そうだ。その意気だぜ……。さあ……、戦え……。小さいピンクの悪魔よ……。相手が撒まき散ちらすポリゴンの血を……、お前の心は……、喉は……、欲ほつしている……」

「いーやー！　怖いナレーションやめて、美み優ゆ」

「わはははは！　そんじゃ、次のＳＪも楽しもーぜー！　さーて、そろそろ上がるかな。お付き合いあんがとさん」

「うん。じゃあ、開催決まったら教えて」

　こうして香か蓮れんは、楽しく美み優ゆとの通話を終えたのですが──、

「さーて、わたしも、お風ふ呂ろ入ってから寝るか！」

　翌日に起こる出来事など、知るよしもありませんでした。




　それは翌日の、８月21日、金曜日、朝。

　第四回スクワッド・ジャムの開催が発表されて、参加チームの募集が、始まったのです。




　それとほとんど同時に、

『結婚を前提に、香か蓮れんさんとお付き合いがしたいと思っております』

　西にし山やま田だからのメールが、香か蓮れんの父親のもとに届いたのでした。
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第二章　「ファイヤと呼ばれる男」









『ＧＧＯに巣くう、熱烈なガンマニアなみんな！　元気してた？

　僕は元気だよ！　ＤＡＫＡＲＡ！　スクワッド・ジャム四回目、つまりはＳＪ４、開催しちゃうよっ！

　来週の水曜日、８月26日の12時から、レッツファイト！』




　例の、ＳＪスポンサーの作家が書いた文章は、どこまでも軽薄でした。

　コイツは確か御年五十四歳のはずですが、頭の中はまるっきり子供ですね。失笑を禁じ得ません。

《ＳＪ４開催決定と参加募集のお知らせ》

　そうタイトルがついたこのメッセージは、一度でもＳＪに参加したことがあるプレイヤーに、８月21日の朝10時に一斉配信されました。




　ＳＨＩＮＣのリーダーであるエヴァ、通称ボスのプレイヤーである新に渡と戸べ咲さきは、

「きたああああああああああああああああああ！」

　夏休みなので家族と遅い朝食中にテーブルで声を上げて、母親からこっぴどく怒られました。

　食事中はスマホ禁止！　と言い渡されてしまい、なるべく早く朝食を平らげる方へと全力を尽くし始めました。

　食べているのはフレンチトーストですが、咲さきの心は既に、レンとの一騎打ちに飛んでいました。

　どうやって倒してやろう、どうやって殺してやろうと、そればかり考えていました。

　ちなみに新体操部は、一年生部員が一人も入らなかったという大問題を抱えているのですが、ひとまず部長は気にしていないようです。




　ＭＭＴＭのリーダーであるデヴィッドは、リアルの仕事である配送ドライバーが休みだったので朝も早くからＧＧＯにダイブして、一人で黙々と射撃練習中でした。

　視界の脇にメッセージ着信を示すマーカーが点滅したのに気付き、愛銃のアサルト・ライフル、《ＳＴＭ─５５６》の射撃を一度中断して、左手を動かしてステータス画面を出しました。

　メッセージの頭だけを読んで、

「はははっ！」

　それから、笑顔と共にマガジンに残った弾を全て連射しました。

　室内射撃場のレーンの向こう、１５０メートル離れたマンターゲットの頭に、全て吸い込まれていきました。

「見てろよ！　ピトフーイ！」

　こっちもこっちで、どうやって倒してやろう、どうやって殺してやろうと、考えていました。




『ルールは基本的に前回までと一緒だし、シード権や予選のことも同じ。大きく変わったことはないよ。

　ＳＪ４のタイムスケジュールはこんな。分かると思うけど全部８月ね。

　24日（月）21時、エントリー〆切り。

　25日（火）12時から、予選開始。

　26日（水）12時から、本戦スタート。




　た！　だ！　し！

　今回も、ＳＪ４だけの特別ルールがあるよ！　イッツスペシャル！』




　またか！　もう好きにしろよ！

　ここまで読んだプレイヤーのほとんどみんなが、そう思いました。

　スポンサーだからって、スポンサーみたいに自由に振る舞ってるんじゃねえ！

　そう憤いきどおりました。

　思っていない人もいました。

　ピトフーイの中の人たる女性、大人気シンガーソングライターの神かん崎ざきエルザは、エアコンが寒いくらいに効いた自宅マンション寝室の大きなベッドの上で、全裸でシーツにくるまれていました。

　窓の外は、大都市東京のビル群。レースのカーテンから注ぐ明るい光の中、真っ白なシーツだけで佇たたずむ黒い長髪の美女は、とても絵になる光景でした。

　あまりにセクシーかつ美しい姿に、エルザのファンが直接見たら、ショック死するかもしれません。

　寝室の壁がモニターになって、そこに映っている画面と文字を見ながら、

「たーのしみー！　さあて今度は、どんなふざけたルールかしらね！」

　エルザはとても楽しそうに、悪魔的微笑ほほえみを見せました。

「どうぞ」

　寝室に入ってきた阿あ僧そう祇ぎ豪ごう志しが、熱いブラックコーヒーの入ったカップを、エルザにそっと差し出しました。

「ありがと」

　エルザがそれを受け取ると、静かに口に運びました。
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　ちなみに豪ごう志しは、全裸にエプロン姿でした。お尻が見えました。

　その逞たくましいお尻を、

「うむ美味うまい。後ろ向け、お礼じゃ」

　エルザは蹴っ飛ばしてあげました。

　あまりにバイオレントかつ美しい姿に、エルザのファンが直接見たら、ショック死するかもしれません。




『つってもね、ＳＪ３のときの〝裏切り者ビトレイヤー〟ルールじゃないよ！

　同じことやってもつまんないしね！　アイデア枯こ渇かつしたと思われちゃ、ヤダしね！

　今回は、熱い血で結ばれたチームを分けるようなルールは一切なし！

　ＳＪ４は、本当に最強のチームを選び出す、ガチンコバトルロイヤルだよ！』




　そこまで読んだ、チーム《全日本マシンガンラバーズ》、略称ＺＥＭＡＬの鶏冠とさか男、ヒューイは、

「ばっきゃろー！　俺おれ達たちはベルトリンクで繫つながっているんだよ！〝血〟なんて、誰もが持ってるヤワいもんじゃないんだよ！」

　変なところにひどく立腹していました。

　ちなみにベルトリンクとは、マシンガンで使う弾薬ベルトを繫つなげている金属パーツ。大抵のそれは、撃つことによってバラバラに散らばるんですけどそこはいいんですかね？

　逞たくましい体に《Ｍ２４０Ｂ》マシンガンの巨体をぶら下げているヒューイの声に、周囲にいる四人の仲間達たちが、うんうんと頷うなずきました。

　彼かれ等らは、今日も仲良く、平日の午前中から全員でＧＧＯをプレイ中。社会人もいるチームなのですが、仕事はいいんでしょうかね。

　フィールドでメッセージに気付いたので、全員でステータス画面を出して、朝の太陽に照らされる岩山の上で読んでいます。

　服装は、いつものチームウェア、つまりエンブレムの付いた緑色のフリースジャケットに黒いコンバットパンツです。

　手にはそれぞれの愛用マシンガンを持ち、大きなバックパックに繫つながった金属製のレールが装着されています。先週のテストプレイで猛威を振るった、数百発から一千発まで連続射撃可能な、〝バックパック型給弾システム〟です。

　ＳＪ４発表文を読んですっかり油断している彼かれ等らへ──、

　全身真っ黒の、巨大なヒグマのようなモンスターが、抜き足差し足忍び足、ほとんど音を立てずに近づいてきました。

　このフィールドは、トラックほどの大きさはある巨岩が点在しているので、とても見通しが悪い場所です。コッソリと接近するには持って来い。

　ヒグマは大きな岩の陰に一度身を潜めると、何も気付いていない五人を完全にロックオンしました。

　ぶわっ！

　唸うなり声の一つもあげず、ヒグマは全身の筋肉をフルに使い、岩の一つに上り、そして宙を舞いました。

　距離にして10メートルはあろうかという大ジャンプ。ヒグマは鋭く長い爪を立て、そのままＺＥＭＡＬの中に飛び込んでいって──、

　どががががががががががががががががが！

　銃が１丁、唸うなりを上げました。

　連続して吐き出された弾丸が、まだ空中にあったヒグマの巨体を次々に貫いていきました。この連続射撃とこの威力、間違いなくマシンガンの射撃です。

「はっ！」「ぬっ！」「ふえっ？」「おっ？」「なぬっ？」

　本気で驚いた五人の目の前に、体中を被弾エフェクトで赤く煌きらめかせたヒグマが勢いよく落ちてきて、地響きを立てました。そして、粒子になって消えていきました。

　ＺＥＭＡＬの五人は、ポカン──、揃そろって間抜け面を晒さらしていました。

　それでもひとまず、自じ分ぶん達たちがまた油断してモンスターに食われそうになったけど、誰かに助けてもらったことは分かりました。

　そして、岩の上からかかる、澄んだ声。

「やあ！　危なかったね！」

　それは、女の声でした。ソプラノでした。

　ハッとした五人が視線を向けると、

「ま、おかげでこっちは楽に倒せてラッキーだけどね！　大物ゲット！」

　20メートルほど離れた大きな岩の上に、見たことのない女性キャラクターが一人、いました。

　二十歳ほどに見える、女性アバターでした。

　整った目鼻立ちに、透き通るような白い肌。吸い込まれるような灰色の瞳、綺き麗れいなワインレッドの赤毛をショートカットにして、紺色のニット帽を被かぶっていました。

　ピンクのチビほどではないにせよ、小柄で華きや奢しやな体格をしていました。上はジャンパー。下は緑色で虎とら縞しま模様の、いわゆるタイガーストライプ。

　そして、今ヒグマを蜂の巣にした彼女の手の中の銃は──、

「《ＲＰＤ機関銃》！」

「しかもショートバレル加工！」

　さすがはマシンガン馬鹿のＺＥＭＡＬ、一瞬で気付きました。

　彼女がスリングで肩からかけている得物は、ＲＰＤと呼ばれる旧ソビエト製のマシンガン。ＡＫ４７と同じ弾薬を使う、軽量機関銃です。
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　全体的にスリムなデザインをして、マシンガンにしては軽い銃ですが、彼女はそれをカスタムしていました。

　長い銃身を切断して、それに付いていた重い二脚もナシにして、さらに軽く、取り回しをよくしていたのです。ベトナム戦争中に米軍の特殊部隊などが、似たような加工をしたという記録があります。

　通なカスタムがされたマシンガンを持った女性キャラクターを見て、ＺＥＭＡＬの五人は、ＺＥＭＡＬらしい行動に出ました。

　つまり、心を奪われたのです。一瞬で。

　マシンガンを持つ美女──、すなわち彼女こそ、我々の女神ではなかろうか？

　いや、そうに決まっている。そうでない理由がない。

　マシンガンの神様が遣わせた、女神に違いない。

　それはもはや信奉です。今、信者が五人生まれました。

　男達たちが揃そろって間抜け面をしているなか、

「ああ、あなた達たち、ＳＪに出ているマシンガン大好きチームね！　試合の映像見たわよ」

　彼女は言葉を続けました。優しげで、親しげで、でも凜りんとした話しっぷりでした。

　おお、自じ分ぶん達たちのことを知っていてくれるとは、なんと有あり難がたい。五人は信奉を続けました。

「でもね、戦略がなってないわよあなた達たち。間違いなく一番の火力があるのに、それを無駄に使っている気がするの」

　おお、女神様のお言葉だぞ。五人は信奉を続けました。

「もっと上手うまく立ち回れば、絶対に上位入賞、いや、優勝すらできると思うんだけどね、私は」

「然しからば！」

　突然大きな声を出したのは、黒髪のシノハラ。

「どうか、私わたし達たちのチームに入って、愚かな私わたし達たちを導いてください！」

　次の瞬間、五人の男達たちが一斉に跪ひざまずきました。何一つ示し合わせていないのに、一糸乱れぬ動きでした。

　岩の上に立つ美女へ、ゴツい男達たちが、頭を垂れました。

　一瞬目を丸くしていた彼女でしたが、

「ぷっ！　あはははは！　あははははははっ！」

　吹き出すと、とても楽しそうに笑いました。笑い続けました。

　銃と疾風の荒れた大地に、小気味よい連射のような、天使の歌声のような笑い声が響きました。五人の男達たちは、ヒットポイントが全回復するような快感を味わいました。

　ひとしきり笑った後、マシンガンの美女は、

「いいよ！　あなた達たちのチームに入ってあげる！」

「本当ですかああああああああああああっ！」

　天地を揺るがす五人の絶叫は、周囲のモンスターを倒しそうな迫力がありました。

「私は噓うそは言わない。あなた達たち、次のＳＪに出るんでしょ？　面白そうじゃない！　私がリーダーになって、あなた達たちを最強チームへと導いてあげる！」

　その言葉を聞いた五人が、叫んでいます。狂喜乱舞しています。踊っています。泣いています。祈っています。

　ＳＪ４のルールの続きを読むことなど、すっかり忘れたかのようです。

　子供のようにはしゃぐ五人を見ながら、女性キャラクターは、ぽつりと言うのです。

「ところで……、私の名前とか、聞かないの？」




『その特別ルール、実は今回も、ゲーム開始までナイショなんだよね！

　でも、遊び出せばすぐに気がつくからね！　皆さん、おったおしみにー！』




　作家の文章、文章が軽薄なだけでなく、誤字までありました。

　最後のは、〝おったのしみにー！〟と書きたくてタイプミスですね。小説だったら校閲さんに朱を入れられていたところです。というか自分で気付けよ。




『ただ、これだけはお伝えしておくよ！

　今回の特別ルールのために、二つの重要なお知らせがあるよ！　本当にとても重要だからちゃんと読んでね！

　その１・弾薬の自動補充を有りにするよ！

　今回のＳＪ４では、30分が経過した時点で、各員がそれまで使った弾薬（実弾、光学銃とフォトンソードのエネルギー量、手しゆ榴りゆう弾だんの数）は全て、完全復活するよ！

　ただし、ダメージを受けた銃や装備の回復は、一切ないよ。キャラクターのヒットポイントも、今まで通り三本だけの救急治療キットだけだからね。

　その後も、１時間後、１時間30分後、２時間後に同じように弾薬はフルに復活するから、遠慮なく使ってね。

　遠慮なく使わないと……、おっと、その理由は、今は、言えない』




「なんだそれー？」

　そこまで読んで、エルビンは疑念を口にしました。

　彼はチーム《Ｔ─Ｓ》のメンバーの一人。

　Ｔ─Ｓは全員が全身にプロテクターを纏まとったＳＦ兵士で、ＳＪ２では漁夫の利とはいえ優勝してしまったシード権チームです。

　その中で、〝００２〟の番号をつけたエルビンはＳＪ３では裏切り者認定され、ピトフーイと一緒に豪華客船の上で戦いました。最後は、さっくりと彼女に殺されました。

　先週のテストプレイでは、Ｔ─Ｓも他の皆と協力して、その防御力で矢面に立ちました。

　彼かれ等らが今いるのは、周囲に傾いたビルが乱立する廃はい墟きよフィールド。世界が終わった感をバリバリと出している、一部の趣味の人には大変そそられる場所です。

　エルビンの隣にいた、描かれた番号以外は見分けが付かないチームメイト達たちが、同じように疑問を、次々に口にします。

「それだけ、バトルが苛烈になるってことかな？」

「でもさ、今までだって十分苛烈だったじゃないか。終盤で弾薬が足りなくなった人、いただろ？」

「だよな……。じゃあ、今回だけ弾薬フル回復って、なんだ？」

「分からん。あの作家の考えることは、なんも分からん……」

　エルビンは、

「まあ、弾薬補充は素直に嬉うれしいよ。遠慮なく撃ちまくれる。頑張ろう」

　ポジティブなことを言いました。ＳＪにおいては、何が起きるか分からない。彼は学びました。

　ピトフーイと付き合うと、みんなタフになるのです。




『さて、その２だよ！

　今回は、全てのプレイヤーに拳銃を持ってきてもらうよ！

　なぜって？　優れたＧＧＯプレイヤーは、ありとあらゆる銃を使いこなせないとね。

　だから、今回のフィールドには、〝拳銃以外の銃器の使用禁止〟エリアをいくつか設けることにしたんだよ。

　そこでは、拳銃以外の銃は自動的にロックされ、一切の発砲はできなくする。使える武器は、拳銃と、ナイフ、フォトンソード、手しゆ榴りゆう弾だん、そして打撃だけ。

　拳銃の定義だけど、アイテム設定画面で《Handgun》のカテゴリーに入っていれば、なんでもＯＫ。

　デリンジャーみたいな超小型拳銃でも、Ｓ＆ＷのＭ５００シリーズみたいな超大型でも！　ただ、ライフルの銃身と銃床をぶった切って短くした、ギャングの改造拳銃みたいなのは、ダメだからね。

　普段拳銃なんて使ってない人のために、ちょっとだけ救済措置を設けるよ！

　今回に限り──、〝拳銃とホルスター、マガジンと弾薬の重量に限っては、各キャラクターのストレージ許容量から除外する〟ことにした。

　つまり、今までと同じ装備で、拳銃もプラスできるってこと！　普段から拳銃を使っている人は、その分余計に、他の武器を持てるよ！

　もちろん……、持ち込みたくないのならそれでもＯＫだけどね！　にやり』




「ええー！」

　東京の自室マンションで、愛用のノートパソコンで読んでいた香か蓮れんは、この規定には、不満を素直に口にしました。

　香か蓮れんは、というよりレンは、今まで拳銃を使ったことがありません。

　ＧＧＯ開始直後のチュートリアルで、口の悪い鬼軍曹から射撃方法は教わりました。しかしどうにも上手うまくなれず、結局は持つことを止やめてしまったのです。

　銃はＰ９０、愛称ピーちゃんだけで十分。これを拳銃みたいに片手で撃つことだってあります。サイドアームは、腰に装着したコンバットナイフのナーちゃんで。手しゆ榴りゆう弾だんは、時々使う。

　それが、今までに確立したレンのスタイルです。今さらここに、撃っても当たらない拳銃を加えろというのですか？　なんだそれ。

「別に、なくてもいいか……」

　香か蓮れんは思いました。部屋の天井に音もなくぶら下がる照明器具を見ながら、考えます。

　拳銃は、思いの外、交戦距離が短い武器です。

　どんなに凄すご腕うででも、人を狙って当てられるのは50メートルくらいです。お互いが動いていれば、もっと短くなるでしょう。

　拳銃同士での撃ち合いでは、時に数メートルでお互いを仕留めきれないなんてことだってあるのです。

　それなら、レンの敏びん捷しよう性せいなら、ナイフだけでも戦えるのではないでしょうか。

　実際に、ＳＪでボスと戦ったときは、向こうは拳銃、こっちはナイフ。それでもなんとかなったではありませんか。

「よし！　いらない！」

　サクッと結論づけた香か蓮れんでした。




「えー！」

　ＧＧＯ内でステータス画面で読んでいたシャーリーは、この規定には、不満を素直に口にしました。

　彼女がいるのは、ＧＧＯの首都《ＳＢＣグロッケン》にある、レンタルスペース。

　カラオケボックスのような小部屋をタダで借りられる場所で、シャーリーはいつもここで炸さく裂れつ弾だんを作っています。当たりさえすれば相手を殺せる、必殺の銃弾を。

　北ほつ海かい道どうで猟師兼ネイチャーガイドをしている霧きり島しま舞まい、つまりシャーリーのリアルにとって、豊かな自然を求めてやってくるお客さんが多い夏は、ガイドの方で忙しい時期です。

　ただ、今日だけは偶然予定がなく、朝からいそいそと作業をしていました。そんな最中に、ＳＪ４開催のお知らせが届いたのです。それ自体は、望んでいたことだと喜んだのですが、

「拳銃が、義務だと……」

　シャーリーもまた、レンと同じ状況でした。

　もともとは狩猟の練習で始めたＧＧＯです。猟銃のようなボルトアクション・ライフルが撃てればよかったシャーリーも、チュートリアル以外で拳銃を手にしたことがありません。

「…………」

　彼女もまた、腰には剣けん鉈なたというナイフを提げています。クラレンスと対決したときのように、これを使って肉弾戦に持ち込んでしまえば──、

「くそっ！　ダメだ！」

　シャーリーは、首を横に振りました。

　戦う以上は、勝ちたい。そして、何より、憎きピトフーイの首を刈りたい。

　ピトフーイは、拳銃射撃も凄すご腕うでです。ＳＪ２で、逃げる仲間を、一番安定しない片手撃ちでポンポン射殺していったことから分かります。

　そんな相手を前にして、剣けん鉈なた一振りでどうにかできるとは、とうてい思えません。

　今からでも拳銃を手に入れ、練習しなければならない。可能なら、拳銃用の炸さく裂れつ弾だんを作りたい。

　そんなシャーリーの頭に、かつて戦った相手で、素早い拳銃の抜き撃ちを見せた人が浮かびました。突然。ポンと。笑顔で。

　シャーリーは左手を振ってステータス画面をいじると、フレンド登録しているキャラクターへと、メッセージをタイプして、送るのです。

『おい、お前、実は拳銃が得意だろ？』

『かもね！　買い物、付き合うよ！　今ドコ？』

　クラレンスからの返事は、一瞬で来ました。




「ふっ、拳銃チヤカなら持っているぜ……」

　美み優ゆは、路線バスの混雑した車内でそう呟つぶやいてしまい、あわや警察を呼ばれるところでした。




『30分おきの弾薬自動補充と、拳銃携帯の義務。

　この二つは忘れないで、さあみんな、ＳＪ４にレッツトライ！

　今から24日、月曜日の21時まで、エントリー受付するよー！

　さあ、おいでませおいでませ！』





＊　　　　　＊　　　　　＊






　香か蓮れんが、軽薄なお誘い文章を読み終えたのと同時に、スマートフォンが神かん崎ざきエルザの歌を流しながら震え出しました。

　香か蓮れんの番号を知っている人は少なく、家族、美み優ゆ、咲さき達たちくらいのもの。そのうちで一番頻繁にかけてくるのは間違いなく美み優ゆですので、しかもＳＪ４の告知がされた直後ですので、香か蓮れんは完全に油断していました。

　つまり、ろくに画面の名前を確認せずに耳元に持って行きながら、通話スイッチを押したのです。

「はいはーい。読んだよ」

　香か蓮れんが言うと、

「何をだい？」

　父親の声が耳に届いて、香か蓮れんは、スマートフォンを落とすかと思いました。

「ひゃっ、お父さんか……。ゴメンなさい、美み優ゆと勘違いした」

「おや？　何を読んだんだい？」

「……秘密」

「そうか……。まあいいや、おはよう香か蓮れん。今、ちょっといいか？」

　父親がダイレクトに電話をかけてくるのはとても珍しいので、香か蓮れんはノートパソコンをパタンと閉じました。その父親ですが、昨日のパーティーのあと、今朝の一番早い飛行機で地元に戻っているはずです。

「大丈夫。──どうしたの、お父さん」

　まさかまたパーティーに参加してくれって話題じゃないだろうな……。せっかくドレスを買ったのだからとかいうゴリ押しで……。

　香か蓮れんは身構えました。そして父親から言われたのは、

「香か蓮れん、西にし山やま田だ炎ふあいやって人を知っているかい？」

　そんな意外な台詞せりふでした。父親は続けます。

「ファイヤ、ってのは名前だ。炎と書いてそう読む。変わった名前だね」

　あれ？　と思いつつも、香か蓮れんは、質問に素直に答えます。

「知ってる……。昨日のパーティーで、少しお話したから」

「ほう、どんな人だい？」

「えっと……。背が低い人。あと……、わたしの長身を馬鹿にしなかった人、かな」

「うんうん。彼は業界でも、あの名前と体格で有名人でね。優秀で頑張っている、将来有望な若手なんだよ」

「そ、そうなんだ……」

　香か蓮れんは、少しずつ不安になってきました。

「で、その彼がね、今朝方いまさっき、私に連絡してきたんだよ」

「な……、なんて？」

　香か蓮れんは、かなり不安になってきました。

「〝香か蓮れんさんと、結婚を前提にしたお付き合いをさせてください〟って」

　外堀、埋められた！

　香か蓮れんの心は、大おお坂さか城じようにありました。

「…………」

「もしもし？　かーれーん？」

「…………。な、な、な……」

「落ち着くまで、ちょっと待とうか？」

　父親が優しい言葉を言ってくれたので、香か蓮れんは甘えることにしました。

「うん、そうして……。10年くらい……」

「それはダメだなあ。向こうにも失礼になる」

「な、なんでそうなったの？　どうしてそんな話になったの……？」

「話すと長くなるんだけどね──」

　父親は、一から説明してくれました。

　父親の会社に父親宛で、メールが届いたのだそうです。しっかりした文面で、香か蓮れんとパーティーで出会い話をして、大変に気に入ったのでお嫁さんにしたいと。

「以上だよ」

「短っ！　そ、それで、なんて答えたの？」

「それを聞きたくて電話しているんだよ。重要なのは、香か蓮れんの気持ちだからね」

「だ、だ、だ、だ、だだ──」

「〝大丈夫〟？」

「だ、だ、だ……」

「〝大賛成〟？」

「ダメに決まってるじゃん！　なんで結婚なにそれお付き合いとかちょっとあり得ないどこの国の話それ違う！」

　スマートフォンを握り壊さん勢いで、香か蓮れんの手に力が入りました。

「うーん、やっぱり？」

「って、お父さんはどう思ってるの？　わたしまだ二十歳で学生だよ？」

「うーん、正直に答えちゃっていい？」

「うぐ……、いいよ」

「じゃあ言うけど、私は、まんざらでもないと思ってるよ。彼は、低身長をコンプレックスに、それを昇華して頑張って来た男だって分かってる。香か蓮れんと、境遇が似ているような気がするんだ。香か蓮れんの辛つらい気持ちを、同情ではなく憐れん憫びんでもなく、理解できている人だと思うんだよ」

「うぐ……。でもまだわたし──」

「まだ終わってないよ。それに、今時〝結婚を前提に付き合ってほしい〟なんて、なかなか言えることじゃないよ。ちゃんと責任を取ることを考えてる。軽薄な気持ちで誘ってきたわけじゃない。立派じゃないか。お父さんには、そんなことできないなあ……」

　ちょっと最後に聞き捨てならないことをサラリと言った気がしますが、香か蓮れんは今それを追求するのは止やめました。

「もちろん決めるのは香か蓮れんだけど──、どうする？」







「で、もちろんＯＫしたんだろーな？　コヒー」

「もちろん断ったよっ！」

　今度こそ本当に、美み優ゆとの通話でした。

　父親との通話を終えてすぐに、帯おび広ひろ駅前でバスを降りた美み優ゆからかかってきたのです。

「本当に外堀から埋められたよ！　ビックリしたよ！　しかもお父さんまで乗り気って、一体何？　信じらんない！」

　香か蓮れんはまくし立てました。美み優ゆは冷静な口調で、

「でもまあ、コヒーの親父おやじさんの気持ちも、分からないでもないんだがなあ……。うちの親よりずっと年上だしね。可愛かわいい末娘の結婚相手が、〝どこの馬の骨？〟さんと、ビジネス関連でちゃんと知っている人だったら、どっちがいいかとなると、そりゃあ、ね」

「そ……、それは、分からなくもないけど！」

「ちょっとだけとはいえ、話をしたんだろ？　その結果、そいつのこと、嫌いになったか？」

「べ、別にそんなことは！」

「じゃあ、嫌いじゃなかったってことで、付き合っちゃえば？」

「わたしは結婚なんてまだ先で、全然考えられないよ！」

「でもさー、いつかはしたいんだろ？　コヒーは確か、独身主義者じゃなかったはずだよなー。普通に、結婚して子供が欲しいとか、話していたよなー」

「そりゃ、そうだけど……」

　ずっとビックリマークつきで喋しやべっていた香か蓮れんは、少しトーンを落としました。

　香か蓮れんも、将来の結婚願望は、人並みにあります。

　姉二人が幸せな結婚をして子供にも恵まれて、楽しそうに毎日を送っているのを知っているので、いつかは自分もとは思ってはいるのです。

「だったら、寄ってくる男は、ひとまず一度は捕まえてもいいんじゃないか？　そいつ、ファイヤー君だっけ？　コヒーのタイプじゃなかったか？」

「え？　いや……」

「どんなのがタイプよ？　言うだけはタダだから言ってみ？」

　美み優ゆに言うと色々突っ込まれるので、タダでは済まないよなあ、などと思いながら、香か蓮れんは素直に答えます。

「ピーちゃんみたいなの……」

「それは男じゃねえ。というか、せめて人間にしてくれや……。将来は銃と結婚するのかお主は」

「た、例えだよ！　信頼性があって、性能が良くて、デザインが良くて……」

「分かった分かった。ま、香か蓮れんにその気がないのなら、ムリに付き合わせるわけにはいかんな」

　おっと美み優ゆ、アッサリ引き下がりました。

　香か蓮れんが、不思議に思いつつも胸をなで下ろしていると、

「だからそいつ、私に紹介してくれ。チビでもデブでも、慣れりゃ可愛かわいいかもしれない。男は外見じゃない。何より、お金持ちってのがポイント高いからな！」

「…………」

「そしたら一回くらいデートしちゃる。きっと、銀ぎん座ざの高級寿す司し店とか連れていってくれるに違いないぜ！　新しいバッグも欲しかったんだよなー！　もちっと望んでもいいのなら、車だな。マイカーが欲しいぜ！　ベンツとかビーエムダブリューとか！」

　香か蓮れんは、どうやって美み優ゆと親友になったのか、記憶を辿たどりたくなりました。

「そしたら私わたし達たちのラブラブデートの様子を、近くから遠くから見ていていいぜコヒー！」

「見て……、どうするの？」

「したっけファイヤー君が魅力的に見えるかもしれないぜ？　こんな格言を知っているか？　〝女は、男が一人でいるときは、自分の彼氏にできない理由を探す〟」

「ふーん」

「そして続きがこうだ。〝しかし女は、男が誰か別の女と仲良くしているときは、自分の彼氏にできる理由を探してしまう〟」

「前に美み優ゆが力説していたやつだよね。〝モテる男とは、すなわち別の女にモテている男だ〟って話」

「それだ。つまり私とファイヤー君がデートをしていると、コヒーはファイヤー君のいいところを見ようとする！　さあて、本当に私は、ファイヤー君とデートしていいかな？　かな？」

　心を覗のぞき込こんでくるような美み優ゆの口調に、

「うん、いいよ」

　香か蓮れんは素直に答えました。

　そしてこう付け足します。

「それよりＳＪ４の話をしよ？」





＊　　　　　＊　　　　　＊






　８月23日。日曜日。昼。

　ＧＧＯの首都グロッケンの酒場に、四人が集まっていました。

　ピンクのレンと、茶色のフカ次じ郎ろうと、紺色のピトフーイと、緑色のエムです。店がガラガラだったので個室ではなく普通の通路の脇、四人がけのボックス席でした。

　金曜日にＳＪ４の開催が発表されて以後、チームの最初のミーティング、という体ていのただのお茶会です。

「お集まりあんがとさん。でも、残りの二名が、今日はダメだったのよー」

　やって来て早々、ピトフーイがそんなことを言ったので、対面でアイスティーを啜すすっていたレンは訊たずねます。

「〝残りの二名〟？　ピトさん、今回は六人で出るの？」

　ざわっ！　ピトフーイの顔が強こわ張ばりました。

「レンちゃん……、あなた……、私の心が読めるのね……？」

「誰だって分かるよ！　で、どんな人ひと達たち……？」

　不安半分、期待半分でレンは訊たずねました。

　ＳＪに六人のフルメンバーで出場できるというのは、チーム戦力としては心強いです。

　しかし、それが馬の合わない人だったらどうしようとか、レンはどうしても考えてしまいます。ピトフーイと馬が合っているかどうかは、ひとまず余所よそに置いておきます。

「レンちゃん達たちも名前くらいは知ってる人ひと達たちよー。クラレンスと、シャーリー」

　そしてピトフーイから返ってきた二人の名前を聞いて、

「ホント……？」

「マジっすかー！」

　レンもフカ次じ郎ろうも、実に驚きました。フカ次じ郎ろうは、増員のことは知っていましたが、その二人とは聞いていませんでしたし。

　クラレンスとシャーリー。確かに、レンは知らない相手ではありません。

　クラレンスは、ＳＪ２でＰ９０のマガジンを脅して手に入れた──、いえ、その後の交渉とキスという報酬の結果、快く提供して頂いた相手です。

　シャーリーは、同じくＳＪ２でピトフーイを遠距離から狙撃して、あわや殺すところだった、とても際きわどかったスナイパー。ＳＪ３では、凶悪な炸さく裂れつ弾だんと卓越した狙撃技術を使って何人も屠ほふった、なかなかの強つわ者ものです。

　そういえばその二人、ＳＪ３で壮絶な一騎打ちを演じていましたね。咲さき達たちと一緒に中継の録画を見て、知りました。

　シャーリーがクラレンスの腹に剣けん鉈なたをズブズブ刺していくのを見た香か蓮れんは、

「うっ」

　そのエグさに目を背けてしまい、

「…………」

　レンに首をかっ斬られたボスこと咲さきの、じっとりした目を誘いました。

　フカ次じ郎ろうが、訊たずねます。

「ちょいとピトさん、ビックリしたんだけど、どうやってそいつら口説き落としたの？　ウチ等らのチームになんて、一番入りそうにない二人なんだけど」

「私の、迸ほとばしる熱意に打たれたんでしょうね」

「撃ちまくる銃で撃たれたんじゃなくて？」

「それもちょっとある」

　二人が話している間、レンはチームバランスについて、あれやこれやと考えていました。

　自分は、高速で移動して索敵（偵察）や攻撃を担になうアタッカー。小さくて撃たれにくいメリットはあるが、撃たれ弱い。Ｐ９０の最大有効射程は２００メートルほどと、他のアサルト・ライフルに比べると半分以下の短さで、威力も低い。

　クラレンスも、たぶん同じようにアタッカー。彼女のＡＲ─５７はＰ９０と同じ弾丸を使う銃なので、射程も似たようなもの。

　ただし、ＳＪ２でちらっと見た彼女のステータス画面によると、レンより敏びん捷しよう性せいは低いが、その分、体力、筋力値はずっと高いといったところ。結構遊び込んでいるのでしょう。

　エムは、今まで通りのタフガイ。Ｍ１４・ＥＢＲでの狙撃が得意であり、強きよう靱じんな体力と頑強な楯たてで防御力もバッチリ。フィールドに転がるどんな乗り物も自由に扱えて、何より、冷静沈着な指揮ができる人。

　フカ次じ郎ろうは、６連発グレネード・ランチャーが２丁という並外れた火力で、サポートメンバーとして、とても心強い。ちっこい体のくせに、レンとは比べものにならないほどタフ。時々突拍子もないことをやるのだけが、実に不安要因。

　ピトフーイは、多種多様な銃器と光剣を使いこなし、長距離戦闘以外はなんでもこなす、スーパーオールマイティファイター。しかもやたら頑丈。つまりはバケモノ。魔王。恐ろしい。敵にしたくない。敵でなくてよかった。

　シャーリーは、さっき思い出したとおり、ＳＪ３で見せた炸さく裂れつ弾だんのおかげで一撃必殺の、しかもバレット・ラインなし狙撃ができる凄すご腕うでスナイパー。

「ちょっと……、今回、凄すごくない？　チームのバランス、とても良くなったよ！」

　レンの言葉は、弾んでいました。ワクワクでした。

「でしょー？　これでＬＰＦＭＳＣは、ベストパーティーね！　ドリームチームね！」

　ピトフーイが顔のタトゥーを歪ゆがませて、笑顔を作りました。

　強引に二人のイニシャルをくっつけたチーム名がなおさら呼びにくくなりましたが、誰もそこには触れませんでした。

　さらに略称は五文字までなので、ＳＪでは認められないでしょう。新しい名前を考えた方がよさそうです。

　それはさておき、

「このチームなら……、やれる！　ＳＨＩＮＣと正面からぶつかっていける！」

　レンの考えることはそれだけです。今回のフルメンバーは願ったり叶かなったりです。

　ＳＪ１で彼かの女じよ達たちに、エムとの二人だけで勝てたのは、単に運が良かっただけだと、レンはずっと思っています。

　再びＳＨＩＮＣと本気で戦うには、強いチームで臨まなければなりません。たとえ、その結果、負けるにしても。

　このチームでＳＪ４に参加する以上、当然目指すのは優勝でしょう。

　さすれば、いつかどこかで絶対に、ＳＨＩＮＣと当たるはずです。咲さきからは、当然のように出場するという連絡を既にもらっています。

「嬉うれしいなあ。今回のＳＪ、ひょっとして、今までで一番楽しみかも……。待ってろよー、ボス！」

　子供のようにはしゃぎながら、ワクワク、ウキウキの笑顔でアイスティーを啜すするレンを見ながら──、

「…………」

　エムは無言のまま、隣に座るピトフーイの脇腹を、軽く肘で小突きました。何か言いたげな、何か言わせたげな顔をしていました。

「…………」

　ピトフーイは、無言でしらばっくれました。

　レンには、伝えませんでした。

　シャーリーとクラレンスの両名は、予選免除のためだけにチームを組んでいるのだと。

　ＳＪ４が始まってしまえば、二人で勝手な行動をしてもいいと、ピトフーイが約束していることなど。




「さーて、チームの結束式が終わったところで、今日はどうする？　ちょっと可哀かわい想そうなモンスターかプレイヤーを虐殺しに行く？」

　ピトフーイが言うと、冗談に聞こえません。ここは他のお客も近くを通る席、ＰＫをおおっぴらに語るのは止やめてほしいところ。

「いーねー。殺やるかー」

　フカ次じ郎ろうの答えもデンジャラスで困ります。

　ちなみにこのフカ次じ郎ろう、16日のテストプレイのために、メインで遊んでいるファンタジー系ＶＲゲーム《アルヴヘイム・オンライン》からコンバートしてきて、まだＧＧＯにいます。

　ＰＫはさておき、久々に本気でバトルして、ピーちゃんことＰ９０を撃ちまくっておくかと思ったレン。アイスティーを飲み干すと、すっくと小さな体を立ち上げました。

「よし、行くか！」

　その瞬間、

「やあ！　小こ比ひ類るい巻まき香か蓮れんさん！」

　真後ろに近づいていた男に、本名で話しかけられました。







　香か蓮れんは、驚きよう愕がくのあまり強制シャットダウンされるかと思いました。

　突然話しかけられたことも驚きですが、それ以上に何より、フルネームの本名で話しかけられるとは。

　ヴァーチャル世界においては、フルダイブであろうとそうでなかろうと、実名での呼びかけなど以もつての外ほか。マナー違反とか、そういう軽い言葉では済ませられません。決して、やってはいけないことです。

「なっ！」

　レンが、風切り音が聞こえるような超高速で振り向きました。

　同時にフカ次じ郎ろうやピトフーイ、エムまでもが驚き顔で、話しかけてきた男を見み遣やりました。

　そこにいたのは、一人の男性キャラクター。

　外見を一言で言うと、ノッポのイケメン、でしょう。

　やけに背が高く、２メートルはあるでしょうか？　ＧＧＯはアメリカのゲームなのでアバターは平均身長が高いのですが、それでも最高身長でしょう。エムより長身です。

　エムと違うのは、ゴリゴリのマッチョでないことです。

　陸上選手のような細く締まった体を、アバターが最初から着ている初期装備の一つである、オリーブドラブの戦闘服上下が包んでいます。

　そして顔は、絵に描いたような──、実際ＣＧのアバターなので絵に描いているのですが、美男子でした。肌の色は、白人のそれとも褐色とも言いがたい中間。顔の作りも、欧米人と中近東の人の間くらい。

　それでも、ハンサムなのには変わりありません。外国映画の俳優のようです。話しかけたときに作ったのか自然にできたのか、白い歯が光る笑顔でした。

「おっとこれ、なかなかどうして、いい男」

　フカ次じ郎ろうが呟つぶやきました。俳句でした。

「な、なな……、あ、あなたたたた、だ、だだだだ……、だれ……？」

　レンが震えながらそんなことを言ってしまったので、ピトフーイは、顔をしかめました。あちゃー、という言葉が似合いそうな顔をしました。

　自分は香か蓮れんなどという人間ではないと、堂々と、そして真っ先にしらばっくれれば良かったのに、もう遅いですね。

「俺だよ、西にし山やま田だ炎ふあいや！　パーティーでお会いした！」

　男が言いました。信じられないことを言いました。本名をフルネームで名乗りました。

「え？　まさか……」

　またもレンは答えてしまい、しらばっくれるのは、もう完全にアウトになりました。

　ピトフーイは、これ以上の会話が他のプレイヤーに聞かれるのを防ぐために、

「さて、込み入った話なら個室に入ろうか？」

　西にし山やま田だを名乗ったキャラクターは、その意味を汲くめずに、笑顔で答えます。

「俺は、香か蓮れんさんと話ができればどこでもいいよ」

「じゃ、決まり」




　酒場の個室に入ってから、

「へえ……。こんな部屋もあるのか」

　イケメンノッポはあたりをキョロキョロと見渡します。

　西部劇をイメージした、みんなでトランプ博打ばくちでもやって、イカサマを気付かれた人がリボルバーを抜いて撃ち合いでも始めそうな、そんな部屋です。

　丸テーブルに全員が座った後に、レンの向かいに座った、西にし山やま田だを名乗った男が、

「では改めて。──いやあ、香か蓮れんさん、また会えて嬉うれしい！」

　完全に空気が読めない言葉を発しました。

「…………」

　レンは、というか香か蓮れんはというと、あまりの衝撃に無言です。彫像のように固まっていました。

　代わりに喋しやべってくれたのは、ピトフーイでした。

「ちょいとお兄さん。私の名前はピトフーイ」

「初めまして。俺は──」

「名前は聞いたけど、それ以外にも、お兄さんについて分かったことがあるよ」

　ニヤリと笑ったピトフーイに、西にし山やま田だは興味を持った様子で、

「どんな？」

「ＶＲゲーム、超ド初心者だね。昨日今日、始めたんだろ？」

「そうだけど、どうして分かった？」

　どうやら本気で聞いているようなので、ピトフーイは肩をすくめました。それから、

「で、お兄さんは誰になんの用かな？」

「ああ、そうそう、こちらの香か蓮れんさんに──」

「わたしは！　レン！」

　個室ということもあり、ショックから少し立ち直ったレンは、鋭く大声で答えました。

　本当はストレージからＰ９０を出して数発体に弾をぶちこんでやりたいのですが、ここはそれができない場所です。外のフィールドだったら良かったのにと、心の底から思っていました。

「でも、香か蓮れんさんでしょ？」

「レン！　そう呼ばないと、返事しないよ！」

「そっか……、ゲームの中だから、そういう演技をするしかないんだね……。可哀かわい想そうに……」

　西にし山やま田だが、本気で可哀かわい想そうに思っている言動を取りました。演技でもなく、バカにしているでもなく、本当に不ふ憫びんに思っている顔をしました。

　おいこらテメエ、ちょっと表フイールドに出ろ。

　レンの顔に、青筋が浮かびました。

「ちょいと、ノッポのにーちゃん。何か酷ひどく勘違いしているようだから、言っておくよ──」

　さっきまで楽しそうに笑っていたフカ次じ郎ろうが、鋭い目つきで睨ねめ付つけながら、西にし山やま田だに話しかけました。

　何か、この場をビシッと収めて彼を反省させる凄すごい言葉を、レンは期待しました。

「本当は、私が香か蓮れんだよ」

　期待しなければよかったと思いました。

　しかし、このフカ次じ郎ろうの言葉が、西にし山やま田だから、信じられない言葉を引き出すのです。

「あはは、そんなことはない。ちゃんと調べたから」

　はあ？

　レンのみならず、フカ次じ郎ろうもエムも、ピトフーイまでもが驚きました。

　どうやって？

「どうやって？」

　レンの心の声と、フカ次じ郎ろうの声がシンクロしました。

「それは、絶対に言えない。こっちにも隠しておきたい手段は、ある」

　男はサラリと逃げました。そして、

「でも、香か蓮れんさんがこのゲームを遊んでいることを知って、会いに来たんだ。もう一度ちゃんと、直接お話がしたくてね。上手うまくいくか分からない方法だったけど、上手うまくいった！　嬉うれしいよ」

「なんの？」

　レンは、最大限につっけんどんに、聞き返しました。

「言っていいの？」

　西にし山やま田だが意外そうに聞き返してきて、レンは訝いぶかりました。

　はあ？　お前それを話しに来たのに、〝言っていいの？〟とはどういう了見だ。何しに来たんだ？

　だからレンは、顎をしゃくって答えます。

「ああ」

「だから、俺と結婚を前提に付き合ってほしい、って話さ」

　やっぱりそれか！

　レンは西にし山やま田だの答えは予想していましたが、

「あーあ……、オラ……、しーらね……」

　フカ次じ郎ろうがそう声を漏らすのは、予想していませんでした。そして、その理由も分かりませんでした。

「えーっ！　ちょっ！　なにそれ！　そこな兄ちゃん！　詳しく話を聞こうじゃないかっ！」

　ピトフーイが、楽しそうに食らいついてしまいました。

　しまったあああああ！

　レンは己のミスに気付きましたが、もう何もかも遅いのです。




「うわー！　うがー！」

　小さな頭を小さな両手で抱えているレンの前で、西にし山やま田だがぺらぺらぺらと、それはそれは、よく喋しやべりました。

　自分がコレコレこういう人間で、つい先日同業者のパーティーで香か蓮れんと知り合って、その外見で人を判断しない姿勢に心から惚ほれて、自分の嫁にするのはこういう人がいいと決断し、香か蓮れんの父親にちゃんとお付き合いの許可を打診して、そして断られたこと。

　そして、丸一日考えてみたがやっぱり諦めきれないので、秘密の方法で香か蓮れんがＧＧＯを遊んでいることを突き止めて、やったこともないＶＲゲームを始めて、こうしてやって来たこと。

　ちなみに、最初に遊ぶことになったゲームのキャラ名は、《ファイヤ》にしたそうです。本名と変わりません。

「なるほど……。お主の話は、そして熱意は、よおく分かった。しかし──」

　一通り聞いたピトフーイは、ドスの効いた声でそう言って、

　お？　ビシッと断ってくれるのかな？　私の代わりに、マナー違反やルール違反を怒ってくれるのかな？

　レンの心にほのかな期待を芽生えさせ、

「その程度では、娘はまだやれんな」

　双葉を付ける前に枯らしてくれました。

〝まだ〟ってなんだよ！　〝まだ〟って！　あと、いつからわたしはピトさんの娘になった！　それに、どんな〝程度〟だよ！

　レンは無言のまま、だだだだだだだだだ、ハイスピードでテーブルを拳で叩たたきました。

　西にし山やま田だは、いえ、ファイヤはそんなレンを気にせず、ピトフーイへと視線を向けたままでした。

「あなた、ピトフーイって言ったね。いつから、香か蓮れんさんはあなたの娘に？」

「ま、そんなことはどうでもいい」

　良くないよ！　って、いいのか。ああもう……。

　レンは混乱しました。

　ただでさえ厄介な話がさらに厄介な状況になってきているのに、ピトフーイが間に入ると、まとまる話もまとまらない気がしてきました。とっとと自分で断って、終わりにした方がいい気がしてきました。

「あの……、ファイヤさん？　わたしは──」

「そうだな！　ならばこうしよう！」

　レンの発言を大だい音おん声じようで遮って、ピトフーイはイスから立ち上がると、くるりと芝居がかった手振りをした後、ファイヤをビシッと指さしました。

「人を指さすのは、あまりマナーが良くないね」

　一体どうやったかは不明ですが、ストーカーまがいの行為をしてまでレンを捜し出したファイヤが、常識的なことを言いました。

　お前が言うな。

　レンが心の中で呟つぶやきました。

「知ってるさ。リアルではやらないよ。だがここはヴァーチャル世界。私はね、このゲームでは、あえてマナーの悪い女を演じているのだよ。演じざるを得ないのだよ。けっこう大変だがね、雰囲気を壊さないためにね」

　絶対噓うそだ。リアルの方で清せい楚そな美女を演じているだけだこの人。

　レンが心の中で呟つぶやきました。

　ファイヤが言います。

「まあいいや。ゲームの中だから、多少の無礼は許しましょう」

　お前が一番無礼じゃ。とことん無礼じゃ。許さん。

　レンが心の中で呟つぶやきました。

「で、何をどうすると？」

　ファイヤが聞いて、ピトフーイはすとんと座りながら答えます。笑顔で。楽しそうに。

「ここはＧＧＯだ。銃を手に、鉛弾で語るゲームの中だ。さすがにそれくらいは、レンがここにいることを知ったときに、調べたでしょ？」

「ああ、もちろん。ついでにフルダイブ型のオンラインゲームについて色々と知った。何千人もの人間が命を落とした〝ソードアート・オンライン事件〟という恐ろしい出来事があったのに、今も、別の機械、別のゲームとはいえ多くの人が遊んでいるのを知ったときは驚いたよ。理解ができない世界だったね」

　このファイヤという男、聞いてもいないことを付け足すのが好きなようです。

「ふむ。で、わざわざアカウントまで作ってやって来て、このゲームについてはどう思った？　正直にドゾ」

「そうだね、なんて野蛮なゲームだと思ったよ。人を銃で撃つとか殺すとか、それをこんなにリアルに感じられる遊びなんて、正直怖いね」

　まあ、野蛮であることは否定しない。わたしも最初はそう思ったし、ね。

　レンが心の中で呟つぶやきました。

　そしてファイヤは、またも余計なことを言うのです。

「だから、俺と付き合うようになったら、将来の妻となる香か蓮れんさんには、こんなゲームは、いや、ＶＲゲームそのものを、止やめてもらうことになるね。人殺しのリアル体験ゲームなど、人格形成に、まったくもって必要ないものだ。それどころか、悪影響を及ぼす。ソードアート・オンライン事件のときに、厳しく法規制すべきだったと思うよ」

　おいこらテメエ、ちょっと表フイールドに出ろ。

　レンは、あわや口に出してしまうところでした。

　さっきからなんとなく思っていたことが、レンの頭の中で今、しっかりとした決意に変わりました。

　わたしは、この人が、これから先、遠慮なく、嫌いになれそうだ。

　おかげで、容赦なく、フることができそうだ。ああ、スッキリした。

「なんとまあ！　それは強烈な意見だねえ！」

　大仰に驚くピトフーイを見ながら、レンは、少し冷静になってきた頭で、考えました。

　ピトさんは、会話によって彼の内面を引き出して、わたしに見せようとしているのではないだろうか。わたしが彼を、嫌いになるように。

　なんだかんだいって、チームメイトが困っているときは助けてくれる人なんだなと、レンはピトフーイという人物を見直しました。

「じゃあ、こうするのはどう？　ゲームの中での告白の返事は、ゲームで決める。あなたがレンに勝てたら、レンはきっとあなたのことを好きになるよ」

　レンは、見直すのを見直しました。

「はあああああああ？」

　さすがに声が出てしまいました。

「わたしはこの人のことなんて全然す──」

　好きになれない！　と言い切る前に、ピトフーイが割り込みます。

「つまり、レンは勝負を求めている！」

「求めてなんて──」

「勝負か、面白い」

　おい待て、ファイヤ。お前はわたしの話を聞く気はないのか？

　レンはあきれ果てて、割り込む気力を失いました。

　イスに深く座り、ピトフーイとファイヤの会話を聞きながら、アイスティーを啜すすりながら、心の中でツッコミを入れるだけの存在になりました。

「だろー？　こう見えてレンは、ひとかどの勝負師だ。この私が認めるほどの、ね。強い相手には敬意を示すし、負ければ素直に従順になる」

　んなことは、ないです。

「へえ。可愛かわいいところが、あるね」

　ねーよ。

「だから、こういうのを提案する。次の水曜日、私わたし達たちは第四回スクワッド・ジャムというチームバトルロイヤル大会に、出る」

　そういや、そんな話してたな。

「ふうん。そんな大会があるんだ」

　知らないのかよ！　わたしのことを調べるついでに調べておけよ！

「だからファイヤ。あなたもチームを拵こしらえて、それに参加しな！　そして、私わたし達たちのチーム、《スーパー美女ピトフーイと愉快な下僕達たち　～２０２６年の夏～》に勝てば、この私が、レンとの一度や二度くらいのデートや結婚を許してやろう！」

　そんな名前のチームは知らん。なんでピトさんがわたしのデートなどの許可を出せる。結婚を一度や二度とか言うな。

　ツッコむ所が多すぎて、レンの頭はクラクラしました。

　ピトフーイの台詞せりふがどこまで本気か分かりませんが、この人のことだから、たぶん全部本気なのでしょう。うわ酷ひどい。

「本当かい？　香か蓮れんさん」

　この期に及んでまだ本名で呼んでくることはさておき、どうやら本気で真面目に聞いているらしいファイヤに、レンは正直に答えます。

「勝てると……、思うの？　これは自慢じゃないけど、このチーム、強いよ？」

「じゃあ、約束は成立ってことで、いいかな？」

　長身イケメン笑顔のファイヤを見ながら、レンは思いました。

　私は、こんな奴やつには、負けない。

　そしてコイツの頭に、ナイフを突き立ててやりたい。ただしゲームの中で。

　だから、言います。

「いいよ」
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「次の水曜日が、楽しみだよ」

　そう言い残して個室から去ろうとするファイヤに、ピトフーイが声をかけます。

「前回までのＳＪの映像、中継録画が見られるから、ちゃんと見ておくといいよ。最低でも、レンの活躍くらいは、ね」

　ファイヤは振り向くと、

「別にいいよ。正直、ゲームの中とは言え人殺しの瞬間なんて見たくない。そしてこれは、真っ当な人間の持つ、真っ当な感情さ」

　さも当然そうに言いました。

「ようは、当日に勝てればいいんだろう？　それじゃあね」

　手を振りながら個室から出て行く高い背中に、

「敵の情報を知らなくていいとは余裕だね。──ま、好きにすれば」

　ピトフーイはニンマリと笑いながら言いました。







　ファイヤが、酒場の個室から堂々と出て行ったあと、

「し、信じられなーいっ！　なんじゃあれはーっ！　なんじゃあれはーっ！」

　レンは小さな体を爆発させました。

　両腕を凄すさまじい速さで天に突き上げ、幾度も吠ほえました。

「まー、ユニークな御仁だったねえ」

　フカ次じ郎ろうはニマニマと笑いながら、状況を完全に楽しんでいることを隠そうとせずに言いました。そして、

「レンとはいいカップルじゃないか？」

「どっ！　こっ！　がっ！　言っておくけど、わたしはあんな人に負けないからね！　ＳＪ４で見かけたら、最短でブッ殺してやるー！」

「わお！　かーげーきー！　リアルでそれ言うなよー。ポリス呼ばれるぞー」

　ごくごくとバーチャルビールを飲んでいたピトフーイは、それをガッツリと飲み干すと、グラスの底でテーブルを叩たたきながら、

「うむ、それでこそ私のレンちゃんだ」

　男らしいことを言いました。

「いや、ピトさんのじゃないし！　そもそもピトさんが変なこと言い出すから、売り言葉に買い言葉になっちゃったし！　まったくもう！」

　アイスティーのおかわりをズルズルと啜すすりながら、誰にでもなく、レンは怒っていました。確かに話を振ったのはピトフーイですが、ＯＫを出してしまったのはレンです。人はかくも、状況に流されやすいものなのか。

「まあ、レンちゃんが負けるなんて、全く思ってないわよ、私はね！」

　ピトフーイは吞のん気きにそう言うと、バッチンとウインク一発。

　フカ次じ郎ろうも、

「アカウント取って始めたばっかりだろ？　弱い弱い、レンならデコピン一発で殺やれるんじゃないか？」

　そんな余裕の言葉。

　ここまで黙っていたエムが、口を開きます。

「これは予想だが、知恵の回る男のことだ、リアルマネーにモノを言わせて、強プレイヤーのチームメイトを雇ってくるだろう」

「そんなーん、分かってるわよー」

　ピトフーイが即答しました。

　ＧＧＯは、それが可能なゲームです。実際、そのピトフーイとエムは、ＳＪ２のときにかなりの強プレイヤーを雇っています。傭よう兵へいです。

　ピトフーイもエムも、今となっても、あの四人の正体を教えてくれません。誰なんでしょうね。

「大金を積めば、ＢｏＢに出るような、普段はＳＪなど見向きもしないような強プレイヤーが集まるだろう。そうしてできたチームが我々より強い場合──、もしそうでなくても、より強運に恵まれる場合も、可能性としては考えられる」

「心配症ねえ、エムは。でもまあ確かに、勝負は何が起きるか分からない世界。ぽろっと私わたし達たちが負けちゃう可能性も、ゼロではないね。あるいはレンちゃんが、その前にアッサリと死ぬとか。勝負することすらできなかったら、まあ、賭けは負けなんだろうし」

「そのときは、どうする？」

　エムの真面目な顔と冷静な口調で、レンも少し頭が冷えてきました。

　ＧＧＯは、死に関してはシビアなゲームです。ＳＪでアンラッキーな一撃で死ぬことだって、十分あり得ます。

　というか、ＳＨＩＮＣとのガチンコバトルが思いの外、早く始まってしまったら？　そして死んだら？

　その場合、レンのＳＪ参加の目的は達成できますが、香か蓮れんは西にし山やま田だとデートをしなければなりません。

　あの、どうにもいけ好かない男と！　しかも結婚を前提に！　そうなれば、たぶん父親にも連絡が行く！　ヘタしたら、ＧＧＯのこともバラされるかもしれない！　したっけ、遊ぶのを止やめさせられるかもしれない！

「ああ、なんてこった……」

　不安が黒雲のように、レンの心の中をジワジワと侵食してきました。

　それを押しとどめたのは、やはりピトフーイの言葉。

「誰か、録画した？」

「は……、い？」

「つまり、さっきの約束の言げん質ち、取った？　見ていたけど、ファイヤはそんなアイテムとか機能は知ってそうになかったし、実際使った形跡はなかったね」

　ＧＧＯには、ゲームプレイ中の自分を、マルチアングルで録画するカメラアイテムがあります。

　大抵は、フィールドで自分の格好いい戦闘を、あるいは無様な死に様をプレイバックしたいときに使います。町で使う人は、まずほとんど、いません。

「いいや」

　エムが、ゴツい顔を横に振りながら言いました。

　レンにもフカ次じ郎ろうにも、ピトフーイの言いたいことが分かりました。

「ふっふっふっふっ。越えち後ごピトフーイ屋よ……、お主もワルよのう……」

　フカ次じ郎ろうが、実に悪そうな笑顔でニンマリ。

「そう！　私わたし達たちはＳＨＩＮＣをはじめとするライバルチームと全力で戦い、余力を持ってファイヤの相手をしてあげましょ。彼を一番残忍な方法でぶっ殺すのはレンちゃんに任せるわ。それでももし、万万万が一、レンちゃんが死んだら、そのときは──」

　ピトフーイは指先をクルクル回しながら、さも当然そうに言うのです。

「全力でしらばっくれましょ！」
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　そして、８月26日がやって来ました。

　第四回スクワッド・ジャム。英語で言えばザ・フォース・スクワッド・ジャム。略称ＳＪ４。開催当日です。

　水曜日と平日なのが珍しいです。今まではちゃんと週末開催だったのに。何か理由があるのでしょうか？　それはスポンサーの作家に聞いてみなければ分かりません。

　本日の東京の天気は晴れ。太平洋から本州へ張り出してきた元気な高気圧に覆われ、残暑が厳しい一日になりそうです。

　そして、それらはＧＧＯの中には何も関係がありません。




　首都グロッケンにある大きな酒場がメイン会場になるのは、いつもの通りです。

　そこに、命を賭けて戦う三十チームの出場プレイヤーと、お酒を飲みながら勝手なことを言いつつ中継を楽しむプレイヤーが集まるのも、いつもの通りです。

　ゲームオーバーまでに何発の銃弾が放たれるのかを予想する賭けも──、いつも通りではなく、今回はありませんでした。

　いち早く来た観客が、今回は弾数予測ゲームがないことを知って、

「なんだ、今回ねーのかよ」

「30分おきの自動補充があるから、大量すぎて予想つかないと踏んだんじゃね？」

　すると別の男が、

「いや……、違うな。予想を見事に当てた人には〝同じ数の弾薬〟が商品となっていただろ？」

「そうだけど？」

「撃ちまくられるとそれが膨大な量になるから、万が一、偶然にでも的中されたら、一回５００クレジットのゲーム参加費用だけでは間に合わないと踏んだんだろう」

「ああ、スポンサーの作家のヤロウ、ケチくせえ……」

　大会開始は、いつもより少し早くて12時。

　11時50分に転送開始ですので、それまでに出場プレイヤーは酒場に入っていないと、遅刻欠席になります。そのあとから参加することはできません。

　11時30分。

　酒場では観客達たちがだいぶ集まり、メインエントランスの左右に陣取って、〝選手入場〟を待ち構えていました。

「ご視聴の皆さんこーんにちはー！　いつも元気なスコードロン《散ざん切ぎり頭の友》、略称ＺＡＴの実況プレイヤー、《セイン》でーす！　今日の朝ご飯はやっぱりメロンパンでした！　クリームが入ったやつ！」

　脳天気な実況と共に入ってきたのは、体中に小型カメラを取り付けて色々なアングルで戦闘を撮影して、編集してネットにアップしている彼です。名前はセイン。

　ＳＪ２ではＭＭＴＭにチームごとやられ、ＳＪ３ではＳＨＩＮＣのプレイヤーにセクハラ寸前の台詞せりふを吐いて体中に銃弾を叩たたき込こまれた彼です。

　今回も登場し、またも死ぬまで実況するつもりでしょうが、酒場から始めるようです。

「おおぅ！　キター！」

「またも美しい死しに際ぎわを見せてくれよ！」

　公式の撮った映像より面白いと人気があるので、観客も大喜びの、試合開始のような盛り上がり。

　チームメンバーのベンジャミン、カーサ、ケーニッヒ、フロスト、そして山やま田だも続いて入場しました。ノリノリのセインとは違って、少し恥ずかしそうでした。

　セインだけは入口に留とどまって、

「さーて！　次に入ってくる有名チームはどこのドイツでしょう！」

　その場で実況します。そして入ってきたのは、ＺＥＭＡＬの男達たち。

「おおっと！　連射バカの男達たち、全日本マシンガンラバーズだああ！」

　ＳＪ１から３までで一番強くなったチームが彼かれ等ら。弾代を惜しまない派手な発砲と間抜けな死に様は、見み栄ばえがするのでとても人気があります。

　いよっ、待ってました！　とか、ひゃっはー！　とか、やっちまえー！　などと酒場の男達たちが盛り上がった直後に、

「え……？」

　一瞬で静かになりました。

　それもそのはず。ＺＥＭＡＬの五人の男達たち、逞たくましい体で、何かを担かついでいます。棒と板で作られたそれは、神み輿こしです。まるで日本のお祭りのような神み輿こしを担かついでいるのです。

「ホワッート？　フェスティバール？」

　セインがなぜか英語で言いました。

　そして小さな神み輿こしの上でイスに座るのは、一人の女性プレイヤー。口元に古拙の微笑アルカイツクスマイルを浮かべた、ニット帽の若い美人。

　そう、フィールドでＺＥＭＡＬに女神扱いされた、ＲＰＤマシンガン使いの彼女です。しかしそれは、酒場の観客には分かりようがありません。

「諸君。速やかに道とボルトを空けたまえ」

「頭ずが高い。マシンガンの女神様のお通りである」

　先頭の二人、バンダナを頭に巻いたトムトムと黒人アバターのマックスが厳かに言って、セインを含めた酒場の連中は、自然と身を引きました。逆らっちゃいけない気がしました。

　それは神こう々ごうしい光景──、

　というより、あんまり関わり合いになりたくない光景でした。

　静かになった酒場の中を、ＺＥＭＡＬと神み輿こしの上の女性は個室へと移動していき、そしてその中に消えました。

「えー、うん……、なんだったんだろう今の？」

　実況を忘れたセインの呟つぶやきに答えられる人は、誰もいませんでした。

「え？　誘拐？　とうとう誘拐までするようになったか奴やつら？」

「でも、あの女……、笑顔だったぞ？」

「騙だまされてるんだよ！　そうに違いない！」

「い、今からでも、警察に通報した方がいいかな？」

「いや、ほら……、女だけＣＧなんじゃね？」

「俺おれ達たちみんなそうだぞ？」

　酒場はしばしざわついて、色々な人が色々なことを言いましたが、結論は出ませんでした。







「えー、こほん！　では気を取り直してー！　優勝候補の一角！　アマゾネス集団の入場だーっ！」

　セインの声に、再び入口に注目が集まります。

　入ってきたのは、ＳＨＩＮＣ。

　お下げのゴリラ女ボスを先頭に、黒髪スナイパーのトーマ。ドワーフ女のソフィー。ゴツいオバサン、ローザ。金髪サングラスの美女、アンナ。銀ギツネのアタッカー、ターニャ。

　緑色の毒々しい迷彩服に身を包んだ六人の怖そうな女達たちが、ゆっくりと歩いてきます。

　セインが、絶叫します。

「わーい！　前回おっぱいを触らせてくれなかった人たちだよー！」

「セクハラで訴えるよ？」

　サングラスのアンナに睨にらまれて、

「スミマセン！」

　セインは直立不動で答えました。そして、

「もう言いませんから、また僕を撃ってくださいませんか！」

「セクハラで訴えるよ？」

「ホワイ？」

　セインと遊ぶのはそこまでにして、ＳＨＩＮＣの女達たちは周囲を睨ねめ付つけながら、やはり個室に消えました。作戦会議もしますので、広い場所にいるのは面倒ですから。

　11時40分も過ぎると、ひっきりなしに出場チームがやって来て、

「おっと全員光学銃の《レイガンボーイズ》、略称ＲＧＢだ！　光学銃復権はあるのか？　ないのか？　その後ろからは、ＳＪ３で裏切り者チームに入った俊足のコール含む《ＴＯＭＳ》！　素早さだけでどこまで行けるのか？　さらにさらに、ミリタリーコスプレ集団《ニュー・ソルジャーズ》がやって来たぞ！　相変わらず凝った装備だ！」

　セインの実況も熱が入ってきました。

　その間に、プロテクター無しで素顔のままのＴ─Ｓもぞろぞろと入ってきたのですが、バレてません。全然誰にもバレてません。

「さて次は──」

　セインの実況がパタンと止まりました。

　明らかに、異質な集団が入ってきたからです。

　並んで入ってきたのは男達たち。そして全員、覆面とサングラス。

　覆面だけだったら、ＳＪ２のときのピトフーイとエムのサポートメンバーがそうでしたから、まったくの初めてではありません。しかし今回は、

「えっと、何人いるの……？」

　人数が違いました。

「ひいふうみいよう、ファイブセブン、アハトノイン、十、十一……」

　不思議な数え方をするセインが確認したのは、十八人。

　続けて入ってきた十八人の男達たちが、全員覆面姿でした。顔を覆う、緑色で薄い素材の布に、目にはお揃そろいの、一枚レンズのサングラス。

　ちなみにＧＧＯにおけるサングラスは、単に外見の変更、つまり格好付けの意味しかありません。装着していてもいなくても、どれくらいの明るさで世界が見えるかは自由に選べますし、明暗の自動調整もききます。タブレットやスマートフォンの画面みたいなものです。

　覆面もまた、息苦しいとかはありません。まるで付けていないかのように呼吸したり、銃のストックを頰に付けることができます。

　その十八人の服装は、六人ずつ綺き麗れいに三種類に分かれていました。それはつまり、チームのユニフォームなのでしょう。

　三チームを、仮にＡＢＣで分けると──、

　チームＡは、ごりごりの迷彩服でした。茶色と緑と黒とピンクを細かい点でちりばめた、迷彩効果の高そうなもの。現実にある迷彩ではないので、ＧＧＯの衣服カスタムで作ったオリジナルカモフラージュなのでしょう。

　チームＢは、ＧＧＯらしい未来装備。体にピッタリと沿ったダークブルーのパンツに、濃い茶色のプロテクター入りジャケット。動きやすそうです。シンプル装備の宇宙兵士のようでした。

　そしてチームＣが、なんとジャージでした。あのジャージです。いわゆるスポーツウェアのアレです。濃い青色のジャージで、サイドには白い線が三本。

「あれー？　草野球のチームでしょうか？」

　セインが言いましたが、覆面とサングラスを付けて草野球をする人はあまりいません。一番目立っていたのが、チームＣでした。

　集団は、無言のままぞろぞろぞろと酒場を進み、そして隊列を組んだまま、個室に消えていきます。

　個室はもともとそれほど広くはないので、十八人が入ったら大変なコトになりそうですが、そこはゲーム世界。入ったら入っただけ部屋が広くなるシステムですので、何も問題はありません。便利です。

　そのジャージ姿の男の中に、飛び抜けて背が高い一人がいましたが、それが誰かは、もちろん誰にも分かりませんでした。

　酒場の男達たちが、ヒソヒソと会話を交わします。

「なんだアイツら……？　まとめて入ってきたってことはＳＪの出場者だろうけど……」

「三チームが仲間ってことだろうな、やっぱりな」

「最初から結託していることを隠そうとしないってのは、かなり異様だな」

　確かに、ＳＪ３では信号弾を使っての結託作戦がありましたが、それだって試合開始までは黙っていました。彼かれ等らのように、あからさまに〝俺おれ達たち仲良し三チームです！〟と示威行為に出る理由が分かりません。

　そしてそれは、すぐ後ろから入ってきたＭＭＴＭの目にも、奇怪に映りました。

　ＭＭＴＭで一番マッチョな男、サモンが言葉を漏らします。

「結託か？　けったいだな」

「それ、シャレ？」

　黒髪のケンタに訊たずねられて、サモンは小さく首を横に振りました。

　リーダーのデヴィッドが、

「敵は全部倒す。……だが、奴やつらのことは特に覚えておこう。要警戒だ」

　いつも通りの険しい顔で言いました。




　酒場のモニターの時計が、11時48分を告げています。

　あと２分で待機エリアに転送が始まるのですが、またも酒場がざわつき始めました。

「まだだよ、な？」

「まだだな……」

　セインもまた、

「優勝経験二回の、猛も者さがまだ来ていません！　シードでエントリーしているというのに、一体どういうことか？　まさか、まさかの、欠席不戦敗なのか？」

　熱のこもった実況をして、周囲の不安を盛り上げました。

　そう、ＳＪ１優勝、ＳＪ２準優勝、ＳＪ３は裏切り者チームとして優勝という、誰よりも輝かしい戦歴を残すピンクのチビ、レンがまだ来ていないのです。

　そして、登録してあるＬＰＦＭのチームメイトも、誰一人。

　時計が49分になって、

『転送１分前になりました！　皆さん！　ご準備はできていますかー？　チームメンバーはお揃そろいですかー？』

　女性アナウンスの声がかかりました。

　普段なら、ここで大きく酒場が盛り上がるのですが、今回はより一層、ざわつきました。

　ＳＪ２でレンとフカ次じ郎ろうが慌てて到着したのは２分前。記録更新です。

「おいおい……、マジかよ……」

「まさか、そんなつまらない負け方なのか……？」

　そして、入口で揺らぐ人影が。

「おおっ！　──って違うし……」

　49分30秒になった瞬間に現れたのは、木々を描いたツリーパターンの迷彩ジャケットと、上下黒の戦闘服の二人──、シャーリーとクラレンスでした。慌てる素振りもなく、まるで〝まだ30秒もある〟とでも言いたげに酒場に入ってきました。

　シャーリーはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで、クラレンスはいつもの、怪しい微笑ほほえみを浮かべながらでした。

「おおっと！　前回恐怖の炸さく裂れつ弾だん狙撃を見せた緑髪のおねーさんと、裏切りエンジョイから彼女と一騎打ちをしたイケメンおにーさんだあ！　今回はこの二人でチームなのか？　そうなのか？　予選は見られないので分かりませんが、この二人だけでクリアしてきたのか？　だったらスゲー！　凄すごすぎる！」

　クラレンスが男だと思っているセインが実況している間に、11時49分50秒になりました。

　あと10秒。９秒。８秒。７秒。

「レンちゃんが来ねええええ！」

　６秒。５秒。４秒。

「噓うそだろ……」

　３秒。２秒。１秒。

「ああ……」

　11時50分になって、店に入ってきたばかりのシャーリーとクラレンスが、そして酒場のあちこちにいた、セインを含む出場プレイヤー達たちが、光の粒子になって忽こつ然ぜんと消えていきました。

　観客達たちには見えませんが、ＳＨＩＮＣやＭＭＴＭ、ＺＥＭＡＬや謎の三チームなど、個室にいた人ひと達たちもそうなったことでしょう。

「そんなあ……。オレのレンちゃんが……」

「何度も言うけど、お前のじゃないけどな」

　レン達たちは、来ませんでした。





＊　　　　　＊　　　　　＊






　レンは、待機エリアにいました。

　何もない薄暗い空間で、高い場所に浮かぶのは、【待機時間　09：59】のカウントダウン文字。今58になりました。

　ここぞ、装備を調えて作戦会議をして、大抵は時間が余るのでのんびりしてから、ＳＪへと赴く〝控え室〟です。

　レンの隣には、

「よっしゃ！　やったるかー！」

　フカ次じ郎ろうがいました。

「やっちゃるわねー！」

　ピトフーイがいました。

「やるか」

　エムがいました。それぞれがそれぞれの戦闘服姿で、装備一式はまだです。手ぶらです。

　その四人の脇に、

「来たよー！　今日はよろしくー！」

　ＳＪ２以来の再会を楽しむクラレンスと、

「…………」

　硬い顔のままで会え釈しやくだけ、無言を貫くシャーリーがいました。

　今回はこの六人が、チームＬＰＦＭです。

　レンは二人に向けて、

「どうも……、よろしく」

　小さく頭を下げて言いました。

　ＳＪ２で割と喋しやべったクラレンスはともかく、自分がぶっ殺したシャーリーと何を話せばいいのか、どうやってチームメイトになればいいのかやっぱり分からず、どうにも及び腰です。

　そんなレンの心境を汲くんでか汲くまいでか、

「レン！　久しぶり！　その後の活躍は見てるよ！　また会えて嬉うれしいよー！」

　クラレンスがノリノリで話しかけてきました。そして、

「酒場で〝ピンクのチビが来ない〟ってみんなが嘆いていたけど、いるじゃん！　どこいたの？」

　レンは、質問に答えます。

「一番奥の個室に。私わたし達たちは、１時間以上前に来てたから……」

「早いねー！　なんで？」

「うっ……」

　レンは、答えるべきか悩みました。

　いつも遅刻魔のフカ次じ郎ろうへの恐怖から、今回は集合時間をとても早めたことを。

　50分くらいは遅れてもいいように10時30分をＧＧＯのログインと集合時間にしたら、こういうときに限ってフカ次じ郎ろうの野郎、ちゃんと時間通りに来やがりまして。

　結局レン達たち四人は、10時40分には観客が誰もいない酒場に入って、個室で延々と駄だ弁べっていたのです。

「まあ、それはさておき、軽く作戦会議でもしちゃおっかー？　みんな、耳の穴よくかっぽじって聞いて！」

　ピトフーイが、口調も軽く言いました。

　１時間以上酒場で時間があったのに、四人は作戦会議を何もせず、話したことといえば西にし山やま田だの悪口とか、エルザのライブの裏話とか、エルザのギターに貼られた猫のステッカーの謎とか、フカ次じ郎ろうの次の彼氏候補についてとか、世間を揺るがせたボトムアップ型ＡＩの事件についてとか、そんなことばかり。エムはほとんど黙ったままの、女子トークの時間でしかありませんでした。

　ピトフーイが、クラレンスとシャーリーを手の平で示して、

「今回はこの二人が参加しちゃうけど──」

　うんうん。バランス取れて最高だね。

　レンは思いました。

「作戦立案する参謀は、エムでいいとして」

　異論なし。ピトさんが参謀は、ちょっと怖い。

　レンは思いました。

「サテライト・スキャンで位置が分かる代表者は、つまり〝リーダー〟は今まで通り囮おとりに大活躍のレンちゃんに任せるとして」

　まあ、しょうがないか。また銃弾の雨の中を走り回ることになるんだろうな。でもまあ、今回はサポートに二人も付いたから、少しは楽ができるかな？　そして、最後はＳＨＩＮＣと正面切って戦えるな。

　レンは思いました。心は既に、ボス達たちとの本気のバトルに向けて躍っていました。壮絶な戦いの末に、どっちが勝ってもいい、いよいよ雌雄を決するという夢を見ていました。

「シャーリーとクラレンス、二人は好き勝手に暴れていいからね！　試合が始まったら、もう敵だと思っていいくらい」

「え？　はい？　何それ？」

　レンは、口に出していました。

「おいおいピトさーん、この二人は私わたし達たちの矢面に立って死んでくれる忠臣じゃないの？」

　フカ次じ郎ろうも驚きながら聞きましたが、その身勝手設定は酷すぎやしませんかね？

「なんだ聞いていなかったのかチビ共？　私わたし達たちは予選ナシで参加するためだけにチームを組んだ。試合が始まったら、即刻敵だ。そして、私は隙あらばピトフーイを狙う。そういう条件で誘われて、ＯＫを出したんだ。悪く思うなよ」

　黙っていたシャーリーが、仏ぶつ頂ちよう面づらのままですが少し楽しそうに言って、

「そういうこと！　今度は倒してあげるね！　レン！」

　クラレンスは笑顔でウインクまでしました。

「えー！　それはちょっと……」

　レンが呆ぼう然ぜんとしている脇で、

「それならしょうがない。グレネードのサビにしてやるぜ！」

　フカ次じ郎ろうは楽しそうに、クラレンスの脇腹を突っついていました。

「うひょう、やるかチビー！」

　クラレンスが、脇腹を突き返しました。

　はしゃぐ二人の脇で──、

　つまりは結局四人で戦うのか……。みじけえ夢だった……。

　レンは、薄暗い天を仰ぎました。







「さて、装備しよう」

　残り５分になったので、エムが言いました。

　それぞれが左手を振って、それぞれにしか見えないウィンドウを出して、『一括装備』などのボタンをポチッと押します。

　すると始まる、変身シーン。魔法少女のアニメだったら、〝バンクシーン〟と呼ばれる、毎回毎回使い回せる映像になることでしょう。ただし、キャラクターが飛んだり跳ねたり回転したり、裸になったりはしませんけれど。

　レンの小さい体に、宝石のような《対光弾防御フィールド》、正確にはその発生器と、ピンクのマガジンポーチが左右につきました。

　Ｐ９０のマガジンは構造上やたらに長いので、両腰にぶら下げるポーチも長く、まるでミニスカートを思わせてレンはかなり好きです。

　背中には、ナーちゃんこと黒いコンバットナイフが。最後に、ピーちゃんこと、ピンクのＰ９０が実体化して目の前に浮かび、

「またよろしくね！」
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　レンはそれをしっかりと摑つかむと、胸に抱きしめました。

　フカ次じ郎ろうの変身もいつも通り。

　体には防弾プレート入りのベスト。グレネードを入れるポーチ付き。

　背中には、バカスカ撃ちまくるために、そしてすぐに取り出すためのバックパック。頭にはちょっと大きすぎるヘルメット。右みぎ腿ももには、撃っても当たらないスミス＆ウェッソン社製《Ｍ＆Ｐ》、９ミリ口径自動拳銃。

　最後に両手で摑つかむのは、ＭＧＬ─１４０、６連発式グレネード・ランチャーを２丁。ＧＧＯ歴も長くなったフカ次じ郎ろうですが、この武器を変更するつもりはゼロのようです。

　ちなみにＳＪ２で猛威を振るったプラズマ・グレネード弾、今回はエムの資金援助もあって、前回より多い12発を用意しています。ただし、使いどころを間違えないように、装塡はしていません。

　エムもまた、愛銃のＭ１４・ＥＢＲを交換するつもりはないようです。宇宙船のような外見の銃が、ごつい手の中に収まりました。背中には、大活躍しているあの楯たてを納めたバックパック。右みぎ腿ももには《ＨＫ４５》拳銃。

　ピトフーイは、体中武器だらけになります。

　メインのアサルト・ライフル《ＫＴＲ─０９》には、75連発ドラムマガジン。両りよう腿もものホルスターには、《ＸＤＭ》４０口径拳銃。左腰には、おまけの武装としては強力な、《Ｍ８７０ブリーチャー》短縮ショットガン。

　そして、外からは見えないですが背中のポーチには光剣を、ＳＪ３と同じなら三振りは持っているはず。両足外側には、ブーツナイフが二振り。

　頭のヘットギアが実体化して装着されるために、長いポニーテールが一度ほどけて、そして再びまとまりました。

　クラレンスの黒い戦闘服に、縦に長い、レンと同じマガジンを入れるポーチがくっついていき、右みぎ腿ももには同じ弾を使う拳銃、《ファイブセブン》がホルスターに収まりました。

　銃はＡＲ─５７。スリングごと実体化して、クラレンスは頭をくぐらせました。

　シャーリーはあまり変身せず、腰のベルトに剣けん鉈なたが一振りと、目の前に愛銃のＲ９３タクティカル２が実体化しただけ。この人は場所に応じて迷彩効果の高いポンチョを出すので、今はこれくらいでいいのです。

　最後に全員が手にしたのが、配られたアイテム。つまり位置を教えてくれるサテライト・スキャン端末と、三本の救急治療キット。それぞれが、それぞれの出しやすい場所にしまいました。

　１分も経たたずに全員の着替えが終わって、フカ次じ郎ろうがシャーリーとレンを見ながら言います。

「あれ？　お二人さん、拳銃は？　今回はマストアイテムだぜ？」

　返事は二つに分かれました。

　シャーリーが、

「ストレージだ。移動や伏せ撃ちに邪魔だ。使うときになったら、出す」

「なんだそうか。心配して損したぜ」

　そしてレンが、

「いらない。どうせ撃っても当たらないし。動き回ってナイフで戦う」

「なんだそうか。心配だぜ！」

　フカ次じ郎ろう、

「ダメじゃないか、遠足には拳銃が必要だって書いてあっただろ？　私なんか最初から装備してるぜ？」

　自分の拳銃射撃の下手さを棚上げして言いました。

　脇にやって来たのはピトフーイ。

「そんなことだろうと思った！　レンちゃん、本当に銃について知りたければ私に聞いてくるもんねー」

　そして、左手を振ってウィンドウを出しました。左腕を大きく回すと、レンの目の前にそのウィンドウがやって来て、そこには《このアイテムを受け取りますか？　Ｙ・Ｎ》の文字が。

「え？」

「レンちゃんでも使えそうな、中型の拳銃を買っておいた。ストレージに入れておきなって。そしていざとなれば、実体化して使いなさいな」

「でも……」

「とっとけとっとけ。拳銃は最後の武器だ」

　フカ次じ郎ろうの押しと、まあご厚意を断るのも悪いしと、レンはＹを押しました。

　ウィンドウが消えて何かが自分のストレージに入ったはずです。使い方が分かるか不明ですが、特にチェックもしませんでしたし、ピトフーイも何も言いませんでした。




　じゃきん！

　それぞれがそれぞれの銃に装塡する金属音が、待機エリアに響き渡りました。

　それまで変な形の文鎮だった金属とプラスチックの塊が、この瞬間、人差し指に意志を込めることで吠ほえる〝武器〟へと変化しました。

　レンのＰ９０にも、牙が生えました。安全装置は、最初から外しっぱなしです。

　全ての用意が完全に終わり、残り１分と少し。

　最後に、こういうときは何かやりたがりのピトフーイが、クラレンスとシャーリー以外を集めて、円陣を組ませました。

　顔をつきあわせたところで、ピトフーイが声を張り上げます。

「よっしゃみんなー！　本気で戦うぞー！」

　おう！

　とりあえず三人は優しいので、乗ってあげました。

　シャーリーは黙ったままで、クラレンスは敵になろうというのに、

「おー！」

　四人の脇で、楽しそうに拳を突き上げました。

「今回の目標はただ一つ！　優勝！　または、優勝！　それがムリなら、優勝！」

「ピトさん三つじゃーん！」

　フカ次じ郎ろうだけが、ボケに付き合ってくれました。

「ヴァーチャル世界なら何をしても自由だ！　照準器に重なった顔に、憎い奴やつの笑顔を重ねろ！　日頃の鬱憤、ここで全部晴らすぞ！」

　おう！

「おー！」

　三人とクラレンスが答えました。

　同時にコッソリと、シャーリーも拳を握りしめていましたが誰にも気付かれなかったようですね。

　その〝憎い奴やつ〟が、さらに言葉を続けます。

「ただし、油断するな！　最後の最後まで気を抜くな！　今回も特別ルールがあるらしいが、あのクソ作家のことだ！　さぞかし性悪に違いない！　負けるな！」

　おう！

「やったるぞ！」

　おう！

　そして、空中の時間がゼロになって──、

　四回目のスクワッド・ジャムが始まるのです。





＊　　　　　＊　　　　　＊






　レンが目を開けると、そこは森の中でした。

　森といっても、それほど鬱うつ蒼そうとしてはいません。

　木々は10メートルほどと低め。その間隔もとてもまばらです。足下には草はなく、土も乾いているので、全て枯れてしまったようです。

　植生がアメリカ合衆国のそれですが、日本のどこかの雑木林といった雰囲気でした。季節としては冬。

「周辺警戒」

　エムの声に応じて、サッと腰を落としたレンは、見える範囲全てに視線を送りました。

　どうやら平へい坦たんなようで、特別に何か目立つものは見えません。木々の向こうに何が見えるかというと、幹が重なってしまい正直よく分かりません。特別に目立つもの、または大きなものは、ないようです。

　見上げると、鈍い緑色の葉の向こうでは、ＧＧＯの特徴で、晴れているのに赤みがかった夕日のような空が広がっていました。

　見える範囲に雲は一つもありません。今回のスクワッド・ジャム、珍しく天気はいいようです。

　時間は現実とリンクしているので、真南の低い場所に、太陽もありました。低く差し込む光が、幹や枝葉で複雑な影を作っていました。

　ゲームスタート時に敵チームが１キロ圏内にいることはありませんし、この見通しの悪い場所なら、超長距離狙撃への警戒を解いても大丈夫でしょう。

　エムも同じ考えだったようで、

「よし、地図を見る。集合」

　そんな声が聞こえました。

　近くにいるので肉声で聞こえますが、これが遠くなっても、チーム内で繫つないだ通信アイテムのおかげで、常に会話ができます。

　レンは立ち上がると、仲間達たちへと視線を向けました。その際、Ｐ９０の銃口が向いてしまわないように、スッと地面へと下げることも忘れません。

　フカ次じ郎ろう、ピトフーイ、エムと集まる中、

「では、好きにさせていただく。次に会うときは、どちらかが死体だ。通信アイテムにも、一切応じない」

　シャーリーが言いました。

　レンが見み遣やると、彼女は、そしてその脇のクラレンスも、既にこの森に適した緑色迷彩のポンチョを纏まとっていました。行動が素早いです。

「まあまあ、地図くらい見ていきなさいよ。それで不利になることなんて、ないでしょ」

　ピトフーイが、〝お茶でも飲んでいきなさいよ〟的な気軽さで呼び止めて、

「……分かった」

　シャーリーもこれには素直に応じました。

　ＳＪ開始直後に重要なのは、〝今回の戦場がどんな場所なのか〟、〝自分がどこにいるか〟を知ること。そして〝どうやって進んでいくか。あるいは待ち伏せするか〟をしっかりと決めること。

　最初のサテライト・スキャンまでの10分間は、そのための作戦タイムだといって過言ではないでしょう。

　ピトフーイを倒したくて別行動したいシャーリーでも、冷静に、憎い相手と一緒に作戦を練ることを選びました。




　エムが、皆の目の前の足下に、端末から地図を映し出します。

　ＳＪでは常に、一辺が10キロメートルの正方形の、特別フィールドになります。これは、個人バトルロイヤルの《バレット・オブ・バレッツ》、略称〝ＢｏＢ〟に準じたスケール。

　この１００平方キロメートルという広さ、現実で言えばかなり広いです。

　具体例を挙げると、首都圏でぐるりと円を描いている山手やまのて線せん、その内側圏内が約63平方キロメートル。フィールドは、それより広いということになります。

　しかし、疲れを知らないアバターで移動するには、決して広すぎるともいえないのです。

　各キャラクターはマラソン選手並の速度で走れますし、レンのような敏びん捷しよう性せい重視となると、それが短距離走選手並になります。

　フィールドには移動に使える乗り物があちこちに転がっていて、今まで全てのＳＪにおいて、それらをフルに活用したチームが、上位入賞を果たしてきました。たとえそれが、自転車でも。

　そして、最長のライフルで１８００メートルくらい、ごく普通のアサルト・ライフルでも４００メートルから６００メートルまで打撃を与えられることを考えると、１００平方キロメートルの広さは、三十チームがバトルロイヤルをするには、ちょうどいいくらいでしょう。

「さーて、今回の殺しのフィールドはっと」

　ピトフーイが楽しそうに、国民的アニメの次回予告のような気軽さで言いました。

　ＳＪ１では平へい坦たんな大地。ＳＪ２では城壁で囲まれて起伏もある土地。ＳＪ３では島、それも時間経過で沈んで行く島でした。
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　さてＳＪ４では──、

　エムが端末を操作して、地面すれすれに立体映像として現れたのは、平らな大地でした。ＳＪ１のそれと少し似ています。

　一辺が10キロの正方形のラインが引いてあるので、そこには何かバリケードがあって、それ以上遠くには行けなくなっていることでしょう。

　地図で一番目立つのは、なんといっても道路でした。太さからして、何車線もある高速道路でしょう。

　真まっ直すぐな高速道路が、地図を〝十〟の字に貫いていました。

　つまり、面積を綺き麗れいに四等分していることになります。

　漢字の〝田〟を思わせるほど均等に。ブロック分けとも言えるでしょう。地図中央には、四つ葉のクローバーを思わせるジャンクションとインターチェンジがあります。

「こりゃ、分かりやすいねー。覚えやすいわー」

　フカ次じ郎ろうが言いました。

　レンもまた、地元の帯おび広ひろとか、札さつ幌ぽろみたいだなと思いました。

　北ほつ海かい道どうは日本としては例外的に、町ができる前に道を作ることができた土地です。だから道路は真まっ直すぐで、交差点も直角で、分かりやすいのです。

　ゲーム中にリアルの地名を出すのは空気を削そぐ行為ですし、シャーリーやクラレンスに地元がばれるので、口には出しませんでしたが。

「よっし、じゃあ四つに分けて北東から見ていこか？　これ、なーんだ？」

　ピトフーイが、長い手で指さしたのは、地図の右上。地図は北を上にして描くのがルールなので、北東ブロックということになります。

　誰もが一目で分かりました。真まっ直すぐな線が広い場所で水平と垂直に数本交わっている、こんな場所は一つしかありません。

「空港だね。それもかなり大きい」

　レンがよく知っているのは、地元の帯おび広ひろ空港と羽はね田だ空港です。羽はね田だ空港も滑走路四本とかなり大きな空港ですが、地図で見るこの空港は、それよりずっと広くて立派に見えました。

　エムが、

「４０００メートル級の滑走路が四本ある。かなり広大で、真っ平らなエリアだ。のんびり歩いていたら、あっという間に狙撃されるぞ。注意が必要だ」

　そしてピトフーイが言います。

「滑走路の間にある四角いの、これがターミナルビルね。管制塔もここにあるでしょう。占拠できたらかなり有利ね。周囲は狙い放題」

　レン達たちは納得して頷うなずいて、そして一人、シャーリーだけが内心でほくそ笑んでいました。ここは使える、と。

　フカ次じ郎ろうが、そんなスナイパーの心を読んだかのように言うのです。

「でも、オイラ達たちのいる場所は、ここじゃねーんだな。シャーリーのダンナ」

「くっ──」

　クラレンスが、その下のブロック、南東ブロックを指さしながら言います。

「この点、だもんね」

　マップの右下の一番外れには、白く光る点がありました。

　ゲーム開始直後、スキャンもしていないのに光っている点は、自じ分ぶん達たちのことです。

　シード権があるような強チームは、マップの四よ角すみに散らす暗黙のルールは、今回も健在のようです。ルールブックには〝チームは、完全にランダムに配置される〟などと今も書いてありますが、信じる人は誰もいません。

　おかげでＳＨＩＮＣにぶつかるまでに大変な道程が予想されますが、レンはもう、覚悟していました。

　目の前に立ちふさがる敵は、全部倒せばいいだけです。




　南東ブロックの特徴は、綺き麗れいに三種類に分かれていることでした。

　レン達たちがいる一番外れは、森です。右下の三分の一ほどの三角形が、濃い緑色に塗られていました。

　そして北西へ向けてしばらく行くと、斜めに川が流れているようで、水色の線が何本も見えます。その周囲は、やや薄めの緑。

「これ、湿地帯だねえ。やだなー」

　クラレンスが言いました。

　川の周囲が湿地帯になっているのは、ＧＧＯではよくあるフィールドで、足がズボッと脛すねまではまるほど柔らかい場所です。しかし、決して歩けない場所ではないのが、逆にいやらしいところ。いっそ全然歩けない場所なら、行かなくてすむのに。

　川と湿地帯は、斜め45度に傾いてブロックの中央部分を占めていました。

「これ、私わたし達たち……、絶対に川を渡らないとダメなの……？」

　レンが疑問を口にしました。

　今いる森から出ようとすると、どうしてもここを通らなければなりません。ちびっ子のレンは、そしてたぶんフカ次じ郎ろうも、川や湿地帯を渡るのはかなり大変です。

　エムが端末画面を操作して、地図の湿地帯部分を拡大してみました。

　すると、

「やった！　橋だ！」

　川を渡る橋がありました。その大きさからして、二車線はある道路のようです。レンは一安心。

　しかし──、

「たった三本かよ！　しかも真まっ直すぐだ！」

　フカ次じ郎ろうが怒りながら言った通り、全長で７キロほどはある川に、わずかに三本のみ。

　位置は、北側、中央、そして南側。それぞれが１キロ以上離れています。

　さらには、橋なので当たり前といえば当たり前ですが、真まっ直すぐです。

　こんな場所を歩いていたら周囲からはまる見えで、長距離射撃ができる銃で狙われまくることになります。

　数からすれば別のチームもこの森の中にいることでしょうし、まず橋をめぐって戦う必要が生じるかも。そして、その先では、待ち構えている敵も。

　湿地帯や川を必死になって渡るか、それとも、的になりやすい橋を行くか。

　どっちにせよ、今いるこの場所は──、

　スタート地点としては最悪でしょう。

「ぜってーわざとだなこれ！　あのスポンサー作家、優勝候補イジメの性悪だ！」

　フカ次じ郎ろうのプンスカっぷりはなかなかのもので、

「全員倒して優勝したら、スポンサー倒しに行こうゼ？」

　そんな怖いことを言いました。

「ま、それは後で」

　ピトフーイが左手首に巻いた腕時計を見ながら言いました。３分ほどが経過していました。




　川を越えた先にある、南東ブロック最後の一区画は、町でした。

　急に道路の作る升目が細かくなって、小さな建物がびっしりと並んでいることから、住宅地と知れました。

　そして地図のほとんど中央には、長方形の四角に八角形をそれぞれくっつけた、変な形の、巨大な巨大な建物が描かれていました。大きさでいえば、空港のターミナルビルより大きいでしょう。

　エムが拡大して、その形状を見て、予想を付けました。

「これは、ショッピングモールだろう。中央がメインで、四角は付随するデパートだ。周りにある広いスペースは駐車場。高速道路から直接行けるようにもなっている」

　なるほどー。

　レン以下全員が思いました。

　香か蓮れんの住む北ほつ海かい道どうでは、某スーパーを中心とした巨大モールはたくさんありますし、香か蓮れんも何度も行ったことがありますが、この地図で見る施設は、それよりもかなり大きいです。駐車場も含めた敷しき地ちは、縦横で２キロくらいはあるでしょうか。

　北ほつ海かい道どうもスケールが大きい土地ですが、米国はもっとなのでしょう。レンはそういうことにしておきました。

「ふむ……」

　ピトフーイが真面目な顔をしましたが、しただけでした。

　モールと空港の間には、小さな線路が見えました。空港とショッピングモールの間を、鉄道が走っているようです。

「道の上を走っているな。トラムだろう」

　エムが言って、

「知ってる。叩たたくと音が出るやつだ」

　フカ次じ郎ろうが言いました。レンはそれをスルーして、

「〝トラム〟って？」

「〝ＬＲＴ〟、〝ライト・レール・トランジット〟とも呼ぶ。乱暴に言えば、最新式の路面電車だ。車両があれば、動かせるかもしれないな。見つけたら教えてほしい」

「ああ、なるほど」

「もちろん知ってたぜ？　車体を叩たたくといい音がするんだー」

「マジか」

「なあ、お前まえ等ら……、いつもこんな緊張感のない会話をしているのか？」

　シャーリーが、真顔で聞いてきました。

「え？　うん、ゴメン」

　なぜか反射的に謝ってしまったレンです。シャーリーは、ふうっと溜ため息いきをつくと、

「まあいい。アホな会話をしていても、でかい奴やつとピトフーイのどちらかが、必ず周囲に目を光らせているからな。さすがだな」

「おうよー！　私わたし達たちが何回優勝したと思ってるんだ？」

　フカ次じ郎ろうが小さな体で胸を張って、シャーリーは無視しました。




　エムが地図の大きさを一度戻して、

「左下、つまり南西ブロックだが──」

　今度はそのエリアを拡大しました。

　そして見えてきたのは、不思議な模様の地形。

　一面茶色なので土が剝むき出だしになっていることが分かる大地ですが、タコの吸盤をランダムに並べたような、円がたくさん描いてありました。その数、数百、あるいはもっと。線が重なり合っているものもあります。

「何コレ？」

　クラレンスが聞いて、誰も分からないのでエムの答えを待って、

「予想でしかないが」

　そのエムも、断定を避けつつ言います。

「クレーターではないかと思う。つまりは何かの攻撃の穴だ。大砲で一斉射撃でも受けたか？」

「あー、なるほど。それっぽい」

　レンは心の中で、月の表面を思い浮かべました。そう考えると似てます。

　エムが、

「だとすると、基本的に平地だが、クレーター部分は凹へこんで、周囲に縁がそそりたっている場所だ。移動も大変だろうし、遠くは望めない。戦うには、よくない場所だな」

「最悪だな！　そこがスタート地点じゃなくてよかったぜ！」

　フカ次じ郎ろうの中で、最悪が更新されました。

　エムが、

「そこに真まっ直すぐな線があるが──」

　南西ブロック右下から北西ブロック左上に向けて、つまり地図の左半分を対角線上に横切る二本線を指さして言いました。

「鉄道の線路だ。障害物がなければ、高速道路と同じく、かなり楽に移動できる。ただし──」

「やっぱり撃たれやすいってことだね」

　レンが言葉を引き継ぎました。

　超高速で移動ができる小さいレンはさておき、一番足が遅くて図ずう体たいがでかいエムには、なかなか厳しい場所になります。

「でもって、その上のマップはと──」

　フカ次じ郎ろうの言葉に、全員の視線が最後のブロック、北西に向きました。

　この時点で12時05分。

　チームが〝移動を停止〟してから、５分が経たちました。




　酒場にいた観客達たちも、最初の10分は作戦タイムだと分かっていて、激しい戦闘は期待していませんでした。

　どのチームが勝ちそうか、どのチームのバトルを見るのがいいのか、新しい武器は登場するのかなど、勝手な会話を楽しんでいましたが、

　ピコン！

　12時05分になった瞬間、大きな音がして全ての画面に文字が出たことで、全員が驚き、文字が浮かんだモニターへと視線を向けました。

　そしてそこに書いてある、

『今回の特別ルールを、酒場の皆さんにはお伝えするよ！』

　から始まる文字を読むのです。

『開始５分後から──』




「廃はい墟きよかな？」

「廃はい墟きよだな」

「人住んでないのか」

「住んでいても撃つぜ？」

　レンとフカ次じ郎ろうが、そんなやりとりを交わしました。

　北西のブロックには、滅んだ町が描いてありました。ＳＪ１のときも存在した、高層ビルが建ち並ぶ町です。しかし今回は、かなりの数のビルが横倒しになっているようです。細長い長方形が、幾つも描いてありました。

　線路がその中央を突っ切っていて、道のようになっていました。

　北西ブロックの右下の端、広さにして半分弱は、真っ白く何もない空間です。

「なんじゃらほい？」

　フカ次じ郎ろうの問いに、

「湖ね。ただし凍っている」

　ピトフーイが、振り向かずに答えます。彼女は先ほどから周囲を誰よりも警戒して、右手に持ったＫＴＲ─０９は、銃口が常に水平、かつ視線と同期して動いていました。

　これで地図を全部見たことになるので、

「よし、では進撃ルートだが──」

　エムの作戦立案タイムが始まろうとしたとき、

「全員、全周警戒！」

　ピトフーイの鋭い言葉がそれを押しとどめました。

　冗談を言い合えるほどのんびりしていても、そこはＧＧＯの戦士達たち。

「っ！」

　レンはＰ９０を構えながらその場にサッと伏せて、

「むっ！」

　フカ次じ郎ろうはレンをサポートする左斜め後ろにしゃがみ込み、両手に持つ大砲を左右に向けました。

　エムは地図を消して、ピトフーイとは逆方向へ警戒。

　シャーリーは狙撃手らしく、Ｒ９３タクティカル２のバイポッド左右を繫つないだ紐ひもを引いてワンタッチで開くと、構えながら土の上に伏せました。スコープの前後カバーを開くことも忘れません。

「おう？」

　最後にクラレンスが、シャーリーの隣にぺたり。

　五人がザッと動いた音がした後は、森の中は急に静かになりました。

　何も動きがない数秒が過ぎて、

「な……、なに？　ピトさん」

　レンが、通信アイテムがなければ聞こえないほどの小声で聞いて、

「何か近づいてくる感じがする」

　同じく小声で、ピトフーイからの答えをもらいました。

　彼女の声には緊張と、そして楽しさが載っていました。

〝感じ〟か……。

　レンはピトフーイの答えに、複雑な感情を持ちました。

　脳からの、そして脳への電気信号で成立しているフルダイブ型ゲームで、〝感じ〟というのはあり得るのか否いなか。

　レン自体は信じませんが、ＳＡＯの[image: β]テスト時代から遊んでいたピトフーイなら可能なのではないかとすら思えます。

　エムが、落ち着いた口調で、

「敵が来られる時間ではない。しかも見えない」

　まずはそう、否定の言葉を言って、

「しかし、ピトの勘は信じる」

　それから愛と信頼のある台詞せりふを続けました。

「バカバカしい……」

　しかし、シャーリーにはピトフーイへの愛はなく、そう言って立ち上がって、Ｒ９３タクティカル２の安全装置をかけました。

「そろそろ行かせてもらうぞ。クラレンス、来い。北に向かう」

「えー？　危なくないの？」

「ＳＪに安全な場所なんかない」

「そりゃそうだけどさー」

　クラレンスは、ゆっくりと立ち上がりました。そこから一歩踏み出そうとして、

「え？」

　できませんでした。

　クラレンスの右足を、地中から伸びた手が、しっかりと握っていたからです。
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「え？　ちょっとやめてよー」

　クラレンスが、チームメイトのおふざけだと思って振り向きながら白い歯を見せて、

「え？」

　ピトフーイにレンにフカ次じ郎ろうにエム、全員が自分と３メートルは離れた場所にいることが視覚情報として大変によく分かって、揃そろって驚いているのもよく見えて、もちろんシャーリーは自分より前にいて、

「じゃあ、誰？」

　クラレンスは視線を下げて、自分の足を見ました。

　そして、

「きゃー！」

　女の子のような悲鳴を上げました。




　森の地面から伸びてきたのは、ゴツい手でした。

　それは茶色で太くて、ゴワゴワとした鱗うろこ交じりで、どう見ても人間のそれではありません。大きさもかなりのもの。

　ガッツリとクラレンスのブーツを、その足首の位置で摑つかみ、

「うわああ！」

　その場に縫い付けてしまったかのように動けなくしていました。

「モンスター！」

　ピトフーイが叫びながら、ＫＴＲ─０９の銃口を素早く向けてきました。

「イヤちょっと待て俺撃つな！」

　クラレンスがイヤイヤイヤと首を横に振ったので、ピトフーイは撃つのを止やめて、

「たーっ！」

　横から飛び込んできたピンクのチビに任せました。

　レンは地面を滑るような高速移動でクラレンスとの距離を詰めると、同時に抜いていたナーちゃんことコンバットナイフで、その腕へと斬りかかりました。

　ざっくり。

　腕は見事に切断され、

「うひぁ！」

　クラレンスはその場にひっくり返りました。足に腕を付けたままで。

[image: ]

「うぎゃあキモイ！　誰か取ってー！」

　驚きつつも近づいてきたシャーリーが、相棒の足から手を外す手助けをしているとき、地面が割れました。

　先ほどまでクラレンスがいた場所で、つまりは手が伸びてきた場所で、土が盛り上がって割れて、そして何かがモリモリと、姿を現すのです。

　土の中から出てきたのは、高さにして１．５メートルほどの、モンスター。

　しかも、ＧＧＯの別のフィールドでも見たことがない、全くの新種です。

　人間のように二足歩行で立ち上がっていますが、足は極端に短く、逆に腕はそこそこ長く太いです。右腕は斬られたので先端がなくなっていて、緑色に光っていました。

　人間のような頭はなく、やや尖とがった先端につぶらな目と耳が見えます。そこから背中を通ってお尻まで、大きな甲羅で覆われていました。色は茶色系の斑まだらで、土でドロドロと汚れているので、一層不気味に見えました。

「〝アルマジロ人間〟ってところね」

　ピトフーイが一言で表現しながら、ＫＴＲ─０９を向けましたが、まだ撃ちませんでした。




　酒場の男達たちにも、その映像は見えていました。

　レン達たちの中央に、アルマジロ男が生えた瞬間を。

　そして、それ以外の場所で、色々なチームの脇に同じような、あるいは違うモンスターが登場し、プレイヤーをしこたま驚かせている光景を。

　先ほど12時05分、酒場の観客達たちは読みました。特別ルールを。

〝今回の特別ルールを、酒場の皆さんにお伝えするよ！　開始５分後から、フィールドにはモンスターがたくさん登場するから、殺されないように気をつけてねー！

　そのモンスターの出現パターンとルールだけど──〟




「モンスターが出るなんて聞いてないぞっ！」

　やっと足を外してもらったクラレンスが怒りながら叫んで、

「だから、コレが特別ルールなんだろ」

　外した手をポイと投げ捨てたシャーリーに、冷静に言い返されました。

　手は空中でポリゴンの欠片かけらとなって消えて、そして二人は、ピトフーイの射撃の邪魔にならないように、急いで後ずさります。

　ピトフーイは、まだ撃ちませんでした。そしてエムもまた冷静で、

「レン！　ナイフで仕留められるか？　銃声を立てたくない」

「わ、分かった！」

　レンは、ピトフーイが撃たない理由をやっと理解しました。ここで派手に射撃しては、周囲の敵チームに知られてしまいます。

　レンは、スリングで肩にかけているＰ９０を左手で押さえました。右手のナイフだけでどうやって仕留められるか、相手の急所を探します。

　相手の名前や、ヒットポイントゲージは視野に現れませんでした。そして見たところ、背中は甲羅のようなので、手を出すのは危険。普通の動物のアルマジロですら、拳銃で撃つと撥はね返してしまうというほどの実力の持ち主。

　するとやはり、狙うは手足かお腹なかしかありません。手首はバッサリと楽に切れたので、それほど固いモンスターではないはず。

　左手の威力がどれくらいあるか、それに叩たたかれたら大ダメージか？　では足をやるか？　しかし、短すぎて低すぎる。ならば──、

　一瞬の思考ののち、レンは素早く飛び込むと、黒い刃を振るいました。敏びん捷しよう性せいに長たけたレンが本気で斬りかかると、その軌跡は残像にしか見えません。

　レンはまず、相手の攻撃力を削そぐために腕を狙いました。アルマジロ人間の左腕が胴体付け根から切断されて、それが地面に落ちる前に、短い首元が横一文字に切り裂かれていました。

　鮮やかな斬り返しも、人によっては一回だけの攻撃に見えたでしょう。

　通常のＧＧＯプレイと同じく、必要十分なダメージを与えたと判断され、

　バシャーン。

　乾いたものが割れる音と、湿ったものが地面に落ちる音──、それらを混ぜて二で割ったような音と共に、アルマジロ人間は緑色のポリゴンの破片となって、その場で砕け散りました。




　通常のＧＧＯプレイならここで少々の経験値が入りますが、ＳＪ中は、一切ないようです。レンの視界には、何も変化が起きませんでした。

　レンは、クラレンスのダメージを、視界左上のゲージで見ました。意図的に視界の一番端に視線を持っていくことで、仲間のステータス表示を見ることができます。

　オールグリーン。どうやら、摑つかまれた程度ではヒットポイントの減損はないようです。それは一安心しつつ、

「なんでＳＪでモンスターが出るの！　ってそうか……、コレが特別ルールか……」

　レンはクラレンスよりも頭が回ったので、言っている途中に理解しました。

　じゃあ、ピトさんは地下から迫るコレを〝感じた〟ってこと？　バケモンか相変わらず！

　口には出しませんでしたが、心の中で叫んでいました。

　レンはナイフを持ったままにして、周囲の警戒を続けます。エムやピトフーイの二人も、既に足下に注意と銃口を向けていました。

　突然、小太鼓の音が聞こえてきました。

　たたたたたん、というリズミカルな音が。森の遠くから。かすかに。方角で言えば、西から。

　それが何か、レンにはすぐに分かります。もちろん太鼓ではありません。

「誰かが撃ってる……。数百メートル向こう」

　たたたん。

　銃撃音が止やみました。

「別チームのお隣さんか。やっぱりモンスターに襲われたんだなー」

　フカ次じ郎ろうが言いました。位置関係からして、ゲーム開始時に１キロ離れた場所にいた、最寄りの敵に違いありません。モンスターは大した敵ではないようで、簡単な銃撃で倒したようです。

「不公平では、ないようだ」

　エムが言いました。

　ピトフーイは、いつの間にかＫＴＲ─０９を左手に持ち替え、右手に銀色の円筒の筒、光剣である《ムラマサＦ９》を握っていました。光の刃は、まだ出していません。

　そして、険しい顔で、音がした方へと、森の向こうの見えない敵へと視線を向けていました。

　レンはそんなピトフーイをちらりと見て、違和感を持っていました。

　銃声からして相当離れている敵なので、すぐに脅威になることはないはず。それなのにこんなにピトさんが警戒しているのは、どして？

　その答えを教えてくれるかのように、再び銃声が聞こえ出すのです。

　たたたたたん！

　先ほどと同じ場所からの、連射音。

　たたたたん！　ドドドド！　たたたどかかかどかんどどどとたたたた！

　それに続いた、重低音混じりのドラムの連打。

「なんだなんだ？」

　フカ次じ郎ろうが、近くにあった木の幹の後ろへと隠れました。

　レンも、地面を警戒しつつも頭を下げました。

　エムは身をかがめつつ、

「側方、後方警戒を頼む」

　シャーリーとクラレンスに指示を出しました。

　渋るかと思われたシャーリーですが、素直に従って、クラレンスと一緒に北側や、可能性は低いですが東側に目と銃口を向けました。

　たたたん！　たたたたたたたん！　どたたたた！　どかん！

　西側から聞こえる銃声は、止やむことがありませんでした。最後の〝どかん！〟は、手しゆ榴りゆう弾だんを投げたのでしょう。

「派手な戦闘をしている……」

　レンが、ＳＪ１を思い出しながら言いました。あのときも、後先考えずに移動したチーム達たちは、森の中でかち合って、序盤だってのに全力全開のファイトを演じていました。

　しかし、四回目ともなった今回で、それはちょっと考えられません。ＳＪ３ではＳＨＩＮＣが序盤からバトルをしていましたが、それはこことは違って石の塔がそびえる荒野。彼かの女じよ達たちは勝ち目があると踏んでの作戦でした。

　たたたたた！　たたたたた！

「ピトさん、エムさん。アレちょっとおかしいよ。ずっと同じ場所から銃声が聞こえる。一チームだけなんだよ。なのに、なんでこんなに撃ってるの？」

　自分では分からないことは、この二人に聞くしかありません。

「分からない。ピト？」

　エムもまた、分からないことを恥じない男でした。

　12時07分。

　スキャンまでまだ３分あることを確認したピトフーイは、二人の質問に、そして全員が知りたがっていることに答えます。

「このモンスターが出るという特別ルール、考えたのはあの性悪の作家よね」

「そうだけど……」

　レンが相あい槌づちを打ちました。

「そしてさっき、一体出た。レンちゃんが倒した。それ以後はまだ出てない」

「うん」

「でも、ちょっとおかしくない？　ＳＪを引っかき回すためにモンスターを出すとしたら、もっとたくさん出すべきじゃない？」

「え？　……まあ、そうだね」

「でも、いくら弾薬が戻るサービス付きでも、のべつ幕無しにモンスターを出しまくって別チームと戦えなくなったら、ＳＪというゲームの否定みたいで、みんなから総スカン食くらうわよね」

「そうかも」

「観客もプレイヤーも納得するルールの下でモンスターを出さないと、自分が叩たたかれてしまう。性悪だけど叩たたかれたくないチキンなら、頭を捻ひねる」

「ふむ」

「そこで私は、性悪になったつもりで考えてみた。ゲーム後に、〝こういうルールだったんだから、僕は悪くないでしょ？　ＳＪは成立していたでしょ？〟と言い張れるズルくて狡こすっ辛からいルールは何かを」

「ピトさん得意そう……」

「どーも。そして思いついた」

　レンは、相あい槌づちを打たず、続きを待ちました。フカ次じ郎ろうや他の仲間達たちも、その思いつきを聞きたくて、警戒しつつも耳をそばだたせているのが、雰囲気で伝わってきました。

「〝じっとしていたらモンスターが出てくる。そのモンスターを倒したら別のに襲われる〟ってルールを」

「それって、つまり……、さっきのアルマジロ君は……」

「そうよレンちゃん。最初の一体は斥候。偵察。様子見。コレは予想だけど、同じ場所にじっとしていると、斥候となる一体が現れる。その時間は、５分。そしてそれを攻撃してしまうと、周囲に警戒信号を撒まき散ちらしてしまう。結果──」

「大量のモンスターに襲われる……」

　たたたんたたたたたん！　たたたたたたたん！　どどどど！

　遠くから聞こえる銃声が、まるで悲鳴のように感じられて、レンは背筋を震わせました。

　ピトフーイの予想が確かなら、西側の数百メートル離れた場所で、そのチームはモンスターに囲まれ、襲われまくっているのでしょう。それに反撃しているからこそ、さらにモンスターを呼び寄せて……。

「実質、５分以上の待ち伏せを不可能にするルールってことか……」

　シャーリーが、忌いま々いましそうに言いました。待ち伏せしたいスナイパーには、厄介です。

「じゃあ、どうして俺おれ達たちは無事なん？」

　クラレンスが質問して、

「偶然でしょうね。銃で倒さなかった。ＧＧＯは銃の世界だからね。撃ち殺すことがトリガーになってるのよ」

「むう……」

　確かに、普通のＧＧＯプレイヤーなら、絶対にぶっ放していたでしょう。

　レンは、ナイフを持つ右手に力を込めました。エムがナイフでやれと言ったのは、銃声を周囲に聞かれないようにするためでしたが、こんな効果もあったとは。

　ありがと、ナーちゃん。

　レンはナイフを腰に戻しました。

　もう一人、自分のナイフに感謝をしている人がいました。

　それはいいことを聞いた、出てきたらこの剣けん鉈なたで刺し殺してやる。

　そうです、シャーリーでした。




　酒場の観客達たちは、全てを知っていました。

　12時05分に発表された特別ルールの全文を読んでいたからです。

『今回の特別ルールを、酒場の皆さんにお伝えするよ！　開始５分後から、フィールドにはモンスターがたくさん登場するから、殺されないように気をつけてねー！

　そのモンスターの出現パターンとルールだけど──、

〝５分以上、同じ場所にプレイヤーが留とどまったら、偵察モンスターが発生する〟

〝発生した偵察モンスターの攻撃意図と耐久力は、最初は低い。でも、やがては牙を剝むいて襲ってくるからね。また、すぐにプレイヤーが移動すれば追いかけてこない〟

〝しかし偵察モンスターを銃撃で倒した場合、周囲に警報を鳴らすので、一定時間その場所にはモンスターが殺到する。それらを倒しても同じ〟

　この三つだよ！

　つまり、芋みたいにじっとしていないで、ちゃんと動き回っていれば何ら問題なく対処できる簡単な障害だね。

　ＳＪはチームバトルロイヤルだから、モンスターなんか気にせずに、頑張ってね。

　さあ、みんなレッツファイト！』







　12時09分30秒。

　レンの左腕で、そしてそれ以外のメンバーの腕でも、腕時計が振動して、スキャンが近いことを知らせました。

　しかし、それは、この場所で10分が経過するということで、

「こんままここにいたら、次の偵察モンスター、出るんじゃね？」

　フカ次じ郎ろうも気付きました。

「そういうことだな。全員、移動準備。レン、先陣。ピト、続け。俺とフカ次じ郎ろうは一緒に。残りの二人は殿しんがり。スキャンは俺だけが見る」

　了解、の声が飛び交いました。

　シャーリーは苦い顔をしていましたが、この時点で離脱するのは止やめました。

　10分を迎える直前に、レンは聞きます。

「どっちに移動？」

　たたたたたたん！　たんたん！

　撃ちまくっている音が聞こえてくる方へ、エムは太い手を指し示しました。

「西だ。まずはあの可哀かわい想そうなチームを、楽にしてやろう」





＊　　　　　＊　　　　　＊






　レン達たちより一つ隣に、西側の森にいたチームは、

「うそー！　なんでなんで！　なんでＳＪでモンスターが出るの！　ありえなーい！」

　ＺＡＴの皆さんでした。実況プレイヤーのセインが、驚きつつも叫んでいました。

　セインは叫びながらも、自分の愛銃である《８９式小銃》を三点バースト（注・一度引き金を引くと３発連射できるモード）で撃ちまくりました。同時に、

「〝こんなＳＪ見たことなーい！　ふっしぎー！〟」

　最近アイスクリームのＣＭで流れているアイドル歌手の口くち真ま似ねなんかをしていました。大量のモンスターに迫られて、わりと余裕がないはずなんですが。

　森の中では仲間達たちが、必死になってずっと反撃しています。

　彼かれ等らに何が起きたかは、ピトフーイの予想どおり。

　ＳＪ開始後に定石どおりにじっとしていたら、木の上からモンスターが降ってきて、そいつを慌てて撃ち殺してホッとしていたら──、

「もっと出てきました！　謎です！　どうして！　ホワーイ！」

　セインは実況に忙しくて、謎を考える余裕がありませんでした。

　彼かれ等らは森の中で防御円陣を組んで、周囲３６０度から湧いては寄って集たかってくるモンスターへと、ひたすらに銃撃を続けていました。

　モンスターは土の中から出てきたり、木の虚うろから飛び出してきたり、葉の裏から落ちてきたり、出現の仕方は様々。

　その姿も多種多様ですが、どうも動物をアレンジした外見が多いようです。猿だったり、アルマジロだったり、チーターだったり。パンダみたいな色分けの奴やつもいました。

　どれもコレもＧＧＯでは見たことがない奴やつらばかりで、弱点や耐久度が分かりませんが、

「セイン！　お前も撃て撃て！　こいつら、近くに来たら撃たれ弱いぜ！」

　ＧＧＯで最も一般的なサブマシンガン《ＨＫ・ＭＰ５》、その固定ストックモデルのＡ４タイプをフルオートで連射していたベンジャミンが言うように、拳銃用の９ミリ・パラベラム弾でも、胴体に３発も当てれば消し飛んでしまいます。

　遠くにいる場合はもっと撃ち込まないと倒れないので、距離に応じてダメージが増える率が、通常のモンスターや人間より多めに設定してあるようです。

　ＺＡＴの皆さんは、撃って撃って撃ちまくりました。おかげでモンスターの接近を一切許さず、どうにか10メートルくらいの距離で押しとどめていました。

「みんなが心強い！　そうだ！　今回はスペシャルルールで30分で弾丸はマックス回復！　よーし、レッツフルオート！」

　セインは実況しながら、８９式小銃のセレクターレバーを、〝３〟の位置から〝レ〟の位置へと動かしました。

　自衛隊の小銃は、それはもちろん日本の銃ですから、セレクター表記が日本語です。ちなみに〝ア〟が安全。セフティオン。〝タ〟が単射。つまり１発撃ちです。〝アタレ〟で〝当たれ〟に引っ掛けているなんて言われています。

　自衛隊の小銃には必ず付いているバイポッドを開いて、それを土台に森の中で伏せて、

「安定の伏せ撃ち！　命中率43パーセントアップ当社比！　なお、効果には個人差があります！　モデルは全員十八歳以上です！」

　セインはよく分からない言葉で実況しながらも、８９式小銃をフルオートでバリバリと撃ちまくりました。

　放たれた５．５６ミリ弾は、木の幹から顔を出した、馬と羊を混ぜたような出来損ないモンスターをスパスパと射貫いて、ポリゴンの欠片かけらへと変えました。

　30連マガジンを交換しながらセインは、

「思ったんだけど、あのデザインって、ＧＧＯでボツになったやつを再利用しているんじゃないかなあ？　今回だけにまったく新しいデザインって、そんなにお金がかけられるとは思えないしね」

　そんなことを言いました。

　実際その通りで、今ひとつ冴さえない垢あか抜ぬけない格好よくないデザインのモンスター達たちは、ＧＧＯの設計段階、デザインコンペで撥はねられたものばかりなのです。

　12時12分。

　弾代を気にせずに撃って撃って撃ちまくって、ＺＡＴの皆さんはおよそ７分間を耐えきりました。

　彼かれ等らはその間、その場から全然動いていませんが、さすがにすぐさま偵察モンスターが出てくるような鬼ルールではないようです。

　モンスターの動きがなくなって、さらに数十秒待ってから、

「どうやら、もう出てこないようです！　俺おれ達たちはやったぞー！　ＳＪの特別ルールに耐えた！　なんという輝かしい瞬間でしょう！　なんというグローリー！　俺おれ達たちの快進撃は、ここからスタートする！」

　セインは立ち上がると、両腕でガッツポーズをしました。

　片手には、熱くなった銃身から煙をたなびかせている８９式小銃が握られています。

「うおお！　我が相棒よ！　よくぞ耐えてくれた！　コレが終わったらたっぷり磨いて油をさして、ナデナデして添い寝してあげるからね！」

　一見変態的行動ですが、ＧＧＯにはこういうコトをする人は珍しくありません。わざわざヴァーチャル空間に来てまでベッドを借りて、銃を抱いて寝る人もいます。

　ＺＡＴのチームメンバー達たちも安心して、使いまくってしまった弾薬の補充をするためにストレージから出したり、弾倉を交換したりしていますが──、

　皆さん、何かお忘れではないですかね？




「撃て」

「クソ」

　エムからの命令を受けて、悪態をつきながらも、シャーリーは撃ちました。

　高性能狙撃銃Ｒ９３タクティカル２は、チームＬＰＦＭで最初に火を噴いた１丁になりました。

　放たれた、直径７．６２ミリ、炸さく薬やくと雷管を内包した炸さく裂れつ弾だんは、木々の隙間を通り抜け、４００メートルの距離を約０．６秒で飛ひ翔しようして──、

「ああ、スイートベイベー、オウマイダーリン、アイラブユー」

　８９式小銃のストックにキスをしていたセインの胴体に吸い込まれていきました。

　胴体内で炸さく裂れつした弾は、彼を上半身のＡパーツと、下半身のＢパーツに分離させ、今後の実況を待機エリアと酒場でやることにさせました。

「行け」

「了解！」

　レンは走り出しました。

　じわじわと迫った末、ＺＡＴが陣取る森の中までの距離は、残り２００メートルほど。

　森の中を、レンは木々にぶつからないように全力疾走。

　その疾走の援護に、エムはＭ１４・ＥＢＲを鋭く連射しました。最初の１発目で、伏せるのが遅れたカーサの頭を射貫き、２発目は隠れかけていたケーニッヒの顔面に命中。彼のヒットポイントを半分に減らしました。

「狙撃だあ！　敵だ！　今度は本当の敵さんだぞ！」

　木の幹の後ろでべったりと伏せた山やま田だが叫んで、

「くそー！　スキャン過ぎてたっ！」

　フロストは自じ分ぶん達たちの大失態に気付いたのでした。

　エムの連射が彼かれ等らをその場に足止めしている間に、レンは森林部短距離走の世界新記録を出して、

「ゴメン！」

　そのままの勢いで、敵陣へと突入して行きました。

　べったりと伏せているだけの相手など、射撃練習の的でしかありません。レンは狭い範囲を駆け巡りながら、

　ぱぱぱん。

「ぐげっ！」

　ぱぱぱ。

「うがあああー！」

　さくっ。

「ナイフいやー！」

　二人を撃ち殺し、最後の一人、救急治療キットを打っていたケーニッヒの喉笛を手ごと切り裂いていきました。

　真っ先に逃げることができた、チームの仲間を全員見捨てて遁とん走そうしていたベンジャミンは、

「ハーイ！」

　回り込んでいたピトフーイとバッタリ出くわして、

「は、はーい……」

　反射的に挨拶をしたあと、光剣によって首と胴体を別の場所に配置することになりました。







　12時13分。

　ＺＡＴの死体が【Ｄｅａｄ】のタグを付けて転がる中で、レン達たちは先ほどできなかった作戦会議をしていました。

　全員で直径数メートルの円陣を組んで、しゃがみながら外側を向いています。顔を一切向けずに、会話だけでのやりとりです。円をかなり大きくするのは、グレネードの一撃で全滅しないため。

　まずはエムが、

「最初のスキャンの結果だが──、ＳＨＩＮＣは北東の外れ、空港にいた。ＭＭＴＭは北西の外れ。南西の外れは、ＺＥＭＡＬだ」

　そんな報告。

　よし！　空港に行けば会える！　戦える！

　レンは心の中でガッツポーズをしました。一番遠い、北西でなかったことは幸いです。

　もちろん戦えるまでにはまだ時間はかかるでしょうし、そこまで生き残るのが先決ですが。

　そういえば、ファイヤのいるチームはどこへ？

　レンは思いましたが、彼のいるチームの名前すら知らないのですから、分かりません。

　今回のＳＪ４、出場チームの半分以上が新しい名前だったので、まったく予想がつきませんでした。

　今頃はどっかで死んでるといいな。

　レンは思いました。

　エムが続けます。

「森の中には三チームいた。一チームはここで消えた。今回初出場の残り一チームがいたのは、一番南の橋のすぐ近くだった。最初に地図を見たとき、ある程度のリスク覚悟で、橋へ急ぐことを選んだのだろう」

　なるほど。

　レンは頷うなずきました。自じ分ぶん達たちはフィールドの一番隅だったので、10分ではそこまで行けませんでした。レンだけならさておき、鈍足のエムも交えるとそれは無理。

　でも、初期配置が橋まで１～２キロの場所だったら、敵との接触のリスクは承知の上で、または10分間は敵チームも動かないと踏んで、移動していたかもしれません。

　ピトフーイが、

「当然、そのチーム、今頃は頑張って橋を渡っているでしょうね。渡り終えているかも。移動していたのなら、モンスターと戦っていないでしょうし」

「するってーと、森のエリアには、今は私わたし達たちだけってことかいな？」

　フカ次じ郎ろうが言って、エムが大きく頷うなずきました。

「マップを見た上で、あえてこのエリアにやってこようというチームがいるとは、あまり思えない」

　だよねえ。

　レンは思います。こんなに入りにくい、そして出にくい場所にわざわざ入ってくるチームは、よほどの物好きでしょう。レンだって、こんな場所はとっととおさらばしたいのです。

　エムが続けます。

「モンスターに邪魔されて喋しやべることができなかったが、スキャン前はこう考えていた。俺おれ達たちは敵チームに裏をつかれないように、南側、あるいは東側の境界線ギリギリを移動しつつ、橋を渡るか湿地帯を越えようと。シャーリーとクラレンスは、渡った後は、二人で自由に行動してもらって構わない」

　シャーリーが、

「異論はないぞ。いっそ、もういいか？」

　今すぐその場から立ち去ろうとする勢いでしたが、クラレンスは少し冷静でした。

「まあ落ち着きなよ。エムの話は終わってないぜ？　そしてこう言いたいに違いないぜ？　〝しかし、この場所にいることは決して悪いことではない〟ってね！」

「そうだ」

　エムが肯定し、レンにも二人の言いたいことが分かりました。

　今この森エリアにいるのが自じ分ぶん達たちだけなら、〝しばらくここから出ない〟という手もあるのだと。

　この場所で小刻みに移動し続けてモンスターをかわし、敵チームとの交戦をとことん避ける。そうすれば時間経過と共に自然とチーム数は減るので、そうして初めて、より安全になった川を渡る。これだって、立派な作戦です。

　もし、レン達たちとの勝負が所望で、あるいは同じように隠れたくて敵が迫ってきそうなら、卑ひ怯きようにも橋のどこかで待ち伏せをする。あるいは、森に来るまで待って、全力全開で迎え撃つ。

「うーん、戦略としては悪くないがねえ、それじゃオイラと、右みぎ太たと左ひだり子こが輝けないじゃないか。おっと、私わたし達たちのことはいいんだよ。それじゃピトさんが、暴れられないじゃないか。レンが、以下略」

　フカ次じ郎ろう、本音のあとに建前を続けました。

「悪くはない手ね。優勝を狙うのなら、それは賛成」

　ピトフーイがそう言って、

「狙わないのか？」

　シャーリーからは、意外そうな声がかかりました。

「もちろん狙うに決まってるじゃーん！　でもね、それよりも──」

「それよりも？」

「レンちゃんをＳＨＩＮＣと再戦させたいのよ、私は。だから、北に行く案に一票。ま、これは選挙じゃないけどね」

　ピトさん……。

　まさかの理由に、レンの心が、一瞬緩みました。そして、

　いや、ピトさん何か企たくらんでないかな？

　一瞬で引き締まりました。

「ピトさーん、なんか企たくらんでない？」

　フカ次じ郎ろうは正直に聞いて、

「ないないない。企たくらんだことなんて一度もない」

「マジかー！」

　12時17分になって、

「あと１分でモンスターが出る。決めさせてもらう」

　エムが言いながら、周囲を警戒しつつ立ち上がりました。

　そして、

「レン。南へ走れ」
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　12時20分。

　２回目のスキャンを、まだ生きているプレイヤー達たちは一斉に見ました。

　この時間になるとさすがに、

〝モンスターは５分以上同じ場所にいると、一体湧いてくる〟

〝倒すとそれが呼び水になり、しばらく大量に押し寄せてくるので、さっさと無視して動くのがいい〟

　ということは、言われなくても分かってきました。

　４分以上同じ場所にいないことでやり過ごせるので、全チームがそうしていました。待ち伏せ作戦を取りたかったチームは、

「まったくあのクソスポンサー作家め！」

「出てこい撃ってやる！」

　ブーブー言いながら。

　それは、ＳＪでまだ生き残っているから分かること。

　モンスターに囲まれて哀れ全滅したチーム、そしてモンスターとの戦闘中に他チームに襲われて全滅したＺＡＴのようなチームは、七チームにもなりました。かなりの損耗です。

　普通の戦闘で消えた分も加算して、20分現在の生き残り、全二十一チームになっています。




　そのうちの二十チームが、スキャン結果によって知りました。

　優勝候補の筆頭ＬＰＦＭが、地図の右端、表示されるギリギリの位置にいることを。

　10分前はもう少し左上、つまり西と北に移動した場所にいたはずですので、つまりは一番奥に引っ込んだ、ことになります。

　多くのプレイヤーが、思いました。

　アイツらは森の中で引きこもることを選んだ、と。

　そしてその意気地のなさを、内心では笑いました。

　レンのことをよく知っている数チームのプレイヤーが、思いました。

　ああ、コレはトラップだなと。

　この時間帯での位置は、全くアテにならないぞと。




「レンちゃん達たちが〝穴あな熊ぐま〟なんてするわけないだろうが。おめでたい連中だな」

　酒場では観客の一人が、〝引きこもり〟を笑った連中に鋭い言葉を吐いて、

「あんだとコラァ！」

　ケンカになりかけていました。ちなみに穴あな熊ぐまとは、将棋で王様を盤面の角っこにおいて周囲を別の駒で固める防御陣形。

　酒場でケンカとは実にアメリカ映画っぽいですが、ＧＧＯの首都グロッケンでケンカしてもダメージを与えられず、ただ単にお互いの体を必死に殴っているだけというコントみたいなことになるのでやめて、

「おうおう〝事情通様〟よう。バカな俺おれ達たちにも分かるように、ご説明願えますかねえ。現に今、とんでもない端っこで光っているんですがね」

　ガラの悪い皮肉による〝口撃〟に済ませました。

　その観客は、鼻で笑った後に答えます。

「ピンクのチビの足なら、10分で４、５キロ走るんだぞ。マップの端にいたって、次のスキャン前には橋に辿たどり着ついていることすらできらーな。あれはリーダーマークだけをそこに置いておくためのトラップだよ」




　レンは、誰もいない場所で、一人でぽつんと立っていました。

　３分前にエムに、とにかく急いで端へと行けと言われ、森の中を全力疾走したレンは、この場所に辿たどり着ついていました。

　マップの南東の端っこには、これ以上進むことができない境界線を示すために、有刺鉄線が張ってあります。

　頑張っても抜けそうにない、電信柱のように高く太い鉄柱が短い間隔で埋め込まれ、その間に、直径数ミリの有刺鉄線が、高さ10メートル程の位置までびっしりと張られています。その向こうにも森は見えますが、レンは行く気にもなりませんでした。

　でも、どういう理由で有刺鉄線が張られたかは興味があるので、スキャンまでの時間にちょっと調べてみると、外側についていただろう看板が何枚も落ちているのを発見。

　錆さびて汚れていますが文字は読めました。それらに英語で書いてあったのは、

『バイオハザード！　重汚染エリア！　立ち入った場合の命の保証は一切しない！　ＣＤＣ』

『一度でも入った者を外には出さない！　警告なしに射殺する！　合衆国国防総省』

『この中にいるあなたたちの家族はもう、あなたたちの家族ではない。あなたのことも覚えていない。諦めるんだ』

　そんな、おどろおどろしい内容でした。

　おいおい、何かあって隔離されたエリアかよ！　その中が戦場かよ！

　レンはＶＲ世界の中とはいえ、かなーりイヤな感じがしました。さっきまでは一人でも寂しいとか怖いとか感じていなかったのに、急に心細くなりました。思わず、ピーちゃんを抱きしめてしまいました。

　そしてスキャン時間になり、端末を取り出すこともなくその場で待機。

「いいぞ。終わるまで待て」

　エムからの通信アイテム越しの声を聞いて、

　よーし、また走るか。

　再びの疾走の準備をします。

　Ｐ９０とマガジンポーチをストレージにしまって、腰にはナイフだけという軽装、つまり一番身軽で走りやすい格好で待機すること数十秒。

「スキャン終了。計画通りだ」

「了解！」

　レンの足が、森の土を蹴りました。




　レンは走り続けました。森の中をひたすら真北へ。

　森の中では進む方向を保つのが難しいものですが、今回はズルができます。そうです、東側の境界線に沿っていけばいいのです。

　エム達たちは森エリアの最北端、そこにある橋に向けて、ずっと最短距離を移動中のはず。

　ナビゲーションに長たけたエムがいるのなら大丈夫でしょう。フカ次じ郎ろうだけだと、かなり心配でしたが。

　チームはそこで合流して、12時30分のスキャン後に空港へと向かうのが今回の作戦です。

　先ほど、エムは言いました。

「北の橋を目指すが、そのまま危険を覚悟で使うか、それとも川と湿地帯を渡るのかは、現場周辺を見てから決める」

　そしてその理由も。

「高速移動できる乗り物が、周囲に隠されているかもしれない。マップとしては理不尽な箇所なので、救済措置として期待はできる」

　全員が納得しました。

　ホバークラフトやプロペラボートがあれば湿地帯や川も楽ちんですし、車両があれば橋だって一気に突破できます。

　己の足で歩くのが基本のＳＪで、時速数十～百キロで突っ走れる移動機械の効果は絶大です。レンはそれを身にしみて知っています。

　ＳＪ１ではＭＭＴＭのホバークラフトと、ＳＨＩＮＣのトラックにかなり翻弄されました。

　ＳＪ２ではやはりＭＭＴＭの四輪駆動車ハンヴィーと、Ｔ─Ｓの自転車に。

　ＳＪ３では、レン達たち自らトラックで楽をさせてもらいました。

　森の北端を目指すという方針は決まりましたが、その前にリーダーマークを持つレンの位置を遠ざけてごまかすのも、作戦の一環です。エム達たちを別に進ませて、乗り物を捜させる目的もあります。

　もちろん〝リーダーマークトリック〟などＳＪではよくある手段。引っかからない人もいるでしょうが、やれることは全てやっておくのが、慎重なエムという男なのです。

　話を聞いたシャーリーも、それ以上の作戦が思いつかなかったのか、どうせ北に行こうとしていたのでちょうどいいと踏んだのか、あるいはその両方か、

「いいだろう。川と湿地帯を渡るまでは一緒に行動してやる。その後は、本当に、勝手にやらせてもらうからな」

　ムスっとした顔でそう言って同意していました。

　まあ、とにかくあの川と湿地帯は危険すぎる。二人だけで渡るより確実だよね。

　レンは走りながら思います。

　シャーリーは、なんだかんだ言って冷静なプレイヤーで、生き残るために多少の我は捨てられるんだなあ。このままズルズルとチームメイトだといいんだけどねえ。

　レンは走り続けます。森の中をひたすら北へ。北へ。

　その耳に、エムからの指示が飛んできます。

「先ほどの二回目のスキャン、残チームは二十一だ。森へと近づいたチームはない。直近が、前も住宅地中央にいた《ＤＯＯＭ》という初出場の連中だ。これが俺おれ達たちを川で迎え撃つか否いなか不明だが、森の中にいる間は攻撃を気にしなくてもいいだろう。合流を優先しろ」

「了解！　何か見つかるのを祈ってるよ！」

　レンは、走り続けました。

　ＳＪでは走ってばっかりだなあ、と思いながら。







　12時25分。

「やっほー！　道路に出たよ！」

　クラレンスをポイントマン──、つまり先頭を進み警戒する役目にして森を進んでいたエム達たちは、とうとう北側の橋のたもとに辿たどり着ついて、そこへ繫つながる道路へと出ました。

　橋に繫つながる道路が、森の中にも延びています。モデルになったアメリカらしく、アスファルトではなくコンクリート舗装の、路肩がやたらに広い二車線道路です。その幅は、20メートルはあるでしょう。

　注意深く周囲を警戒したクラレンスとピトフーイは、安全を確認するとチームメイトを呼びました。それから全員で散らばって、周囲に乗り物がないか、捜しました。

　ピトフーイとエムは、湿地帯と森の境目に出てきました。

　幅の広い広大な湿地帯と、その中を幾重にも枝分かれして流れている川と、そして欄干の低い橋が真まっ直すぐ延びている様子が見えました。

　湿地帯では葦あしのような草がびっしりと生えていて、ゆらゆらと風で揺れていました。川かわ面もは穏やかで、鏡のように空を映していました。

　分厚い橋は分厚い橋脚に支えられて、やたら頑丈そうに見えました。この手のデザインは実際にある橋が使われますので、よほど洪水の多い箇所をモデルにしたのでしょうか。くすんだ白色の欄干は鉄パイプ製で腰の高さほど。橋から下までの高さは、だいたい10メートル。

　二人は周囲を注意深く窺うかがいましたが、ボートのようなものはありません。

「曇ってきたわね」

「ああ」

　森を出て分かりましたが、スタート時にはなかった雲が、じわじわと空を覆い始めていました。赤かった空に、灰色の部分が増えてきています。

　12時28分。つまり必死に捜し始めてから３分後のこと。

「あったーっ！　あったぜみんな！」

　道を渡って反対側の森へ入ったフカ次じ郎ろうが、とうとうお宝を発見したようです。

　全員がその場所へ集まると、

「おお！　すごーい！　かっこいー！」

　クラレンスも大喜びの、移動機械がありました。

　枝道の中、森の緑に紛れるように、大きな大きな布で覆われて隠されていたのは、一台のトレーラー・トラックでした。

　運転席とエンジンがある〝トラクター〟、つまり前方の牽けん引いん部分と、後部の〝トレーラー〟、引かれる荷台部分で構成される輸送車両です。

　これもアメリカサイズなので、日本で走っているのに比べて桁外れに大きく、まるで鉄道の車両のような偉容でした。横から見ると、大きなタイヤが六つも見えました。

　全員で大劇場のカーテンほどはある布を完全にはぎ取ると、後部に積んである荷物が露あらわになりました。

　荷台は平らでした。車体フレームの上に載った分厚い鋼鉄製の荷台で、縁に大きな鉄製の囲いが、あるいは柵がいくつもついています。

　その中には、柱が何十本も横たわっていました。長さ20メートルの、電柱のような太い鉄柱です。さっき見たレンなら、境界線の鉄条網を張るための柱だと分かったかもしれません。

　隙間なく積まれた柱は、ワイヤーロープで縛り上げられていました。荷物の一番上まで、路面からの高さは４メートルほど。

「何かに使えるかね？　この鉄柱」

　クラレンスが言って、

「振り回して敵を粉砕する」

　フカ次じ郎ろうが答えました。クラレンスが肩をすくめます。

「結局役立たずの、文字通り〝お荷物〟か……。落とした方が速度出るよね？　落とせないかな？」

「無理だろう。ワイヤーを切ったとしても、車体を横にはできない」

　そう言ったエムは、楯たての入ったバックパックを地面に置いて、左側にある運転席へとよじ登っていきます。エムの巨体だと、さすがにバックパックごと入るのは無理がありました。

　エムは、誰かが先に来てブービー・トラップを仕掛けていないか、確認しながら慎重にドアを開けて、運転席に乗り込みました。

　刺さっていた鍵をひねると、モンスターが吠ほえたような豪快な音を上げて、エンジンがかかりました。空に真まっ直すぐ突き出す二本の排気管から、黒い煙がもうもうと吹き出します。

　未来の地球の設定なのに鍵があってディーゼルエンジンなのかよ、とツッコんではいけません。それがＧＧＯです。

「よし、運転できる。燃料も、空港に入るくらいは持つだろう」

「おっけー、じゃあ、乗っけてけー！　レッツドライブ！　まあ免許証のある私が運転してあげてもいいんだけどさー、まあ、エムは運転したそうだしさー」

　フカ次じ郎ろう、言いながら右側の助手席に乗り込もうとして、エムに止められます。

「全員、荷台だ。最後部に乗って、すぐに飛び降りられるようにしておいてくれ。ピトは俺のバックパックを頼む」

「えー、女が外かよー」

　フカ次じ郎ろうがぼやきましたが、この先の道中で一番攻撃されやすいのは間違いなく運転席なので、これはしょうがないことです。

「ま、しゃーねーなー。じゃあみんな乗れ！　急いで出発だ！　森エリアとはこれでおさらばだ！　おっと、誰か一人忘れている気がするけど……、気のせいだな……」

「ひどーい！　わたしも乗せてー！」

　そんな声と共に、ピンクの小さい物体が高速で駆け寄ってきました。森を駆け抜けて、途中から道路を使ったレンです。

　レンはクラレンスの手招きで道路から森へと入り、Ｐ９０をストレージから出しました。

　これにてチームメンバーは合流完了。待望の乗り物も見つけて、橋を突破する手はずはできました。

　チームの女性プレイヤー全員が、トレーラーの荷台の一番後ろ、鉄柱の先端が大量の円を見せている箇所に乗り込みました。

　しかし、

「エム、スキャンどうする？」

　ピトフーイが言ったとおり、すでに12時29分も30秒過ぎです。

「…………」

　エムは、数秒考えました。

　このまま橋を渡り始めて、他チームがスキャンを見ているかもしれない時間を、有効に使うか。

　それとも、数十秒、いえ、数秒でもいいから待って、結果によっては橋を渡るのを延期するか。

「スキャンを見る」

　エムは、より確実な方法を取りました。

　この数十秒の出発の遅れが──、

　彼かれ等らを、橋の上の熾し烈れつなバトルへ送りこんでしまうのです。
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　12時30分になって、同時に二つのことが起こりました。

　一つは、もちろんスキャンの開始。

　そしてもう一つが、〝弾薬、フル回復！〟の文字が視界の中に現れたこと。この瞬間、今まで使った分の弾薬、エネルギー、手しゆ榴りゆう弾だんの数などが全て元通りになったはずです。

　レン達たちはあまり使っていませんが、それでもフル回復はありがたいことです。このチームで一番このルールの恩恵に与あずかりそうなのは、お手製炸さく裂れつ弾だんが高価で少ないシャーリーと、プラズマ・グレネード弾をバカスカ撃てるフカ次じ郎ろうでしょう。

　トレーラーに乗るレン達たちは、それぞれのサテライト・スキャン端末を見ました。

　よりによって自じ分ぶん達たちとは一番遠い場所、北西から始まったスキャンは、途中のチームの居場所を点灯させながら、どんどんと進みます。

　レンはまだＳＨＩＮＣがいるか、空港近くの位置のマークを片っ端から触っていき、

「いた！　よかった……」

　見つけました。空港の左下。マップ中央に近いあたり。滑走路の上です。

　マップ中央から北西寄り、インターチェンジと湖の周辺では点の密度が高く、ここでそれなりの激戦が行われているようですが、今の時点ではその詳細は分かりません。

　次の問題は、自じ分ぶん達たちがこれから渡ろうとしている北の橋の近くに、誰かいないかです。スキャンが近くまで進んできました。

　先ほど住宅地中央にいたＤＯＯＭというチームは、まだ、ほとんど同じ場所にいました。

　すると、これから橋を渡る邪魔にはならないかな？

　レンは気軽にそう思いましたが──、

「くそっ！」

　珍しくエムの悪態が聞こえて、

「動かすぞ！　摑つかまれ！　落とされるなよ！」

　荷台の上に乗っていたメンバー達たちが、柱を縛るワイヤーロープや、荷台の取っ手などに摑つかまりました。

　ディーゼルエンジンの唸うなり音がいっそう激しくなって、巨体がゆっくりと走り出しました。

　森の中を抜けて枝道から道路へ。そして連結部分を曲げながら、ボンネットの舳へ先さきを北へと向けました。

　加速を始めたトラックの荷台で、レンが聞きます。

「どうしたの、エムさん？」

　これほど慌てるからには、何か理由があるはずです。レンには気付けなかった理由が。

　返事は、ピトフーイから来ました。

「端末見た？　例のＤＯＯＭってチーム」

「うん。まだ同じ場所に──」

　レンは、再び端末画面に目を落として、

「うえっ？」

　そして目を疑いました。

　そのチームの光点が、スキャン結果表示中の今、かなりの速度で動いているではありませんか。住宅地中央から北東方向へ。

　つまり、自じ分ぶん達たちがこれから渡る橋の反対側へ。

「なんで……」

　レンが呟つぶやいたとき、森を抜けました。

　橋を渡るトラックの荷台から見えるのは、橋の欄干と、その向こうに広がる湿地帯と、空を映す川の水面みなも。

　トラックはエンジン音と速度を増しますが、さすがの巨体にこの荷物です。エンジンは唸うなりますが速度はなかなか上がりません。

　スキャンで自じ分ぶん達たちの位置が出ましたが、光点の動きは、地図を最大に拡大して動いているのがどうにか分かるほど、のんびり。一方ＤＯＯＭの点は、三倍以上の速度です。

「くっそー！　こいつら、乗り物を見つけた上で、橋を渡るチームを待ち伏せていやがったな！」

　レンの脇に座っていたフカ次じ郎ろうが、忌いま々いましそうに言いました。

　ピトフーイは、

「そうよ。彼かれ等らは足を手に入れていて、私わたし達たちがどの橋から来てもいいように、中央部分で待機していた。だから今、北の橋へ急行中。この速度なら……、渡りきる前にブロックされちゃうわね」

　橋の全長は、およそ２キロはあります。

　地図と光点の動きを見る限り、渡りきる前に先回りされるでしょう。と、ここでスキャン終了。レン達たちの位置を含めて、全ての光点が消えました。

「ちなみに、この10分で死んだチームは四つだったよ。全部が中央部だね。激戦やってるみたい」

　クラレンスが言って、

「助かる」

　エムが感謝しました。

「気が利きくのう、おぬし」

　フカ次じ郎ろうが褒めて、

「いやあそれほどだよ」

　クラレンスはにっこり。そして、

「あれ？　ご褒ほう美びのキスは？」

「ちょーしにのんな」

　フカ次じ郎ろう、指先でクラレンスの頰をグリグリと押しました。

「あうあう」

　クラレンス、それでも嬉うれしそう。

　トレーラー・トラックの加速が、止まりました。機械的な、あるいは設定上の最高速に達したようです。

　時速で80キロほど。広い景色の中の広い道を行くので、とてものんびりに感じてしまいます。

「ちっ、ミスったな……。一人で行けばよかったか……」

　荷台の端で身を翻ひるがえして前を見たシャーリーがあからさまに不機嫌になり、クラレンスが、

「そんなー。仲間を見捨てちゃダメだよー。行くなら、俺おれ達たち二人だよ」

　ピトフーイは、エムのバックパックを荷台に残して、ひょいひょいと鉄柱を登りました。そしてその一番上に立って、

「見張りについた」

　前を見据えました。

　運転席から、エムが声を送ってきます。

「全員に告ぐ──。俺の判断ミスでこうなってしまって、すまない。もしスキャンを見ずに走り出していたら、彼かれ等らより先に、橋を渡りきれていたはずだ」

「しょうがねえなあ。人間誰だってミスはあらあ。あとでラーメンでもおごれよ？　な？　全部載せ、な？　替え玉あり、な？」

　フカ次じ郎ろうが言いました。エムが続けます。

「敵が何か乗り物で橋の上に来たら、そのまま弾はじき飛とばす。衝撃に備えてくれ。もし、橋のたもとや町中で待ち構えているようなら、一気に射界を突っ切って抜ける。荷物の上で伏せていてくれ。相手も狙いにくいはずだ」

「ちょ！　どっちにしろ、エムさんは、どーするの？」

　レンが心配して聞きました。

　運転席は、体当たりではダメージを食らいますし、銃撃では集中砲火を浴びるに違いありません。

　そして返事は、

「ここで俺が死んだら、あとは頼む」

　ピトフーイが、

「分かった」

　フカ次じ郎ろうが、

「あいよ」

　クラレンスが、

「りょーかい」

　そしてシャーリーが、

「好きにさせてはもらうがな」

　次々に言葉を返しました。

　それらを聞いたレンは、

「そりゃないよ！」

　一人でチームの意志に反抗します。ＳＨＩＮＣとの対決が遅くなることを覚悟で、提案します。

「じゃあ、戻ろうよ！　森に！」

「レン、いつからナチュラリストになった？」

　フカ次じ郎ろうの質問に答える人は、誰もいません。

「無理だ。このデカブツがＵターンできるほどの幅は、ない。バックや徒歩で戻り始めたら、それを見た相手が乗り物で迫ってくるぞ。そうなったら、我々に勝ち目はない」

「そんなー……」

「んー、じゃあさ、斜めにしたトラックと荷物をバリケードにして、橋の上で立てこもるのはどう？　この鉄柱、めっちゃ頑丈でしょ」

　クラレンスの提案は、

「防御だけなら決して悪くはないが、やはりそこから一歩も動けなくなる。別チームに後を阻はばまれたら、いつかは全滅だ」

「ダメかー」

　くそー。

　このままでは、エムさんの大ダメージは、あるいは死は、避けられないのか……？

　レンが歯ぎしりをする間も、トレーラー・トラックは橋を走り続けます。もう半分は過ぎたはず。

　レンの視界の中で、森の景色が、遠くに霞かすんでいきました。







　酒場では、一番大きなモニターで、二つの映像が横に並んで映っていました。

　一つは、エムが運転し、後ろや上に女性プレイヤー達たちが乗っている大型トレーラー・トラックを斜め上から捉えたもの。橋の上を進んでいるので、タイヤと欄干の動きがなければ止まっているようにすら見えます。

　もう一つは、住宅地の大通りを疾走するバイクです。

　六台のバイクが、ほとんど障害物がない道を、ひび割れたコンクリートの上を走っています。

　カーブでの傾きの多さが、その速度の速さを物語っています。時速１５０キロほどは、出ています。

　バイクは、薄汚れていたり錆さびていたり、ゴテゴテと意味不明な部品がついていたりと、マッドで世紀末風カスタムがなされていました。

　あまりにカスタムされていてモデルになった原型が分かりませんが、排気量でいえば、１０００ｃｃ以上はある大型バイクのようです。

　乗っているプレイヤーは、全員男でした。シンプルな緑色の戦闘服上下で、武器や装備は、走りやすいように全てストレージにしまっているのでしょう。何も見えません。

「チーム〝ＤＯＯＭ〟……、あいつらが、ピンクのチビチームに挑むか……」

　酒場で、丸い氷の入ったバーボンのグラスを片手にヴァーチャル飲酒をしていた男が、ぽつりと言いました。中年男アバターで、黒い革ジャンを着て顔には髭ひげ、頭にはテンガロンハットと、なかなかに渋い出いで立たちです。

「知ってんの？」

　たまたま相席して、さっきから一緒に楽しんでいた他チームのモヒカン男が、素直に訊たずねました。

「ああ」

「どして？」

「なあに、簡単なことさ。予選で俺のチームは、あいつらに負けた。なんせ、とんでもない戦い方をするチームでね」

「ほうほう！　どんな？」

「言ってもいいが、〝見てのお楽しみ〟の方が盛り上がるぜ？　連中、強豪チームをずっと待っていやがったな。上手うまくいけば、大番狂わせが見られるかもしれないぞ」

「…………」

　中継画面の中で、六台のバイクが次々に止まりました。

　そこは住宅地の外れ。太い道が交差する場所。

　ますます強くなってきた風に、錆さびて落ちかけている道路案内標識が揺れています。そこに描かれた文字が告げています。

　真まっ直すぐ行けば、空港。金網があって、その向こうの遠く、背の高い管制塔が霞かすんで見えています。

　左に曲がれば、高速道路。入口で車両を制限するための信号機が、色を付けずに佇たたずんでいます。

　右に曲がれば、橋。近くに、橋の欄干がはっきりと見えています。そこから続く真まっ直すぐな道も。

　男達たちの最後の意思統一ができたようです。六人は互いの顔を見て頷うなずきました。それからバイクの後輪を大きくスピンさせて、路面に黒いマークを付けながら向きを変えました。

　前輪を浮かすほどの急加速をしながら、男達たちは躊ちゆう躇ちよなく走り出しました。橋へ向けて。

　走り出してすぐに、彼かれ等らは左手を振ってウィンドウを出しました。

　装備が実体化して、光の粒子が、ライダーの体にまとわりついていきました。３秒ほどで、変身を終えました。

　それを見た酒場の観客達たちが、テンガロンハットの男以外が、どよめくのです。

「なんだ……、あいつら……。なんだ！　その装備は！」







「見えた！　バイク六台！　向かってきている！　あ、今止まった！」

　報告したのはレンです。

　エムの覚悟を聞いて、それなら自分にできることをしようと、荷台の荷物の上に登ったのです。ピトフーイは下がっていいと言ったのですが、頑として譲りませんでした。

　レンは愛用の単眼鏡を右目に当てて、進む先、橋が消失点を描く場所を睨にらみました。最大まで拡大された視界で、誰よりも早く相手を視認しました。

　橋の先に、バイクが六台止まっていました。レンが単眼鏡で距離を測定すると、１３００メートルと表示が出ました。

「バイクか、よし。武器と装備は？」

　エムの質問に、レンは見たままを答えます。

「それが……、プロテクター、を着てるみたい。Ｔ─Ｓっぽいけど、もっともっさりした、まるで装甲板みたいな」

「…………。銃は？」

　エムが意外そうに言いよどむのが、雰囲気で分かりました。

「それが……、誰も何も持ってないんだよ。変だよ」

　レンは、見えたままを報告しました。自分の目が信じられない心境のまま。

「何も、ない……？」

　エムを始め、チームメンバー全員が、頭に〝？〟を浮かべました。レンにもよく分かりません。これから真っ向勝負を挑んでこようという奴やつ等らが、手に何も持っていないことが。

　相手が全員バイクだったのは、さっきエムが〝よし〟と言った通り、レン達たちにとっては僥ぎよう倖こうです。なにせこちらは巨大なトレーラー・トラック。体当たりすればイチコロでしょう。

　しかし、それでも逃げない彼かれ等らが、何も策がないとはとうてい思えません。

　エムは、

「止まるぞ」

　トレーラー・トラックの速度を一気に落としました。相手の出方が分からないので、すぐさま体当たりするのを避けました。

　橋の上を疾走していた巨体が、動きを緩めていきます。

「バイクって動き素早いじゃん。体当たりを避けて一度すれ違って、そっから銃を出して、後ろから攻撃してくるとか？」

　フカ次じ郎ろうの予想は、

「それなら、私わたし達たちの射撃で蜂の巣でしょうね」

　ピトフーイに否定されました。

「ごもっとも」

　最後にタイヤと車体を軋きしませて、トレーラー・トラックが、橋の真ん中で止まりました。

「距離、１０００メートルちょうど！」

　レンが報告。

　今、二つのチームは対たい峙じしました。一本の橋の上で。共に、もう逃げ場はありません。

「お尻を見せれば、突っ込まれておしまいだねえ」

　クラレンスが言って、

「セクハラ発言？」

　フカ次じ郎ろうが質問しました。

「もう少し、詰められないか？」

　シャーリーが、腕に抱かれた愛銃、Ｒ９３タクティカル２を見ながら言いました。

　１０００メートルというのは、一般的な７．６２ミリ口径の狙撃銃で狙うにしてはかなり厳しい距離。せめてあと２００メートル近ければ。

　しかしエムは、

「連中の出方が分からないうちは、無理だ」

　そう言って却下しました。

　エムが、レンに問います。

「まだ、何も武器を出さないか？」

　レンは、

「まだ！　というか全然出す気ないみたい！　ずっとこっちを見てる！　装甲板が能面みたいでなんか不気味！」

「どういうことだ……。俺おれ達たちをここに留とどめておくのが、作戦なのか？」

　エムが自問した瞬間でした。

「あっ！　一台動き出した！　高速で突っ込んでくる！」

「他は？」

「一台だけ！　すごい加速だ！」

　レンの脇で、ピトフーイがＫＴＲ─０９を肩で構えましたが、まだ撃つには遠すぎます。

「私がやるか？　さすがに近づけば撃てる」

　シャーリーが立候補しましたが、エムは提案に応えず、

「全員降りろーっ！」

　かつてないほど大きな声で叫びました。




「え？　なんで？　どうし──、どわああっ！」

　レンにはその命令の意味が分からず、エムへと聞き返す途中、隣にいたピトフーイに横殴りに蹴っ飛ばされました。容赦のない一撃でした。

　荷物の上という、高さ４メートルの場所から、いきなり道路の上へと蹴り飛ばされて、

「ひゃああー！」

　それでも敏びん捷しよう性せいに長たけたレンは、猫のように空中で姿勢を整えることができました。足から地面に着地すると、横に飛ばされた勢いを使ってぐるぐると回転し、

「ぐげっ！」

　最後は欄干に背中からぶつかることで止まりました。

　ヒットポイントの減りが心配なほどの衝撃でしたが、無事だった様子。

　レンを蹴っ飛ばしたピトフーイは、続いて荷台から飛び降りてきました。銃を抱きながらくるりと受け身を取って、その衝撃を緩和しました。

　後部を見ると、フカ次じ郎ろうとシャーリーが荷台から降りていて、エムのバックパックを蹴り落としたクラレンスも続きます。

　ほぼ同時に、トレーラー・トラックが黒煙を空に吐き出し、動き出しました。エムの運転で。誰も乗せずに。

「え？　ちょ、ちょっとエムさん！」

　レンは叫びましたが、返事はありません。

　目の前に来たピトフーイに、

「何がどうなったの！」

　そう叫んでみても、

「マズいわね……。間に合うといいけど……」

　彼女は呟つぶやいて、タトゥーを刻んだ顔を歪ゆがませるだけでした。

　さすがにレンも、何か大変によろしくない、つまりヤバいことになっていると気付きましたが、それが何か分かりませんでした。




　エムは、アクセルを一番奥まで踏みつけていました。

　トレーラー・トラックは、亀のような加速を続けていきます。橋の先に、小さくバイクが見えてきました。そしてすぐに大きくなっていきます。

　ある程度の加速を終えて、

「間に合うか……」

　エムは、ハンドルを一度右にゆっくりと切って、そして左へと、猛烈な勢いで回しました。

　こうしたトレーラー・トラックが、急ハンドルを切るとどうなるか。

　絶対に実際に試してはいけません。

　前方のトラクター部分が左に向いた直後、後ろのトレーラーが、鉄柱を積んだ何十トンもの物体が、そのまま真まっ直すぐ進もうとしました。

　前後の連結部分が曲がって、車体全体が左に急旋回しました。タイヤが白煙と悲鳴を上げて、巨体がくねっていきます。

　エムの乗るトラクターは、ボンネットで欄干を突き破って空中に飛び出して、ただし落ちませんでした。荷台部分がそのままの勢いで進んだからで──、

　しかし大きくバランスを崩して、右へと横転を始めました。

「うわあ……」

　レンは見ていました。

　加速して離れていったトレーラー・トラックが、２００メートルほど向こうで斜めになっていくのを。

「ちょ、ピトさん！　アレ！　ひっくり返る！」

「あれが狙いよ！　上手うまくいったわ！　エム、さっすがー！」

「へ？」

　トレーラー・トラックのタイヤが、空を切りました。

　巨体は完全に横倒しになって、その場は多種多様な騒音に包まれます。

　ずぶおわー！

　駆動輪が空転してエンジンの回転が跳ね上がる音。

　ごいん！

　荷台部分が路面に激突し、分厚いコンクリートをぶっ叩たたく音。

　ごおおんん！

　車体のフレームや囲いが、鐘のように鳴る音。

　ぶぶぶぶぶぶち！

　積み荷を固定していたワイヤーロープが、次々に切れる音。

　すがららららららら！

　鉄柱が、道の上にばらまかれて転がる音。

　それらがオーケストラのように合わさって、

　すぶごいおおおぶぶちだらがららららららごわあおん！

　銃声もかくやという轟ごう音おんとなって世界を揺るがしました。

　実際に橋は衝撃で揺れて、

「うおお。震度二か三だな」

　フカ次じ郎ろうの予想を誘いました。

　トレーラー・トラックは横倒しになったあとも、火花を散らしながら少し進みました。車体の下側、たくさんの車輪や、車輪を繫つなぐ軸や、ハシゴのようなフレームの形がよく見えました。

　車体と、ばらまかれた鉄柱が、完全に道路を塞いで、

「これで、防げるといいけど……」

　ピトフーイの声に、レンは訊たずねます。

「な、何を？」




　酒場の映像が、状況を一番よく表していました。

　それは、斜め上からの、いわば空撮映像でした。

　急発進してから横転、橋の上で完全に横倒しになったトレーラー・トラックに向けて、一台のバイクが、反対側から猛スピードで突っ込んでいきます。真まっ直すぐに。

　運転しているのは、ごつごつした装甲板のようなプロテクターを体と頭に纏まとった男。

　プロテクターは、Ｔ─Ｓのそれと違って、背中の部分を全くカバーしていませんでした。防御しているのは、前面だけなのです。

　男の背中には、大きなバックパックがあって、まるでエムのそれのように、大きく出っ張っています。

　酒場の観客達たちが固唾を飲んで見守る中、

「やっちまえ」

　テンガロンハットの男が、小さく呟つぶやきました。

　まるで矢のように迫ったバイクが、道路を覆って散らかった鉄柱にぶつかる直前──、

　乗っていた男が爆発しました。







　まず足下から伝わる振動がレンを揺らし、

「え？」

　横倒しになったトレーラー・トラックの向こうで発生した衝撃波が耳を打ち、

「ええ？」

　最後は車体を乗り越えてきた爆風が、レンの小さな体を後ろに吹っ飛ばしました。

「うひゃああああああああああ！」




　酒場の観客は、その大爆発をしっかりと見ました。

　画面いっぱいに生まれたオレンジの炎と、それを取り巻いた白い球体を。衝撃波が空気中の密度を変え、水蒸気を圧縮して作った一瞬の芸術です。

　衝撃波は、横へと上へと自由に駆け抜けていき、その中で紅ぐ蓮れんの炎ほのおと黒色の煙が入り交じった、悪魔の顔のような球体が生まれました。

　そして全体が灰色の煙となって、空へと立ち上っていきました。

　スピーカーが爆音を再現して、轟ごう音おんは酒場のグラスや窓すら揺らして、

「うひいい！」

「わっ！」

「どはっ！」

　何人もの観客が首を引っ込めて恐怖しました。

　画面全体が灰色の煙で包まれて、何も見えなくなりました。

　数十秒後、ゆっくりとそれが晴れて──、

　残ったのは、黒焦げになった橋の道路と、完全に吹き飛んだ左右の欄干と、ひん曲がった幾本かの鉄柱と、10メートルは押されて位置を変えたトレーラー・トラックの車体と、高く高く登った巨大なキノコ雲でした。




　とてつもない、大爆発でした。

　ＧＧＯで手持ち武器として最強の大型プラズマ・グレネード、通称〝デカネード〟のそれと比較しても、いえ、比較にならないほどの超巨大爆発。

　しかし青白いプラズマ奔流を伴わなかったことで、それが通常の爆発だと分かりました。

「なんだありゃああああああああああ！」

　酒場の叫び声に、

「見ての通りの爆発だぜ。いや、衝撃波を伴っているから、正確には〝爆ばく轟ごう〟って言うべきかな？　ま、日本語だとあまり使い分けされていないか……」

　テンガロンハットの男が、応えました。呆ぼう然ぜんとする観客へ、言葉を続けます。

「背負っていた、でかいバックパックを見たろ？　あれには、高性能爆薬がぎっしり詰まっているはずだ」

「ま、まさか……、これが攻撃方法、なのか？」

「そうさ。あいつらＤＯＯＭの装備は、前面だけプロテクターで、背中には爆薬。つまりは全員が〝自爆攻撃兵〟なんだよ」







「う、うひ？」

　レンが自分を取り戻したとき、
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「よう、生きてっか……？」

　フカ次じ郎ろうの顔がすぐそばにありました。

　バックパックを支えに仰向けのフカ次じ郎ろうの小さな体の上に、小さなレンがうつぶせで乗っかっていて、ほとんどキスする寸前でした。二人は、薄い煙の中にいました。

「どうにか……。頭クラクラするけど……」

「信じられない大爆発だったなオイ。レンがここまで、文字通り木の葉みたいに吹っ飛ばされてきたぞ？　受け止めなかったら、一人で先に森へと戻っていたところだ」

「うう、ありがとう……」

　レンはゆっくりと身を起こして、自分の体を確認。幸いなことにスリングで吊つっていたＰ９０は、まだありました。

　しかし、愛用の単眼鏡が見当たりません。そもそもあれは、ピトフーイに蹴られたときに手から飛んでいったかもしれません。だとしたら橋の下でしょう。

　それを悔やんでいても仕方がありません。レンは自分のヒットポイントを確認しました。数十メートル吹っ飛ばされた衝撃を受けたことでさすがに減っていましたが、それでもごくわずか、５パーセントほどでした。

　ついでにチームメイトの状況を確認して、女性陣は全員無事。

「エムさんはっ！」

　レンは、彼の死を覚悟しました。一番爆発に近い場所にいたはずです。

　するとなんと、ゲージはまさかまさかのオールグリーン。全く無傷と知って、

「ふう……」

　大きく安あん堵どの息を吐きました。

「俺は……、大丈夫、だ……」

　エムからの声が、弱々しいですが通信アイテムで届いて、

「はみ出た運転席から、下の湿地帯に飛び降りたんでしょ。爆風は下には抜けないから」

　そう言いながら寄ってきたのは、ピトフーイです。エムに訊たずねます。

「で、どんな状況？　上がってこられる？」

「無理……、だ。ほぼ首まで……、完全に泥に塡はまっている。あとで、引っ張り上げてほしい」

「じゃ、しばらくそこで待ってなさい」

「分かった……」

　エムの声を聞いたレンの視界の脇で、

「なんだー、今のー……」

「爆発か……、クソッ！」

　クラレンスとシャーリーが、それぞれの得物を手に身を起こしていました。

　ピトフーイは、

「みんな、今すぐトラックの上に登って！　すぐに次が来るわよ！」

「つ、次って……？」

　まだ状況を理解できていないレンが質問。ピトフーイは顔を向けて、そして楽しそうな笑顔で答えるのです。

「自爆兵よ！　あと五人いるからね！」







「予選の殺し合いが始まっても、あいつら全然攻撃してこないから、そりゃあ、何かと思ったさ……」

　酒場では、周囲の注目を一身に集めることになったテンガロンハット男が、渋く語り出しました。

「予選フィールドは知っての通り、とっとと決着を付けるために縦長だ。そこは岩場フィールドで遮蔽物が多くてな、向こうからの銃撃が全然なくて、俺おれ達たちは調子に乗って近づいていった。そして、中央くらいで──」

　男は、一度目を閉じました。

　狙ってやった格好付けなのか、それとも本気で当時の恐怖や悔恨と戦っているのかは、誰にも分かりません。

「一人だけ、あいつらはたった一人だけを、前線に送っていた。岩の陰から突然現れて、俺おれ達たちの銃撃をプロテクターで防ぎながら、抱きつくみたいに、ゾンビみたいに、ただひたすらに駆け寄ってきて──」

「突然ドカン、か……」

「ああ。さっきみたいに自爆した。それだけで俺おれ達たちのチームは全滅、予選敗退だ。後で調べたら、爆発の殺傷範囲は、半径50メートルはあったな。その間に頑丈な掩えん蔽ぺい物ぶつがなければ、衝撃波によるダメージでほぼ即死だ。70メートルでも、かなりヤバい」

　そのあまりの強力さに、観客達たちの顔色が変わりました。

「レンちゃん達たちは、鉄柱と、トレーラーの頑丈な車体で助かったのか……」

「うひい……。なんちゅうえげつない攻撃だ……」

「だけど、メッチャ効果的、だよな？　一人の死亡で、数人を吹っ飛ばせるんだぜ……？」

「でも、ＳＪの優勝は絶対にないだろ？」

「ああ。それでも、あいつらが、ここでＬＰＦＭを倒せたら──」







　四人の女性プレイヤーは、トレーラー・トラックへと走りました。

「自爆攻撃だと！　ゲスな手段だ！」

　怒るシャーリーの脇で、

「体内に爆弾撃ち込むお前が言うなー」

　クラレンスが楽しそうに応えました。

「なるほどー。それでバイク一台で突っ込んできたのかー。エムさんもピトさんも、よくすぐに気付くなあ」

　フカ次じ郎ろうは、とても感心していました。

　自分が死ぬことが確定の行動。

　レンもまた、果たしてそれは攻撃なのか、作戦なのかと思いましたが──、

「まあ、ＧＧＯはなんでもあり、か……。現実じゃ、ないしね……」

　ここはゲーム世界ですし、彼かれ等らなりの立案だと思えば、腹は立ちませんでした。

　それより、このヴァーチャルな戦場で生き残ることに全力を尽くさなければなりません。ＳＨＩＮＣと戦うために。

　正直言って、現在のレン達たちの状況はかなりマズいです。

　ヘタをすれば、チームの女性陣全滅で、身動きができないエムだけが生き残るという、さっきまでの想定と真逆になってしまいます。

　レンを先頭に、四人は横転したトレーラー・トラックに辿たどり着つきました。タイヤや車軸やフレームなど車体裏の構造物を使って、２．５メートルほどをよじ登りました。

　顔だけを上に出して、橋の先を見ます。煙は完全に晴れました。

　爆発の跡地は、墨汁でもこぼしたかのように真っ黒焦げでした。左右の欄干は跡形もありません。

　荷台から散らばった鉄柱が道路を完全に塞いでいて、爆発地点に近いいくつかは、飴あめ細ざい工くのように曲がっていたり、あるいは千切れていたりします。

　この〝お荷物〟を横転してばらまいたおかげで、バイクはそれ以上近づけず、相手はそのタイミングで自爆せざるを得ませんでした。トレーラーの車体には、まだ数本がへばりついていますのでそれもガードになりました。

　エムの決断が、皆を全滅から救いました。

　自爆だと気付かずに体当たりしたり、あるいはすれ違っていたりしたら、今頃チーム全員が待機エリアで体育座りだったかもしれません。

　しかし、何も安心はできません。

　これから爆発を食くらう度に、ガードとして使える鉄柱はどんどん減っていくことでしょう。やがてはトレーラー・トラックの車体すら破壊されるかもしれません。果たして、あの爆発に五回も耐えられるのでしょうか。

「来てるぞ！」

　スコープを覗のぞいていたシャーリーが叫びました。

　他の三人の目にも、二台目のバイクが見え始めました。まだ豆粒のように小さく、その距離、５００メートルほど。

「わっはっは！　ばかめー！　飛んで火に入るサマー・インセクトよ！　我が憤ふん怒ぬの体現たる紅ぐ蓮れんの炎ほのおを食くらうがよい！　さあ、敵を焼き尽くせ！　40ミリグレネード！」

　怪しい詠唱と共に撃ったのはフカ次じ郎ろうでした。

　ぽんぽんぽんぽんぽんぽん。

　距離４００メートルほどの位置へ、通常グレネード弾を怒ど濤とうの６連発。

　どんな場所にでも弾を撃ち込めるフカ次じ郎ろう。そのタイミングは完璧でした。バイクがその場所に来たときに、連続して着弾、爆発するはずでした。

　しかし、

「お？」

　バレット・ラインが見えている状態で、山なり放物線のグレネード攻撃を避けるのは、あまりにたやすいことでした。

　ＤＯＯＭの男はアクセルを戻し急ブレーキをかけたようで、ロックしたリヤタイヤで道路に黒い線を描きながら、難なく止まりました。そのかなり前で六回の爆発が起きて──、

　軽い煙が晴れた直後にまた、バイクは走り出しました。

「ざっけんな弾だってタダじゃねーんだぞ！」

　フカ次じ郎ろうが、変なところに怒りました。

「くたばれ……」

　シャーリーが、愛銃をぶっ放しました。

　素早い動きのラインなし狙撃でしたが、それでも相手には読めていたのでしょう。男がバイクをちょっと傾けただけで、銃弾は何もない空間を通り抜けていきました。

　そのあと彼は、真まっ直すぐではなく小刻みかつランダムなスラローム走行に切り替え、道幅をいっぱいに使って迫ります。地味ですが狙撃よけには有効です。

「クソ！」

　高速で再装塡したシャーリーですが、次弾を撃ちませんでした。フカ次じ郎ろうが、

「おいおいどうした弾切れか？」

「ムダだ。高いんだぞ」

「やれやれ、戦場でケチるなよー」

「お前は鳥頭か？」

「二人とも、30分後に全復活するの忘れてないかい？」

　クラレンスが、言いました。

　バイクが３００メートルに迫ったところで、

「にゃろー！」

　ピトフーイが、ＫＴＲ─０９のフルオート射撃を始めました。

　彼女の強きよう靱じんな筋肉が反動を押さえつけて、空から薬やつ莢きようが立て続けに宙に舞って、道路に落ちてチリチリと音を立てました。放たれた銃弾は、マッハで飛んでいきます。

　しかし、ピトフーイの連射をもってしても、まだ遠い位置でランダムに揺れる目標を捉えるのは難しく、またどうしても出てしまうバレット・ラインのおかげで、相手には避けられてしまいます。命中弾のないまま、ドラムマガジンの残弾はどんどんと減っていきました。

　５秒以上経たって60発近くが放たれたあと、ようやく火線が目標を捉えて、派手に火花が散りました。バイクから、そして体から。

　プロテクターは銃弾を防ぎましたが、バイクは耐えられませんでした。被弾したフロントタイヤからゴムがちぎれ飛んで、タイヤは完全に崩壊しました。ブルブルと震えたバイクは高速のまま転倒。バイクとライダーが勢いよく分離しました。

「やった！」

　レンが小さく高速でガッツポーズ。

　バイクはそのまま欄干に激突し、元々ボロボロに見えたものを完全にボロボロにしました。

　しかし、ライダーは無事です。道路をプロテクターで削りながら滑った彼は、すっくと立ち上がると、残り１５０メートルほどの距離を全力で、己の足で走り出したではありませんか。

「うそーっ！」

　なんという執念。たった一回だけ可能な、文字通り命がけの攻撃です。敏びん捷しよう性せいを上げているのか、かなりの俊足です。

「来るなヘンタイスケベー！」

　クラレンスが、ＡＲ─５７をフルオートで撃ちまくりました。

　レンのＰ９０と同じ、ほとんど繫つながったように聞こえる高速の発射音。空から薬やつ莢きようは、Ｍ１６だったらマガジンを差し込む穴から、下へと排出されていきます。

　連射された弾丸は、確かに男にビシバシと当たっているのですが、全てプロテクターで弾はじかれます。彼の走る速度を落とすことすら、ありません。

　あー、ムリだこれ……。

　レンは、同じ弾丸の攻撃などムダだと察し、１発も撃ちませんでした。ピトフーイがドラムマガジンを交換している間、

　ずがん。

　真横で轟ごう音おんを立てたのは、シャーリーのＲ９３タクティカル２。

　マズルブレーキで真横にガスを逃がすこの銃は、両隣にいる人にそれを吹き付けます。レンの帽子が揺れました。

　遠くのバイクはムリでも、迫る人間には余裕で命中しました。

　腿ももの位置に当たった炸さく裂れつ弾だんはそこで爆発し、プロテクターを破れないまま、衝撃だけを伝えました。

　トレーラー・トラックまで、つまりレン達たちまで残り60メートルで、男はバランスを崩して倒れます。うつぶせになって背中を見せて、

「降りて！」

　ピトフーイの命令で、四人はせっかく登ったトラックから飛び降りることになりました。

　レン達たちが一斉に空中に跳ねるのと、倒れた男が自爆スイッチの紐ひもを引くのが、完全に同時でした。




　二回目の爆発は、最初ほど驚かないにせよ、

「うわっ！」

　その衝撃波は相変わらず凄すさまじく、世界は揺らぎ、トラックがまた少し押されました。車体と路面がこすられてイヤな音を立てて、それが爆発音に混じって耳を打ちました。いくつかの鉄柱が衝撃で宙を舞って、湿地帯へと落ちていきました。

　一瞬遅れて周囲を爆煙が包み、それでなくても曇ってきた空を完全に隠しました。かなりの強風でした。一瞬で世界が、灰色の霧に切り替わったかのよう。

　爆音と煙に包まれて、

「ぐはあ！　なんて近所迷惑な奴やつだ！」

　フカ次じ郎ろう、とてもご立腹。

「でも！　二人目もしのいだ！　これで、連中もうかつに攻めてこないんじゃ？」

　レンの甘い予想を、

「んー、俺なら、この煙が晴れると同時に、残り四台で一斉に突っ込んでくるけどなあ。一人だけでこんな苦労しているのに、四人一緒だともうムリでしょー」

　クラレンスがクールに否定しました。

　まったくもって言う通りで、

「…………」

　レンには返す言葉もありません。

「しゃーねーな。とっておきの蒼あおい奴やつ、ぶちかますか？　ああん？」

　さっき全発外したフカ次じ郎ろうが、レンのすぐ隣でにんまり笑顔。

「そうかっ！　プラズマ・グレネード弾頭なら！」

　レンは、嵐の中に雲の切れ間と、太陽の光を見た気がしました。

　ダメージが広いそれを連射して、道の幅いっぱいで連続爆発させたら──、

「だめよフカちゃん。プラズマ・グレネードは、効果範囲内のものを物理的に破壊するでしょ。せっかく耐えてる橋の路面を吹っ飛ばす気？　渡れなくなっちゃうだけならともかく、橋脚幅が広いから、ここまで落ちるかもしれないわよ」

　ああ、だめだー！

　レンが見た太陽の光は、どうやら雷光だったようです。

「じゃあどうすればー！」




「これ……、連中、勝っただろ？」

　酒場では、レン達たちの敗北を確信した人ひと達たちがいました。

　まだ煙が晴れていないので四台は待機していますが、晴れたら一気に接近して、途中でバイクを捨てて、わらわらと近づいていって──、

「たった一人でも、トラックを越えて自爆すれば！」

「行けるぜ！　頑張れ、ＤＯＯＭ！」

「やれやれえ！」

　盛り上がる中、観客の一人があきれ顔で言います。

「お前まえ等ら、さっきまで一いち途ずにレンちゃん達たち応援していたのに……」

「番狂わせがあるのなら、なんでもいいんだよ！」

「まったく、観戦者はほんと身勝手だぜ……」

「ふーん、そういうお前は？　正直に言ってみ？」

「見たい見たい！　レンちゃん達たちがここで負けるの、超見たい！」

「だろー？」

　テンガロンハットの男は、渋くバーボンに口をつけながら、

「俺もＧＧＯは長いが、この作戦は思いつかなかったぜ……。ゲームであることを生かした、見事な搦からめ手てだ……。チーム〝ＤＯＯＭ〟──、その名の通り、〝破滅〟を体現した恐ろしい奴やつ等らよ……」

　そしてグラスを持ち上げて、画面の中でバイクに跨またがる、自らの死に向けて走ろうとする四人に向けて、

「カンパイだぜ……」

　乾杯と完敗をかけたオヤジギャグだったようですが、誰も拾ってくれませんでした。







　ＳＪのフィールド内、橋の上。

　マッドなバイクに跨またがるチームＤＯＯＭの男達たちは、最後の突撃を前に、最後の会話を交わしていました。

「いけるー！　次でみんなで一緒に突っ込むぜー！」

「おっけ！　やれるやれる！　マジ楽しみこれ！」

「まさか僕ぼく達たちが、優勝チームを倒せるなんて！」

「バイクゲームをやりこんでおいてよかったなあ！　本当にラッキーだよ！」

　プロテクターで囲まれて爆弾を背負った彼かれ等らは、実に無邪気でした。そして、なんとも幼く感じます。

　それもそのはず。このチームのプレイヤーは、全員が中学三年生です。

　彼かれ等らは、同じ名門私立中学校に通っている、《どーも！　電脳異世界へ！》という名前の同好会の仲間。ＤＯＯＭの語源がこれだと知ったら、酒場の男は何を言うやら。

　エスカレーター式なので受験も気にせずにＶＲゲームにはまって、その研究という名目で、色々なゲームを楽しんでいる、仲良し中学生チームです。ちなみに全員、実家はかなりのお金持ち。

　彼かれ等らはこれまで幾多のＶＲゲームを、キャラクターコンバートで渡り歩いてきました。ＧＧＯにやって来たのはつい最近です。理由はチームで戦えるＳＪの存在を知って、じゃあ出てみようと思ったこと。

『コンバートしたての何も知らない新人チームがどれだけ暴れられるかチャレンジだ！』

　という目標を立てました。

　全員が別ゲームからのコンバートなので、各キャラの基礎能力はそれなりに高いのですが、ＧＧＯならではの射撃スキルも知識も、そして強力な銃もない彼かれ等らは、予選突破すら危ぶまれました。

　でも、彼かれ等らは諦めませんでした。

　ＳＪの映像を見て、考えに考えて思いついたのが、大爆発自爆大作戦なのです。リアルマネーをちょこっとつぎ込んで、プロテクターの材料と爆薬を買い込みました。

　だから、銃は１丁も持っていません。







　音もなく晴れていく煙の中に、

「どうすればいいんだどうすればいいんだ……」

　慌てるだけのレンと、

「できる限り、やるしかない。やってやる！　こんなところで負けてたまるか！」

　再びトラックへ近づいていくシャーリーと、

「だよね。また撃ちまくっちゃうぞ。どうせ弾は回復するんだから」

　いつもポジティブさを失わないクラレンスと、

「次は拳銃でやってやるかな？」

　気合いだけは十分なフカ次じ郎ろうがいました。

　うう、くそう！　弱気はダメだ！

　戦意で仲間達たちに負けていたレンは、己を恥じて唇を嚙かみました。

　そして、残り少ない時間で、ひたすらに考えるのです。

　どうすれば、高速で迫る四台のバイクを、大爆発する四人を、爆発させずに止められる？

　そのレンを、

「…………」

　ピトフーイは隣で見ていました。

　レンは考えます。

　どうすれば、高速で迫る四台のバイクを、高速で迫る、高速で迫る、高速で……。高速……。

「あっ！」

　レンの中で、何かがはじけました。

　作戦が浮かび、それに必要なアイテムが浮かび、それを持っている人を捜すと、すぐ隣にいて、両手に何かを持っていました。

　銀色の、筒を、一本ずつ。

「あはは！　さすがピトさん！」

　それらが、まさに欲しいものでした。

　レンは、それに向けて両手を伸ばして、しっかりと受け取りました。

「じゃ、行ってくる！」







「いっくぜー！」

「っしゃ！」

「うりゃ！」

「とつげーき！」

　ＤＯＯＭの四人が、右手でアクセルを開けて、左手でクラッチを繫つなぎました。四台のバイクが、一斉に加速を始めます。

「あまりくっつくなよ！　でも、離れ過ぎるなよ！」

　先頭の一人が言って、残りの三台は50メートルほどの距離を取って続きました。前が見えるように、走行するラインを少しだけ横にずらしながら。

　バイクの加速力は強烈で、あっと言う間に時速１８０キロに達しました。それ以上は、リミッターが働くようです。

　敵までの残り、４００メートル。

　その瞬間、トレーラー・トラックの上から発生したのは、山なりのバレット・ライン。それが六本。

「グレネード、来るか？」

　男達たちが減速をしようかと思った瞬間、そのラインが低くなりました。トレーラー・トラックから１００メートルほどの位置に降りて、そしてすぐさま根元から消えていきます。

　消えていくということは、グレネードを撃ったということ。それは自じ分ぶん達たちに命中する可能性がゼロの、意味が分からない攻撃でした。

「なんだ……？」

「さあ……」

　会話しながらも、男達たちは速度を緩めず走り続けました。

　そして、先頭が３００メートルまで接近した瞬間、６発のグレネードは２００メートル先で着弾。炸さく裂れつと同時に、黒い煙をまき散らしました。

「そうか！　煙幕だ！」

「大丈夫！　すぐ晴れる！　突っ込めー！」

　１秒間に50メートル進める速度を持った四台のバイクと、四人の自爆兵が、煙へ向けて、そしてその向こうにいる敵へ向けて、突っ込んでいきます。

　残り２００メートル。

「ん？」

　グレネード着弾の煙が晴れた道の先で、彼かれ等らは見ました。

　ピンクのチビが道路の真ん中を、自じ分ぶん達たちめがけて突っ込んできているのを。




「この道は、通行止めだあああああああああああああああああああっ！」

　レンは絶叫しながら、全速力で駆けていました。

　フカ次じ郎ろうのグレネード攻撃で作られたわずかな煙幕の間に、トレーラー・トラックの後ろから飛び出して１００メートル以上を走り抜けて。

　バイクまでの距離、残り90メートル。




「なっ！　え？　あれ？」

　先頭の一台は、高速で突っ込んでくるピンク色の物体が何か、一瞬認識できませんでした。あ、人か、敵チームかと分かりましたが、今度はその意図が、銃も持たずに突っ込んでくる意味が分かりませんでした。

　自分の時速１８０キロに、レンの時速、およそ40キロ。合計、２２０キロの相対速度。

　１秒半ですれ違うまでに、男は考えました。

　今ここで自爆したら、あの一人しかやれない。こいつは無視しよう。このまま脇を高速で通り抜けてしまおう、と。




　レンの両手から、光の刃が伸びました。青白い、幽霊のような刃が。

　ピトフーイから渡されたムラマサＦ９が、90センチの刃を空中で光らせて──、

　レンは走る向きをちょっとだけ変えて、真まっ直すぐ突っ込んでくる相手、その首の位置に、左腕の先に伸びる光の線を、そっと差し出しました。

　プロテクターごと、首が飛んでいきました。




「よし次！」

　レンは、走るのを止めました。両足のブーツの底がコンクリートとこすれて、煙が立ち上りました。

　空母への着艦のように止まると同時に、レンは己の敏びん捷しよう性せいの全てを持って、超高速サイドステップ。わずかな横移動。

　二台目が、すぐ脇を通り抜けるとき、

「ほっ！」

　レンはジャンプと同時に、右腕を優しく差し伸べました。

　狙いが少しずれました。時速１８０キロで突っ込んできたライダーの肩、肩けん甲こう骨こつのあたりに刃が当たります。

　光剣はなんの抵抗もなく通り抜け、そのまま彼の身長を短くしました。

　二人目が即死した瞬間、首なしライダーになっていた一台目が、鉄柱にぶつかって転んでいました。
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「はっ？」

「ああ！」

　三台目と四台目には、しっかりと見えていました。

　飛び出してきたピンクのチビが両手で光剣を振るい、仲間二人をひょいひょい、と斬殺した様子を。

　三台目の男が、早口で叫びます。

「僕はあいつを避ける！　お前は一緒に吹っ飛べ！」

「任せろっ！」

　二人は瞬時に最良の判断をして、三台目は右へと舵かじを切り、道幅をいっぱいに使ってレンから離れました。

　いかに敏びん捷しようなレンでも、届かない、追いかけても間に合わないタイミングでのすれ違いになって、

「へへっ！」

　自分を恨めしそうに見ているレンの脇を通り抜けながら、彼は勝利を確信して──、

「夏の虫さんいらっしゃーい！」

　フカ次じ郎ろうのグレネード弾の、ほとんど水平撃ちの直撃を食らいました。

　レンを見ていなければ、太いバレット・ラインに気付けたかもしれません。あるいは、スラローム走行をちゃんとしていれば、避けられたかもしれません。

　さしものプロテクターでも、40ミリグレネードの直撃には耐えられませんでした。

　爆発でプロテクターも胴体もバラバラになり、男は自爆する間もなく即死しました。




「くっっそおおお！」

　ＤＯＯＭの最後の一人は、視界の端で仲間が吹っ飛んだのを見て、一瞬の決断を迫られました。

　死んだ仲間に言われたとおり、眼前のピンクのチビを吹っ飛ばすか。

　それとも、より多数を巻き込むためにトレーラー・トラックへと突っ込むか。

　彼は決めました。猛スピードで迫るピンクのチビを睨にらみながら、

「お前だ！」

　左手をハンドルから離して、背中の鞄かばんにつけた小さな紐ひもを握りました。




「跳べ！」

　ピトフーイの鋭い声を聞いて、レンはジャンプしました。

　橋の路面を蹴って、右脇へと。10メートル下の、湿地帯へと。

「うひゃあああ！」

　落下するレンの体が橋路面を下回った瞬間に、真横から衝撃波が襲ってきて、頭の上を通り過ぎていきました。




　一部始終を全て見られたのは、やはり酒場の観客達たちで──、

　二人目までがレンが振るった光剣でぶった切られて、三人目はグレネードの直撃、四人目はレンの脇で大爆発しましたが、

「あああああっ！　惜しい！」

　レンはその寸前に橋から飛び降りて、衝撃波に巻き込まれずに落下していきました。川で小さな水しぶきを上げて、爆煙がキノコ雲に変わる頃に、ようやく浮かんできました。

「くっそおおおおおおおおおおおおお！」

　テンガロンハットの男、魂の絶叫。




　同じとき、死者が10分間のんびりする待機エリアでは、六人目を五人が出迎えました。

「あー、お前もダメだったかー」

「ごめーん。いいところまで行ったんだけどね」

「やっぱり優勝経験者……、強いね」

「うん、強い強い。強敵だった！　楽しかった！」

「じゃ、応援するか！」

「そうだな！　頑張れピンクのチビ！」

　ＤＯＯＭの男達たちは、全員すがすがしい笑顔でした。
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「ぶひいい……」

　びしょ濡ぬれで川から上がって、足が臑すねまで泥に埋まり、胸の位置まで草が生える湿地帯をずぶずぶと歩くレンに、

「やったな！　レン！」

　通信アイテム越しに、フカ次じ郎ろうの声がかかりました。

「うん、やったよー。あー、疲れたー。援護射撃ありがとー」

　濡ぬれたせいで愛用の帽子の耳がだらんと垂れて、前髪がひっついた顔には精神的疲労が見えましたが、口元は笑顔でした。

　ちなみに濡ぬれた体も服も、そのうちにサラッと乾くのがＧＧＯです。いつの間にか、耳は元通りに立っていることでしょう。

　レンが腕時計を見ると、まだ12時34分。スキャンから爆走から対決から、実に濃密すぎる４分間でした。

「さっすがレンちゃん！　じゃあ、疲れているついでに、どっかに埋まっているエムを見つけてくれるかしら？　橋の左側を使って戻ってきて。あ、私わたし達たちから見て左ね」

「俺からも、頼む……」

「りょーかい！」

　ピトフーイの指示が続きます。

「フカちゃんは再装塡終えたらモンスター警戒。出てきたら殴り殺してね」

「おうよ」

「クラちゃんは、転がっているバイクを調べてくれる？　燃料があるか、クラッチレバーが折れてないか、ステアリングにガタが出てないかチェック。使えそうならスタンド立てておいて」

「え？　俺、バイクのことなんて知らないし……。クラッチなんとかって、ナニ……？」

　クラレンスにしては珍しくオドオドした言い方をして、シャーリーが、

「なら私がやる。お前はエムを助ける方を手伝え。──ピトフーイ、ロープはいるか？」

「いるいるサンキュー！」

　レンはエムがいる方へ、ずっぽずっぽと進みながら、そして仲間達たちの会話を聞きながら、思います。

　ああ、みんなを守れてよかった。みんなが無事でよかった。

　それにしても、かつてないほど恐ろしい敵でした。

　レンが取ったのは、かなり一か八かの、ひょっとしたら自分が死んでしまうかもしれない作戦でしたが、的確なサポートのおかげでどうにか、ほとんど無傷で切り抜けました。

　辛つらい戦いでも、勝利で終わればそれは自信になります。

　よっしゃ、待っていろよ！　ボス！　そしてＳＨＩＮＣのみんな！

　レンは空を見上げ拳を握り、決意と共に歩を早めて、

「止まれ！」

　危うくエムの頭を蹴っ飛ばすところでした。




「えんやーとっと！　えんやーとっと！」

「フカ、何それ？」

「さあ、よく知らん」

　橋の上で、エムの引き上げ作戦が始まっていました。

　ひっくり返ったトレーラー・トラックの脇で、シャーリーが持っていた登山用ロープを、ずっぽりと埋まったエムの肩に縛り付けて、欄干を定滑車代わりに使って引っ張り上げる作戦です。

　引っ張るのはレンとシャーリー以外のメンバー。先にするりと引っ張り上げられたレンはというと、もうすぐ出そうなモンスターを、ナイフ片手に警戒していました。時に、12時36分。

　シャーリーはバイクを調べて、まだ使える一台を引き起こしていました。レンが二番目にぶった切った男のバイクです。ハンドルが少し曲がっているが、走るのには問題ないとのこと。

　さらにシャーリーは、最初に首を切った男の死体──、ただし元通りになって【Ｄｅａｄ】タグを光らせているものから、背中のバックパックをはぎ取りました。死体が消えるまでの間に転がっているアイテムは鹵ろ獲かくできるので、これも使えるはずです。

「えんやーとっと！　えんやーとっと！」

　タダでさえ重い上にどっぷりと泥にはまっているエムを引っ張るのは大変でしたが、さすがは筋力値の強いピトフーイやフカ次じ郎ろう、ズルズルと抜け出てきました。その後は10メートルの高さを、ゆっくりと吊つり上あげられていきます。

「今手を離したら、面白いことになりそう」

「フカ、やるな」

　えんやーとっと、えんやーとっと。

　やがてエムは橋の上へと辿たどり着つき、その手が欄干を摑つかみました。

「みんな、ありがとう」

　エムが、むっくりと登ってきました。

　体もＭ１４・ＥＢＲも、泥だらけのぐちゃぐちゃで、身をよじると周囲に豪快に泥が飛びました。これもいつの間にか乾いて元に戻るのが、ＧＧＯです。

　手をひねりながら手早くロープを丸めるシャーリーへ、

「あんがとさん。ロープの扱い、実に慣れてるわね。けっこう使い込んでる人？」

　ピトフーイが声をかけましたが、シャーリーは無視しました。〝リアルで〟という言葉を使っていませんが、そのことを聞いているに違いありません。油断も隙もあったものではありません。

　シャーリーは、ストレージにロープをしまい、足下のＲ９３タクティカル２を持ち上げました。マガジンを交換して、ボルトを往復操作。空中に飛び出した炸さく裂れつ弾だんを手で摑つかまえました。

　12時37分になって、

「出てくる！　空中！」

　レンの声がしました。六人の中心の上空３メートルほどで、光の粒子が集まり始めています。この場所に５分間いたと判断され、偵察モンスターの発生です。割れることができる地面がなければ空中から出てくるようで、

「降りてきたら、やるね」

　レンが真下へ近寄り、ナイフを持つ右腕を、すっと後ろに引いて構えました。

　３秒ほどで形を作ったのは、凶悪な目つきをしたコアラのバケモノでした。完成した瞬間に粒子が消えて、

「さあ、森へお帰り……」

　レンが切り裂くタイミングを計り、

「悪いな」

　ずどん。

　シャーリーが、無造作に撃ちました。

　Ｒ９３タクティカル２から放たれた通常弾頭は、コアラの胴体を突き抜けて空へと消えていき、コアラも光の粒子へ戻っていきました。

「え？」

　レンが目を瞬しばたたき、

「こらー！　なんばしよっとねー！　撃っちゃあかんでしょー！」

　フカ次じ郎ろうは立腹。

　シャーリーはすぐに身を翻ひるがえすと、長い愛銃は体の前にスリングでかけて、先ほど自分が起こしたバイクへ駆け寄ります。ひらりと跨またがって、セルスタートボタンを押して、エンジンをかけました。

「来い！」

「あいよ！」

　答えたのはクラレンス。

　置いてあった爆薬バックパックを持ち上げて背負い、シャーリーの後ろに、タンデムシートに跨またがりました。シャーリーに抱きついて、手で叩たたいて合図。

　シャーリーは、左手のクラッチレバーを離しました。バイクは前輪を豪快に浮かせながら加速を始め、二人の背中がどんどん小さくなっていきます。

「えー！　ちょ！　えー！　なぜー？」

　混乱するレンの耳へ、

「わはは、ごめんねー！　あばよー！」

　クラレンスからの声が届いて、そして通信アイテムが切られました。

「えー……」

「あんにゃろー、ここで逃げるか！　バイクと爆弾どろぼー！」

　フカ次じ郎ろうがＭＧＬ─１４０の砲口を向けましたが、撃ちませんでした。バイクはやがて橋を渡りきって、視界から消えました。

　静かになった橋の上で、

「あはははははは！」

　ピトフーイは、とても楽しそう。

「次に会ったときは敵ね！　これからは、狙撃と爆弾に気をつけましょ！」

　いつの間にか体から泥がなくなったエムが、Ｍ１４・ＥＢＲを持ち上げて、装塡を確認しながら言います。

「しかし、今はそれどころではないぞ」

「ま、確かにね」

　ピトフーイが、レンから返してもらった光剣を両手に持ちました。

　レン達たち四人は、橋の上や空中に大量発生している光の粒子に、すっかり囲まれていました。すぐにでも、モンスターが形を成すことでしょう。逃げる場所など、ありません。

「くそー！」

　レンは、ストレージからＰ９０を出して、コッキングレバーを引きました。




　酒場の観客達たちは、レン達たち四人が橋の上で、前後から上から出現して襲い来る大量のモンスターに銃弾をたたき込んだり、光剣で忙しくぶった切ったりしている様子を、

「あー、たいへんだー」

「がんばれよー」

　他人ひと事ごとのように見ていました。

　モンスターの出現は、時間が増すと増えるのか、チームが強ければ増えるのか、それともその両方か。

　雨後の竹の子のようにワサワサと湧いてくるモンスターを倒すために、四人は息つく暇もない戦いを強いられています。

　12時40分が過ぎてしまいましたが、レン達たちにはスキャンを見る暇も余裕も、ありませんでした。





＊　　　　　＊　　　　　＊






「つか、れた……」

　12時45分。

　多分最後の一匹をＰ９０で射貫いて、レンは両手をだらんと落としました。

　撃って撃って撃ちまくったＰ９０が、銃身から機関部から、白い煙を棚引かせていて、足下には空になったマガジンがゴロゴロ転がっています。

「残弾復活まで15分……。何もしたくない……」

　レンの弱気が炸さく裂れつしました。

　その場にしゃがみ、ストレージから残りマガジンを実体化しながら数えましたら、

「うわ、これだけか……」

　撃てるのはあと８本。たった４００発ではありませんか。22本持ち込んだのに、半分以上の浪費です。

　グレネードでは近すぎて攻撃できなかった、そして拳銃射撃がド下手すぎるフカ次じ郎ろうを守りながら戦っていたせいでもあって、

「いやー、わりーわりー。このご恩は、一生忘れないかもしれないぜ？」

　レンの小さい背中に隠れていたフカ次じ郎ろうが、ばつが悪そうに言いました。

　彼女も彼女なりにＭ＆Ｐ拳銃をパカンパカンと撃ったのですが、まあ当たらないこと当たらないこと。

　時々、見事モンスターの頭に当たってレンが感心すると、

「おかしいな……？　隣の奴やつ狙ったんだけど……」

　こんなことを言う始末です。

「誰か、40分のスキャン見た？」

　使いまくった光剣のエネルギー残量を確認しながら、ピトフーイが聞いて、

「いや」

「ノー」

「無理だった」

　レン、フカ次じ郎ろう、エムと、立て続けに否定の言葉をもらいました。

「一応ずっと道の先は見ていたが、近づいてくる敵はいなかったな。正直、助かった……。来られていたら、どうしようもなかった」

　エムが弱気を言うくらいだから、よっぽどの状況です。

「今回のＳＪ、ハードだあ……」

　レンも、本音がぽろりとこぼれました。

「さて、これから我々はどうするかね？　いや、〝残りの人生の過ごし方〟とか聞いているんじゃなくてね？」

　フカ次じ郎ろうの問いに、まずはピトフーイ。

「13時の弾薬フル回復まで、本気の戦闘は避けたいわね」

　そしてエム。

「同感だ。しかし、ずっとここにいるわけにはいかない。橋は渡りきらねば。移動準備。レン先頭、ピト、俺、フカだ」

　うーん、やっぱりそうなるか。

　レンは息を吐きました。

「フカはどちらかにプラズマ・グレネードを装塡。レンが接敵したらその前にぶちかませ。もう橋が落ちてもかまわない。その場合は全員で川を逃げる。俺は鈍いから無理でも、レン達たちだけでも逃げてくれ」

　エムの作戦を聞いて、レンは思ったので訊たずねます。

「も、もし……、橋を行く途中にシャーリーに狙撃されたら……？」

　エムは、

「合掌しよう。あの炸さく裂れつ弾だんとラインなし狙撃は、防ぎようがない」

　噓うそをつきませんでした。

　だあ！

　レンは、覚悟を決めました。

　決めましたが、

「あー、ここで死にたくないなあ……」

　本音がぽろりと漏れて、

「そうよねえ。エム、あんた男なのに、か弱い女の子に無理をさせる気？」

「いや、しかし……」

「ちょっと私の考えを聞きなさい」







　12時49分。

　レン達たちは橋を進んでいました。

　車線の一番左脇、欄干のすぐ近く。先頭に、バックパックを体の前につけて、両手に一枚ずつ楯たてを持っているエム。右側に、二枚並べて保持するピトフーイ。左に、同じく楯たてを、一枚だけ持ったフカ次じ郎ろう。

　そしてその後ろに、ほぼ完璧に囲われながら、

「いいのかな……？」

　ゆっくりとレン。

「いーのいーの！　たまには、お姫様気分を味わわなきゃ！」

　ピトフーイが、レンを守りながら言いました。

「ありがたいけど……」

　確かにこれなら、ひとまずレンの即死は防げます。しかし、エム達たちはバリバリと撃たれまくるわけで、楯たてがあるとはいえこれはかなりのリスク。

「誰か撃ってきたら、レンちゃんは川に飛び込んで逃げなさい。私わたし達たちが防戦中に橋の下を進んで、裏をつければ理想。無理なら一人だけでも逃げなさい。そして、あとは自由に頑張りなさい」

「りょ、りょーかい……」

　フカ次じ郎ろうが、

「そんときは、オレの彼女に伝えてくれよ。〝愛していた〟って……」

「変なフラグやめろ」

　エムの足が遅いので、残り３００メートルほどの橋を渡りきるまでは、まだしばらくかかります。

　目の前に広がるのは、対岸の住宅地と、高速道路と、空港の管制塔。

　空は完全に曇って、朱色と鉛色を混ぜたような混こん沌とんでした。風がさらに強くなってきたようです。

　レンが腕時計を見ました。

「あと40秒でスキャン」

「渡りきるまであと２分はかかる。このままレンに見てもらう」

「了解」

「スキャンと言えばさ──」

　ピトフーイが何かを思い出しました。

「30分のスキャンを見ずに出発していたら、橋は渡りきれたかもしれないけど、その後に住宅地で追いつかれていたわよね。相手はバイクだもん」

「そう、だな……」

「そしたらトラックのすぐ近くで自爆されて、全滅だったかもね。苦労したけどこうして今生きてるってのは、どっかで運や決断がよかったってこと。この先何があっても、死ぬまでは楽天的でいきましょう！」

　ピトさんがそんなことを言うのは珍しいかも。わたしを励ましてるのかな？

　レンはそう思いながら、胸ポケットからサテライト・スキャン端末を取り出してスイッチを入れました。




　五回目のスキャンは、真東から真西へと始まりました。かなりのスローペースです。

　自じ分ぶん達たちがいる場所が早めに分かるのが、吉と出るか凶と出るか。

「数はいい。まずは俺おれ達たちの周囲。そしてＳＨＩＮＣの位置と、中央のバトルの結果だ」

「了解」

　スキャンが自じ分ぶん達たちのいる橋に来て、レンは目をこらして──、

「いない！　私わたし達たちの周囲２キロ圏内には、何もない！」

　レンは自分のラッキーさを嚙かみしめました。

　もちろんリーダーマークのトラップで、少数の伏兵がいる可能性はゼロではないですが、すくなくとも、大量のチームが橋を渡るのを待ち構えている、なんてことはありません。

「空港に一つ！」

　レンは、嬉うれしそうに言いました。なぜなら、位置としてはこれがＳＨＩＮＣの可能性が高いから。

　橋を渡りきれば、次に空港に向かって突撃し、彼女たちと戦えるかもしれません。

　弾む気持ちで画面を触れると、

「っ──！」

　レンが黙ったので、フカ次じ郎ろうが訊たずねます。

「誰だった？」

「え……、ＭＭＴＭだ……。空港北側、滑走路の上にＭＭＴＭ……。なんで……？」

「さあなー。レン、置いてかれるぞ？」

　足が止まってしまっていたレンが、慌てて三人を追いかけました。

「中央部だけど──」

　スキャンがマップの半分を過ぎて、凍った湖面の上辺りに、いくつかの全滅チームを示す灰色の点がつきました。

　そして、その近く、湖面の白色と紛れて分かりづらいですが、かなりのチームが固まっているのが見えました。

「中央左上、凍った湖のど真ん中で、えっと、いちにいさんし──、七チームが固まってる！　これ……、結託チームに違いない！」

　レンが報告し、

「今回も出やがったか。まとめてプラズマで灰にしてやる」

　フカ次じ郎ろうがにやりと笑いました。

「チーム名を頼む」

　エムの言葉に、レンは結託チームの周囲を最大まで拡大。白い点に片っ端から触れていきました。

「〝ＷＥＥＩ〟……、〝Ｖ２ＨＧ〟……、〝ＰＯＲＬ〟……」

　レンが読み上げていきます。正式な読み方が分からないので、アルファベットを直接発音。

「知らぬ奴やつ等らじゃのう」

「〝ＲＧＢ〟……、〝ＷＮＧＬ〟……、〝ＳＡＴＯＨ〟……、あああああっ！」

　読み上げが絶叫で止まって、さすがのエムもそこで歩を止めました。

「どうした？」

　フカ次じ郎ろうとピトフーイが振り向くと、レンは予想どおり足が止まっていて、

「あああ……」

　端末を左手に、青ざめていました。

「おい、まさか……？」

　フカ次じ郎ろうが、

「あちゃー、まさか？」

　ピトフーイが、

「なんと」

　エムが察して、全てを理解しました。

　レンは、画面の中にいるチームに向けて、再戦を誓ったライバルに向けて、

「なんでっ！」

　悲しげに叫ぶのです。




　結託しているであろうチームの最後の一つは、〝ＳＨＩＮＣ〟と書いてありました。

「なんでっ！」

　レンが空に向けてもう一度叫びましたが──、

　答えは返ってきませんでした。

　ＳＪ４のフィールドに、強い風が吹き始めました。







「頼りにしているよ、君きみ達たち」

　ジャージ姿で背の高いハンサムな男が、白い歯を光らせながら言いました。

「ああ。ピンクのチビなら……、我々に任せておけ」

　ゴリラ女が、ニヤリと笑って答えました。

　凍った湖に吹く風が、彼女のお下げを揺らしました。





（to be continued...）
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イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

ＧＧＯの影響で某バトルロワイヤルゲームを始めてみたよ。３ｒｄスクワッド・ジャムでビルに取り残されるＴ－Ｓメンバーの気持ちがわかったよ。
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